
レセプト電算コード 診療行為名称
A 1 創傷処置（①創傷の処置（褥瘡の処置を除く）） 140000610 創傷処置（１００ｃｍ２未満）

140000710 創傷処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140000810 創傷処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140000910 創傷処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140001010 創傷処置（６０００ｃｍ２以上）
140032010 熱傷処置（１００ｃｍ２未満）
140032110 熱傷処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140032210 熱傷処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140036510 熱傷処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140036610 熱傷処置（６０００ｃｍ２以上）
140034830 電撃傷処置（１００ｃｍ２未満）
140034930 電撃傷処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140035030 電撃傷処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140035130 電撃傷処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140035230 電撃傷処置（６０００ｃｍ２以上）
140035430 薬傷処置（１００ｃｍ２未満）
140035530 薬傷処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140035630 薬傷処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140035730 薬傷処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140035830 薬傷処置（６０００ｃｍ２以上）
140036030 凍傷処置（１００ｃｍ２未満）
140036130 凍傷処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140036230 凍傷処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140036330 凍傷処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140036430 凍傷処置（６０００ｃｍ２以上）

A 1 創傷処置（②褥瘡の処置） 140048610 重度褥瘡処置（１００ｃｍ２未満）
140048710 重度褥瘡処置（１００ｃｍ２以上５００ｃｍ２未満）
140048810 重度褥瘡処置（５００ｃｍ２以上３０００ｃｍ２未満）
140048910 重度褥瘡処置（３０００ｃｍ２以上６０００ｃｍ２未満）
140049010 重度褥瘡処置（６０００ｃｍ２以上）
140700110 長期療養患者褥瘡等処置

Ａ 2 呼吸ケア（喀痰吸引のみの場合を除く） 140005610 酸素吸入
140005750 突発性難聴に対する酸素療法
140005810 酸素テント
140005910 間歇的陽圧吸入法
140037810 鼻マスク式補助換気法
140006050 体外式陰圧人工呼吸器治療
140055810 ハイフローセラピー
140009310 人工呼吸
140023510 人工呼吸（５時間超）
140039850 閉鎖循環式麻酔器使用気管内挿管下酸素吸入
140039950 閉鎖循環式麻酔器使用気管内挿管下酸素吸入（５時間超）
140009450 無水アルコール吸入療法
140023650 無水アルコール吸入療法（５時間超）
140009550 人工呼吸（閉鎖循環式麻酔装置）
140023750 人工呼吸（閉鎖循環式麻酔装置）（５時間超）
140009650 酸素吸入（マイクロアダプター）
140023850 酸素吸入（マイクロアダプター）（５時間超）
140009950 酸素加圧（気管内挿管下に閉鎖循環式麻酔器）
140024150 酸素加圧（気管内挿管下に閉鎖循環式麻酔器）（５時間超）
140009750 人工呼吸（半閉鎖式循環麻酔器）
140023950 人工呼吸（半閉鎖式循環麻酔器）（５時間超）
140039550 人工呼吸（鼻マスク式人工呼吸器）
140039650 人工呼吸（鼻マスク式人工呼吸器）（５時間超）
140009850 レスピラトール療法
140024050 レスピラトール療法（５時間超）

Ａ 3 点滴ライン同時３本以上の管理 130003810 点滴注射
130010570 点滴注射（血漿成分製剤文書）加算
130004410 中心静脈注射
130010670 中心静脈注射（血漿成分製剤文書）加算
150247310 硬膜外麻酔後における局所麻酔剤の持続的注入
150255670 硬膜外麻酔後における麻酔剤の精密持続注入加算
150224810 自家採血輸血（１回目）
150286210 自家採血輸血（２回目以降）
150224910 保存血液輸血（１回目）
150286310 保存血液輸血（２回目以降）
150327510 自己血貯血（６歳以上）（液状保存）
150327610 自己血貯血（６歳以上）（凍結保存）
150247010 自己血輸血（６歳以上）（液状保存）
150254810 自己血輸血（６歳以上）（凍結保存）
150390610 希釈式自己血輸血（６歳以上）
150225010 交換輸血
150225210 骨髄内輸血加算（その他）
150225110 骨髄内輸血加算（胸骨）
150366370 血管露出術加算
150225310 血液型加算（ＡＢＯ式及びＲｈ式）
150225410 不規則抗体加算
150247110 ＨＬＡ型検査クラス１加算（Ａ、Ｂ、Ｃ）
150278910 ＨＬＡ型検査クラス２加算（ＤＲ、ＤＱ、ＤＰ）
150225510 血液交叉加算
150225610 間接クームス加算
150366470 血小板洗浄術加算
150225850 自家製造した血液成分製剤を用いた注射の手技料（１回目）
150287450 自家製造した血液成分製剤を用いた注射の手技料（２回目以降）

Ａ 4 心電図モニターの管理 160073510 呼吸心拍監視
160102510 呼吸心拍監視（３時間超）（７日以内）
160165510 呼吸心拍監視（７日超１４日以内）
160165610 呼吸心拍監視（１４日超）
160073750 カルジオスコープ（ハートスコープ）
160102750 カルジオスコープ（ハートスコープ・３時間超）（７日以内）
160165950 カルジオスコープ（ハートスコープ）（７日超１４日以内）
160166050 カルジオスコープ（ハートスコープ）（１４日超）
160073850 カルジオタコスコープ
160102850 カルジオタコスコープ（３時間超）（７日以内）
160166150 カルジオタコスコープ（７日超１４日以内）
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160166250 カルジオタコスコープ（１４日超）
Ａ 5 シリンジポンプの管理 130000210 精密持続点滴注射加算
Ａ 6 輸血や血液製剤の管理 620001350 献血ノンスロン５００注射用　５００単位（溶解液付）

620001351 献血ノンスロン１５００注射用　１，５００単位（溶解液付）
620003071 ノイアート静注用１５００単位　１，５００単位（溶解液付）
620003211 コージネイトＦＳバイオセット注２５０　２５０国際単位（溶解液付）
620003212 コージネイトＦＳバイオセット注５００　５００国際単位（溶解液付）
620003213 コージネイトＦＳバイオセット注１０００　１０００国際単位溶解液付
620003432 アンスロビンＰ１５００注射用　１，５００単位（溶解液付）
620004679 照射人全血液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する血液量
620004680 照射人全血液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する血液量
620004744 人全血液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する血液量
620004745 人全血液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する血液量
620006788 メドウェイ注２５％　５０ｍＬ
620007259 ガンマガード静注用２．５ｇ　５０ｍＬ（溶解液付）
620007377 テタガムＰ筋注シリンジ２５０　２５０国際単位１ｍＬ
620008812 献血アルブミン５％静注５ｇ／１００ｍＬ「ベネシス」
620008813 献血アルブミン５％静注１２．５ｇ／２５０ｍＬ「ベネシス」
620008814 献血アルブミン２５％静注５ｇ／２０ｍＬ「ベネシス」
620008815 献血アルブミン２５％静注１２．５ｇ／５０ｍＬ「ベネシス」
620008826 サングロポール点滴静注用２．５ｇ　５０ｍＬ（溶解液付）
620009135 アルブミナー５％静注１２．５ｇ／２５０ｍＬ
620009136 アルブミナー２５％静注１２．５ｇ／５０ｍＬ
620009137 アルブミン－ベーリング２０％静注１０．０ｇ／５０ｍＬ
620009198 フィブロガミンＰ静注用　正常人血漿１ｍＬ中含有量２４０倍溶解液付
620009201 ベリナートＰ静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
620009263 クリスマシンＭ静注用４００単位　（溶解液付）
620009264 クリスマシンＭ静注用１０００単位　１，０００単位（溶解液付）
620009270 ハプトグロビン静注２０００単位「ベネシス」　２千単位１００ｍＬ
620009274 フィブリノゲンＨＴ静注用１ｇ「ベネシス」　（溶解液付）
621151301 献血ベニロン－Ｉ静注用５００ｍｇ　１０ｍＬ（溶解液付）
621151601 献血ベニロン－Ｉ静注用１０００ｍｇ　１ｇ２０ｍＬ（溶解液付）
621151701 献血ベニロン－Ｉ静注用２５００ｍｇ　２．５ｇ５０ｍＬ（溶解液付）
621152101 献血グロブリン注射用２５００ｍｇ化血研　２．５ｇ５０ｍＬ溶解液付
621152901 献血グロベニン－Ｉ静注用５００ｍｇ　１０ｍＬ（溶解液付）
621153301 献血グロベニン－Ｉ静注用２５００ｍｇ　２．５ｇ５０ｍＬ溶解液付
621153504 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注１千単位／５ｍＬ「日赤」　１千単位
621153506 ヘパトセーラ筋注２００単位／ｍＬ　１，０００単位５ｍＬ
621153507 ヘパトセーラ筋注１０００単位／５ｍＬ　１，０００単位
621153508 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注１千単位／５ｍＬ「ＪＢ」　１千単位
621153603 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注２００単位／１ｍＬ「日赤」
621153605 ヘパトセーラ筋注２００単位／ｍＬ　１ｍＬ
621153606 ヘパトセーラ筋注２００単位／１ｍＬ
621153607 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン筋注２００単位／１ｍＬ「ＪＢ」
621153804 コンファクトＦ注射用２５０　２５０単位（溶解液付）
621153808 クロスエイトＭＣ静注用２５０単位　（溶解液付）
621153904 コンファクトＦ注射用５００　５００単位（溶解液付）
621153909 クロスエイトＭＣ静注用５００単位　（溶解液付）
621154003 コンファクトＦ注射用１０００　１，０００単位（溶解液付）
621154006 クロスエイトＭＣ静注用１０００単位　１，０００単位（溶解液付）
621154101 抗Ｄグロブリン筋注用１０００倍「ニチヤク」　１，０００倍溶解液付
621154104 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用１千倍「ベネシス」　１千倍（溶解液付）
621154105 抗Ｄ人免疫グロブリン筋注用１千倍「ＪＢ」　１千倍（溶解液付）
621154201 破傷風グロブリン筋注用２５０単位「ニチヤク」　２５０国際単位
621154205 テタノセーラ筋注用２５０単位　２５０国際単位
621154207 テタノブリン筋注用２５０単位　２５０国際単位
621154301 ＰＰＳＢ－ＨＴ静注用２００単位「ニチヤク」　（溶解液付）
621154501 ＰＰＳＢ－ＨＴ静注用５００単位「ニチヤク」　（溶解液付）
621155201 赤十字アルブミン２０％静注４ｇ／２０ｍＬ
621155202 献血アルブミン２０％静注４ｇ／２０ｍＬ「ＪＢ」
621155501 献血アルブミン２０％静注４ｇ／２０ｍＬ「ニチヤク」
621157301 赤十字アルブミン２０％静注１０ｇ／５０ｍＬ
621157302 献血アルブミン２０％静注１０ｇ／５０ｍＬ「ＪＢ」
621157401 献血アルブミン２０％静注１０ｇ／５０ｍＬ「ニチヤク」
621157504 フィブリノゲンＨＴ静注用１ｇ「ＪＢ」　（溶解液付）
621157601 ガンマグロブリン筋注４５０ｍｇ／３ｍＬ「ニチヤク」　１５０ｍｇ
621157602 ガンマグロブリン筋注１５００ｍｇ／１０ｍＬニチヤク　１５０ｍｇ
621157604 グロブリン筋注１５００ｍｇ／１０ｍＬ「ＪＢ」　１５０ｍｇ
621157613 ガンマーグロブリン筋注４５０ｍｇ／３ｍＬ「化血研」　１５０ｍｇ
621157614 ガンマーグロブリン筋注１５００ｍｇ／１０ｍＬ化血研　１５０ｍｇ
621157615 グロブリン筋注４５０ｍｇ／３ｍＬ「ベネシス」　１５０ｍｇ
621157616 グロブリン筋注１５００ｍｇ／１０ｍＬ「ベネシス」　１５０ｍｇ
621157617 グロブリン筋注４５０ｍｇ／３ｍＬ「ＪＢ」　１５０ｍｇ
621158404 ハプトグロビン静注２０００単位「ＪＢ」　２，０００単位１００ｍＬ
621158701 献血アルブミネート４．４％静注４．４ｇ／１００ｍＬ
621159001 乾燥ＨＢグロブリン筋注用２００単位「ニチヤク」　１ｍＬ溶解液付
621159004 ヘブスブリン筋注用２００単位　１ｍＬ（溶解液付）
621159101 乾燥ＨＢグロブリン筋注用１千Ｕニチヤク　１千Ｕ５ｍＬ（溶解液付）
621159104 ヘブスブリン筋注用１０００単位　１，０００単位５ｍＬ（溶解液付）
621159206 アンスロビンＰ５００注射用　５００単位（溶解液付）
621159207 ノイアート静注用５００単位　（溶解液付）
621159901 献血ヴェノグロブリンＩＨ５％静注０．５ｇ／１０ｍＬ　５００ｍｇ
621160201 献血ヴェノグロブリンＩＨ５％静注２．５ｇ／５０ｍＬ
621160501 献血ヴェノグロブリンＩＨ５％静注１ｇ／２０ｍＬ
621161703 テタノブリンＩＨ静注２５０単位　２５０国際単位
621161803 テタノブリンＩＨ静注１５００単位　１，５００国際単位
621356303 献血アルブミン５％静注５ｇ／１００ｍＬ「ＪＢ」
621384801 ファイバ静注用５００　５００単位１０ｍＬ（溶解液付）
621384901 ファイバ静注用１０００　１，０００単位２０ｍＬ（溶解液付）
621449901 献血ベニロン－Ｉ静注用５０００ｍｇ　５ｇ１００ｍＬ（溶解液付）
621450001 献血グロベニン－Ｉ静注用５０００ｍｇ　５ｇ１００ｍＬ（溶解液付）
621450201 赤十字アルブミン２５％静注１２．５ｇ／５０ｍＬ
621450602 ヘブスブリンＩＨ静注１０００単位　１，０００単位５ｍＬ
621490001 献血ヴェノグロブリンＩＨ５％静注５ｇ／１００ｍＬ
621560801 献血アルブミネート４．４％静注１１ｇ／２５０ｍＬ
621602201 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１単位約２０ｍＬ
621602301 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　２単位約４０ｍＬ
621602401 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　５単位約１００ｍＬ
621602501 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
621602601 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１５単位約２５０ｍＬ
621602701 照射濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　２０単位約２５０ｍＬ
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621602801 照射濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
621602901 照射濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　１５単位約２５０ｍＬ
621603001 照射濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　２０単位約２５０ｍＬ
621609201 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１単位約２０ｍＬ
621609301 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　２単位約４０ｍＬ
621609401 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　５単位約１００ｍＬ
621609501 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
621609601 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　１５単位約２５０ｍＬ
621609701 濃厚血小板－ＬＲ「日赤」　２０単位約２５０ｍＬ
621609801 濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
621609901 濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　１５単位約２５０ｍＬ
621610001 濃厚血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　２０単位約２５０ｍＬ
621645901 献血アルブミン２５％静注１２．５ｇ／５０ｍＬ「ニチヤク」
621755301 献血アルブミン５％静注１２．５ｇ／２５０ｍＬ「ニチヤク」
621755403 献血アルブミン５％静注１２．５ｇ／２５０ｍＬ「ＪＢ」
621758001 日赤ポリグロビンＮ５％静注０．５ｇ／１０ｍＬ　５００ｍｇ
621758002 献血ポリグロビンＮ５％静注０．５ｇ／１０ｍＬ　５００ｍｇ
621758101 日赤ポリグロビンＮ５％静注２．５ｇ／５０ｍＬ
621758102 献血ポリグロビンＮ５％静注２．５ｇ／５０ｍＬ
621758201 日赤ポリグロビンＮ５％静注５ｇ／１００ｍＬ
621758202 献血ポリグロビンＮ５％静注５ｇ／１００ｍＬ
621769701 アドベイト静注用２５０　２５０単位（溶解液付）
621769801 アドベイト静注用５００　５００単位（溶解液付）
621769901 アドベイト静注用１０００　１，０００単位（溶解液付）
621772001 照射赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
621772101 照射赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
621772601 新鮮凍結血漿－ＬＲ日赤１２０　血液２００ｍＬ相当に由来する血漿
621772701 新鮮凍結血漿－ＬＲ日赤２４０　血液４００ｍＬ相当に由来する血漿
621772801 赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
621772901 赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
621929201 ノボセブンＨＩ静注用１ｍｇ　１ｍＬ（溶解液付）
621929301 ノボセブンＨＩ静注用２ｍｇ　２ｍＬ（溶解液付）
621929401 ノボセブンＨＩ静注用５ｍｇ　５ｍＬ（溶解液付）
621971601 ベネフィクス静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
621971701 ベネフィクス静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
621971801 ベネフィクス静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
621984102 アドベイト静注用２０００　２，０００単位（溶解液付）
621990601 コージネイトＦＳバイオセット注２０００　２０００国際単位溶解液付
622034001 ノバクトＭ静注用４００単位　（溶解液付）
622034100 乾燥濃縮人血液凝固第９因子　８００単位（溶解液付）
622034101 ノバクトＭ静注用８００単位　（溶解液付）
622034200 乾燥濃縮人血液凝固第９因子　１，６００単位（溶解液付）
622034201 ノバクトＭ静注用１６００単位　１，６００単位（溶解液付）
622042701 赤十字アルブミン５％静注１２．５ｇ／２５０ｍＬ
622190901 洗浄赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
622191001 洗浄赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
622191101 解凍赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
622191201 解凍赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
622191301 合成血液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来（血漿約６０ｍＬ）
622191401 合成血液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来（血漿約１２０ｍＬ）
622191501 照射洗浄赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
622191601 照射洗浄赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
622191701 照射解凍赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液２００ｍＬに由来する赤血球
622191801 照射解凍赤血球液－ＬＲ「日赤」　血液４００ｍＬに由来する赤血球
622191901 照射合成血液－ＬＲ日赤　血液２００ｍＬに由来（血漿約６０ｍＬ）
622192001 照射合成血液－ＬＲ日赤　血液４００ｍＬに由来（血漿約１２０ｍＬ）
622192101 新鮮凍結血漿－ＬＲ「日赤」４８０　４８０ｍＬ
622192201 日赤ポリグロビンＮ１０％静注５ｇ／５０ｍＬ
622192202 献血ポリグロビンＮ１０％静注５ｇ／５０ｍＬ
622192301 日赤ポリグロビンＮ１０％静注１０ｇ／１００ｍＬ
622192302 献血ポリグロビンＮ１０％静注１０ｇ／１００ｍＬ
622235601 献血ヴェノグロブリンＩＨ５％静注１０ｇ／２００ｍＬ
622250701 ノーモサング点滴静注２５０ｍｇ　１０ｍＬ
622273601 ベネフィクス静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
622288001 ハイゼントラ２０％皮下注１ｇ／５ｍＬ
622288101 ハイゼントラ２０％皮下注２ｇ／１０ｍＬ
622288201 ハイゼントラ２０％皮下注４ｇ／２０ｍＬ
622333001 ノボエイト静注用２５０　２５０国際単位（溶解液付）
622333101 ノボエイト静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622333201 ノボエイト静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622333301 ノボエイト静注用１５００　１，５００国際単位（溶解液付）
622333401 ノボエイト静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
622333501 ノボエイト静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
622364101 オルプロリクス静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622364201 オルプロリクス静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622364301 オルプロリクス静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
622364401 オルプロリクス静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
622366301 ノボセブンＨＩ静注用１ｍｇ　シリンジ　１ｍＬ（溶解液付）
622366401 ノボセブンＨＩ静注用２ｍｇ　シリンジ　２ｍＬ（溶解液付）
622366501 ノボセブンＨＩ静注用５ｍｇ　シリンジ　５ｍＬ（溶解液付）
622366601 ノボセブンＨＩ静注用８ｍｇ　シリンジ　８ｍＬ（溶解液付）
622367201 バイクロット配合注　第７ａ因子１．５ｍｇ第Ｘ因子１５ｍｇ溶解液付
622402801 イロクテイト静注用２５０　２５０国際単位（溶解液付）
622402901 イロクテイト静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622403001 イロクテイト静注用７５０　７５０国際単位（溶解液付）
622403101 イロクテイト静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622403201 イロクテイト静注用１５００　１，５００国際単位（溶解液付）
622403301 イロクテイト静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
622403401 イロクテイト静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
622408201 ノバクトＭ静注用５００単位　（溶解液付）
622408301 ノバクトＭ静注用１０００単位　１，０００単位（溶解液付）
622408401 ノバクトＭ静注用２０００単位　２，０００単位（溶解液付）
622424901 ノボサーティーン静注用２５００　２，５００国際単位（溶解液付）
622426501 オルプロリクス静注用２５０　２５０国際単位（溶解液付）
622440101 アドベイト静注用１５００　１，５００単位（溶解液付）
622442001 アコアラン静注用６００　６００国際単位（溶解液付）
622454900 乾燥濃縮人血液凝固第８因子　２，０００単位（溶解液付）
622454901 クロスエイトＭＣ静注用２０００単位　２，０００単位（溶解液付）
622473001 リクスビス静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622473101 リクスビス静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622473201 リクスビス静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
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622473301 リクスビス静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
622487001 照射洗浄血小板－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
622487101 照射洗浄血小板ＨＬＡ－ＬＲ「日赤」　１０単位約２００ｍＬ
622488001 アディノベイト静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622488101 アディノベイト静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622488201 アディノベイト静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
622489301 コバールトリイ静注用２５０　２５０国際単位（溶解液付）
622489401 コバールトリイ静注用５００　５００国際単位（溶解液付）
622489501 コバールトリイ静注用１０００　１，０００国際単位（溶解液付）
622489601 コバールトリイ静注用２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
622489701 コバールトリイ静注用３０００　３，０００国際単位（溶解液付）
640412173 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン　２５０ＩＵ
640412174 ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン　１５００ＩＵ
640431015 コンコエイト－ＨＴ　５００単位（溶解液付）
640443038 注射用アナクトＣ２，５００単位　（溶解液付）
640453060 乾燥濃縮人アンチトロンビン３　１，５００単位（溶解液付）
640453163 ポリエチレングリコール処理抗ＨＢｓ人免疫グロブリン　千単位５ｍＬ
646340028 乾燥人フィブリノゲン　１ｇ（溶解液付）
646340035 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン　１，０００単位５ｍＬ
646340048 人赤血球液　血液２００ｍＬに由来する赤血球
646340054 人免疫グロブリン　１５０ｍｇ
646340065 抗ＨＢｓ人免疫グロブリン　２００単位１ｍＬ
646340188 人ハプトグロビン　２，０００単位１００ｍＬ
646340226 人赤血球液　血液４００ｍＬに由来する赤血球
646340242 洗浄人赤血球液　２００ｍＬ
646340243 洗浄人赤血球液　４００ｍＬ
646340244 白血球除去人赤血球浮遊液　２００ｍＬ
646340245 白血球除去人赤血球浮遊液　４００ｍＬ
646340261 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン　２００単位１ｍＬ（溶解液付）
646340262 乾燥抗ＨＢｓ人免疫グロブリン　１，０００単位５ｍＬ（溶解液付）
646340285 解凍人赤血球液　血液２００ｍＬに由来する赤血球
646340286 解凍人赤血球液　血液４００ｍＬに由来する赤血球
646340451 乾燥抗破傷風人免疫グロブリン　２５０国際単位
646340456 抗破傷風人免疫グロブリン　２５０国際単位
646340469 献血アルブミン２０“化血研”　２０％２０ｍＬ
646340472 献血アルブミン２５“化血研”　２５％５０ｍＬ
646340474 献血アルブミン２０“化血研”　２０％５０ｍＬ
646340491 乾燥濃縮人アンチトロンビン３　５００単位（溶解液付）
646340492 乾燥濃縮人血液凝固第８因子　２５０単位（溶解液付）
646340493 乾燥濃縮人血液凝固第８因子　５００単位（溶解液付）
646340494 乾燥濃縮人血液凝固第８因子　７５０単位（溶解液付）
646340495 乾燥濃縮人血液凝固第８因子　１，０００単位（溶解液付）
646340497 乾燥濃縮人血液凝固第９因子　４００単位（溶解液付）
646340499 乾燥濃縮人血液凝固第９因子　１，０００単位（溶解液付）
646340500 乾燥人血液凝固第９因子複合体　２００単位（溶解液付）
646340501 乾燥人血液凝固第９因子複合体　４００単位（溶解液付）
646340502 乾燥人血液凝固第９因子複合体　５００単位（溶解液付）
646340503 乾燥人血液凝固第９因子複合体　１，０００単位（溶解液付）
646340507 新鮮凍結人血漿　８０ｍＬ
646340508 新鮮凍結人血漿　１６０ｍＬ
646340509 新鮮凍結人血漿　４５０ｍＬ
646340510 乾燥抗Ｄ（Ｒｈｏ）人免疫グロブリン　１，０００倍（溶解液付）
646340511 人全血液　２００ｍＬ献血由来
646340512 人全血液　４００ｍＬ献血由来
622523501 献血ポリグロビンＮ１０％静注２．５ｇ／２５ｍＬ
622526101 イデルビオン静注用２５０
622526201 イデルビオン静注用５００
622526301 イデルビオン静注用１０００
622526401 イデルビオン静注用２０００
150224810 自家採血輸血（１回目）
150286210 自家採血輸血（２回目以降）
150224910 保存血液輸血（１回目）
150286310 保存血液輸血（２回目以降）
150327510 自己血貯血（６歳以上）（液状保存）
150327610 自己血貯血（６歳以上）（凍結保存）
150247010 自己血輸血（６歳以上）（液状保存）
150254810 自己血輸血（６歳以上）（凍結保存）
150390610 希釈式自己血輸血（６歳以上）
150225010 交換輸血
150225210 骨髄内輸血加算（その他）
150225110 骨髄内輸血加算（胸骨）
150366370 血管露出術加算
150225310 血液型加算（ＡＢＯ式及びＲｈ式）
150225410 不規則抗体加算
150247110 ＨＬＡ型検査クラス１加算（Ａ、Ｂ、Ｃ）
150278910 ＨＬＡ型検査クラス２加算（ＤＲ、ＤＱ、ＤＰ）
150225510 血液交叉加算
150225610 間接クームス加算
150366470 血小板洗浄術加算
150225850 自家製造した血液成分製剤を用いた注射の手技料（１回目）
150287450 自家製造した血液成分製剤を用いた注射の手技料（２回目以降）

Ａ 7 専門的な治療・処置 （① 抗悪性腫瘍剤の使用（注射剤のみ）） 620000328 マイトマイシン注用２ｍｇ
620000329 マイトマイシン注用１０ｍｇ
620001335 エクザール注射用１０ｍｇ
620001915 サンドスタチンＬＡＲ筋注用１０ｍｇ　（溶解液付）
620001916 サンドスタチンＬＡＲ筋注用２０ｍｇ　（溶解液付）
620001917 サンドスタチンＬＡＲ筋注用３０ｍｇ　（溶解液付）
620001918 注射用レザフィリン１００ｍｇ
620001919 動注用アイエーコール１００ｍｇ
620002417 トリセノックス注１０ｍｇ
620002591 動注用アイエーコール５０ｍｇ
620002600 フルダラ静注用５０ｍｇ
620003247 ロイナーゼ注用５０００　５，０００Ｋ単位
620003248 ロイナーゼ注用１００００　１０，０００Ｋ単位
620003675 アドリアシン注用１０　１０ｍｇ
620003713 キロサイドＮ注４００ｍｇ
620003714 キロサイド注２０ｍｇ
620003715 キロサイド注４０ｍｇ
620003716 キロサイド注６０ｍｇ
620003717 キロサイド注１００ｍｇ
620003718 キロサイド注２００ｍｇ

4

MC-87



レセプト電算コード 診療行為名称重症度、医療・看護必要度項目
※本マスタはあくまで分析用に使用したものであり、必ずしも現行の重症度、医療・看護必要度の基準に対応したものではないことに留意すること

620003750 ダカルバジン注用１００　１００ｍｇ
620003751 タキソール注射液３０ｍｇ　５ｍＬ
620003752 タキソール注射液１００ｍｇ　１６．７ｍＬ
620003762 テラルビシン注射用１０ｍｇ
620003763 テラルビシン注射用２０ｍｇ
620003790 ファルモルビシンＲＴＵ注射液１０ｍｇ　５ｍＬ
620003791 ファルモルビシンＲＴＵ注射液５０ｍｇ　２５ｍＬ
620003792 ファルモルビシン注射用１０ｍｇ
620003793 ファルモルビシン注射用５０ｍｇ
620003799 ブレオ注射用５ｍｇ
620003800 ブレオ注射用１５ｍｇ
620003834 レンチナン静注用１ｍｇ「味の素」
620004117 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「サワイ」　５ｍＬ
620004118 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「サンド」　５ｍＬ
620004119 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「サワイ」　１５ｍＬ
620004120 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「サンド」　１５ｍＬ
620004121 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「サワイ」　４５ｍＬ
620004122 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「サンド」　４５ｍＬ
620004129 シスプラチン注１０ｍｇ「日医工」　２０ｍＬ
620004130 シスプラチン注２５ｍｇ「日医工」　５０ｍＬ
620004131 シスプラチン注５０ｍｇ「日医工」　１００ｍＬ
620004170 パクリタキセル注３０ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」
620004171 パクリタキセル注１００ｍｇ／１６．７ｍＬ「ＮＫ」
620004428 ベルケイド注射用３ｍｇ
620004732 パラプラチン注射液５０ｍｇ　５ｍＬ
620004733 パラプラチン注射液１５０ｍｇ　１５ｍＬ
620004734 パラプラチン注射液４５０ｍｇ　４５ｍＬ
620004740 ピシバニール注射用０．２ＫＥ　（溶解液付）
620004741 ピシバニール注射用０．５ＫＥ　（溶解液付）
620004742 ピシバニール注射用１ＫＥ　（溶解液付）
620004743 ピシバニール注射用５ＫＥ　（溶解液付）
620004748 フトラフール注４００ｍｇ　４％１０ｍＬ
620004760 ベプシド注１００ｍｇ　５ｍＬ
620004777 ラステット注１００ｍｇ／５ｍＬ
620004850 アリムタ注射用５００ｍｇ
620004851 ドキシル注２０ｍｇ　１０ｍＬ
620004872 アバスチン点滴静注用１００ｍｇ／４ｍＬ
620004873 アバスチン点滴静注用４００ｍｇ／１６ｍＬ
620005148 アクラシノン注射用２０ｍｇ
620005176 ダウノマイシン静注用２０ｍｇ
620005197 ハイカムチン注射用１．１ｍｇ
620005206 ピノルビン注射用１０ｍｇ
620005207 ピノルビン注射用２０ｍｇ
620005223 ペプレオ注射用５ｍｇ
620005224 ペプレオ注射用１０ｍｇ
620005688 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「サワイ」　５ｍＬ
620005689 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「サワイ」　１６．７ｍＬ
620005690 パクリタキセル注射液１５０ｍｇ「サワイ」　２５ｍＬ
620005691 パミドロン酸二Ｎａ点滴静注用１５ｍｇ「Ｆ」
620005692 パミドロン酸二Ｎａ点滴静注用３０ｍｇ「Ｆ」
620005897 アラノンジー静注用２５０ｍｇ　５０ｍＬ
620006298 ブリプラチン注１０ｍｇ　２０ｍＬ
620006299 ブリプラチン注２５ｍｇ　５０ｍＬ
620006300 ブリプラチン注５０ｍｇ　１００ｍＬ
620006806 ゼヴァリン　イットリウム（９０Ｙ）静注用セット
620007224 エピルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「ＮＫ」
620007225 エピルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「ＮＫ」
620007254 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＮＫ」　５ｍＬ
620007255 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「ＮＫ」　１５ｍＬ
620007256 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「ＮＫ」　４５ｍＬ
620007257 カンプト点滴静注４０ｍｇ　２ｍＬ
620007258 カンプト点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620007299 コスメゲン静注用０．５ｍｇ
620007300 コホリン静注用７．５ｍｇ　（溶解液付）
620007468 フォトフリン静注用７５ｍｇ
620007499 マイロターグ点滴静注用５ｍｇ
620007515 メソトレキセート点滴静注液２００ｍｇ　８ｍＬ
620008173 エトポシド点滴静注液１００ｍｇ「サンド」　５ｍＬ
620008174 エピルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「サワイ」
620008175 エピルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「サワイ」
620008225 パミドロン酸二Ｎａ点滴静注用１５ｍｇ「サワイ」
620008226 パミドロン酸二Ｎａ点滴静注用３０ｍｇ「サワイ」
620008443 アービタックス注射液１００ｍｇ　２０ｍＬ
620008795 アレディア点滴静注用１５ｍｇ
620008796 アレディア点滴静注用３０ｍｇ
620008800 イダマイシン静注用５ｍｇ
620008946 ランダ注１０ｍｇ／２０ｍＬ
620008947 ランダ注２５ｍｇ／５０ｍＬ
620008948 ランダ注５０ｍｇ／１００ｍＬ
620009116 ブスルフェクス点滴静注用６０ｍｇ
620009515 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ＮＫ」　２ｍＬ
620009516 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「サワイ」　２ｍＬ
620009518 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「タイホウ」　２ｍＬ
620009519 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ＮＫ」　５ｍＬ
620009520 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「サワイ」　５ｍＬ
620009522 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「タイホウ」　５ｍＬ
620009523 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」
620009526 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「ＮＫ」
620555101 リュープリン注射用３．７５ｍｇ　（懸濁用液付）
620555401 リュープリン注射用キット３．７５ｍｇ
620910101 イカルス静注４００ｍｇ　４％１０ｍＬ
620914301 サンラビン点滴静注用１５０ｍｇ
620914401 サンラビン点滴静注用２００ｍｇ
620914501 サンラビン点滴静注用２５０ｍｇ
620919501 トポテシン点滴静注４０ｍｇ　２ｍＬ
620919701 トポテシン点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620919801 タキソテール点滴静注用２０ｍｇ　０．５ｍＬ（溶解液付）
620919901 タキソテール点滴静注用８０ｍｇ　２ｍＬ（溶解液付）
620923202 シスプラチン点滴静注液１０ｍｇ「ファイザー」　２０ｍＬ
620923301 シスプラチン点滴静注１０ｍｇ「マルコ」　２０ｍＬ
620923602 シスプラチン点滴静注液２５ｍｇ「ファイザー」　５０ｍＬ
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620923701 シスプラチン点滴静注２５ｍｇ「マルコ」　５０ｍＬ
620924002 シスプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ファイザー」　１００ｍＬ
620924101 シスプラチン点滴静注５０ｍｇ「マルコ」　１００ｍＬ
621162801 フエロン注射用１００万　１００万国際単位（溶解液付）
621163001 フエロン注射用３００万　３００万国際単位（溶解液付）
621163101 フエロン注射用６００万　６００万国際単位（溶解液付）
621163501 スミフェロン注バイアル３００万ＩＵ　３００万国際単位
621163701 スミフェロン注ＤＳ３００万ＩＵ　３００万国際単位
621163801 スミフェロン注ＤＳ６００万ＩＵ　６００万国際単位
621495301 リュープリンＳＲ注射用キット１１．２５ｍｇ
621657601 ゾメタ点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ
621754502 カルボプラチン注射液５０ｍｇ「日医工」　５ｍＬ
621754602 カルボプラチン注射液１５０ｍｇ「日医工」　１５ｍＬ
621754702 カルボプラチン注射液４５０ｍｇ「日医工」　４５ｍＬ
621932201 エルプラット点滴静注液５０ｍｇ　１０ｍＬ
621932301 エルプラット点滴静注液１００ｍｇ　２０ｍＬ
621932601 アリムタ注射用１００ｍｇ
621954001 ミリプラ動注用７０ｍｇ
621954401 ロゼウス静注液１０ｍｇ　１ｍＬ
621954501 ロゼウス静注液４０ｍｇ　４ｍＬ
621966401 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「サワイ」
621966501 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「サンド」
621966601 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「サワイ」
621966701 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「サンド」
621970101 アブラキサン点滴静注用１００ｍｇ
621970201 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「タイホウ」
621970301 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「タイホウ」
621972001 キロサイドＮ注１ｇ
621973401 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ヤクルト」
621973501 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ヤクルト」
621982101 テモダール点滴静注用１００ｍｇ
621983201 ドキソルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「ＮＫ」
621983301 ドキソルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「ＮＫ」
621985901 ベクティビックス点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
621994401 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「サンド」
621994501 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「サンド」
621995301 ドキソルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ「サンド」　５ｍＬ
621995401 ドキソルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ「サンド」　２５ｍＬ
622003801 トーリセル点滴静注液２５ｍｇ　１ｍＬ（希釈液付）
622009102 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「ファイザー」　５ｍＬ
622009202 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「ファイザー」　１６．７ｍＬ
622014001 アドリアシン注用５０　５０ｍｇ
622019401 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ホスピーラ」　２ｍＬ
622019501 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ホスピーラ」　５ｍＬ
622019601 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ホスピーラ」
622019701 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ホスピーラ」
622028601 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ＮＫ」
622028701 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ＮＫ」
622041101 トレアキシン点滴静注用１００ｍｇ
622045001 ビダーザ注射用１００ｍｇ
622047901 ５－ＦＵ注１０００ｍｇ　１，０００ｍｇ
622059701 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「タイヨー」　２ｍＬ
622059801 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「タイヨー」　５ｍＬ
622062103 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ＴＹＫ」
622062203 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ＴＹＫ」
622068501 ワンタキソテール点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ
622068601 ワンタキソテール点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ
622069801 ハーセプチン注射用６０　６０ｍｇ（溶解液付）
622069901 ハーセプチン注射用１５０　１５０ｍｇ（溶解液付）
622082001 パクリタキセル点滴静注液３０ｍｇ「サンド」　５ｍＬ
622082101 パクリタキセル点滴静注液１００ｍｇ「サンド」　１６．７ｍＬ
622085201 ハラヴェン静注１ｍｇ　２ｍＬ
622086201 ベクティビックス点滴静注４００ｍｇ　２０ｍＬ
622091101 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「あすか」　２ｍＬ
622091201 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「あすか」　５ｍＬ
622098103 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＴＹＫ」　５ｍＬ
622098203 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「ＴＹＫ」　１５ｍＬ
622098303 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「ＴＹＫ」　４５ｍＬ
622098901 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「サワイ」
622099001 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「サワイ」
622101401 フェソロデックス筋注２５０ｍｇ　５ｍＬ
622101701 エトポシド点滴静注１００ｍｇ「タイヨー」　５ｍＬ
622130501 エトポシド点滴静注液１００ｍｇ「ＤＫ」　５ｍＬ
622136501 ランマーク皮下注１２０ｍｇ　１．７ｍＬ
622149401 ポテリジオ点滴静注２０ｍｇ　５ｍＬ
622182701 ゴナックス皮下注用８０ｍｇ
622182801 ゴナックス皮下注用１２０ｍｇ
622189401 エルプラット点滴静注液２００ｍｇ　４０ｍＬ
622202401 ゲムシタビン点滴静注液２００ｍｇ／５ｍＬ「サンド」
622202501 ゲムシタビン点滴静注液１ｇ／２５ｍＬ「サンド」
622215301 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／２ｍＬ「サンド」
622215401 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／８ｍＬ「サンド」
622216901 ゾメタ点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬ
622220501 エトポシド点滴静注液１００ｍｇ「ＳＮ」　５ｍＬ
622221301 メソトレキセート点滴静注液１０００ｍｇ　１，０００ｍｇ４０ｍＬ
622229101 ５－ＦＵ注２５０ｍｇ
622230201 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「日医工」　２ｍＬ
622230301 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「日医工」　５ｍＬ
622231801 ドセタキセル点滴静注用２０ｍｇ「あすか」　０．５ｍＬ（溶解液付）
622231901 ドセタキセル点滴静注用８０ｍｇ「あすか」　２ｍＬ（溶解液付）
622236901 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「トーワ」　２ｍＬ
622237001 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「トーワ」　５ｍＬ
622244301 アーゼラ点滴静注液１００ｍｇ　５ｍＬ
622244401 アーゼラ点滴静注液１０００ｍｇ　１，０００ｍｇ５０ｍＬ
622246601 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「ホスピーラ」
622246701 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「ホスピーラ」
622250601 エボルトラ点滴静注２０ｍｇ　２０ｍＬ
622255101 パージェタ点滴静注４２０ｍｇ／１４ｍＬ
622258901 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ＮＰ」　２ｍＬ
622259001 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ＮＰ」　５ｍＬ
622259101 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「ＮＰ」　５ｍＬ
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622259201 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「ＮＰ」　１６．７ｍＬ
622264401 カドサイラ点滴静注用１００ｍｇ
622264501 カドサイラ点滴静注用１６０ｍｇ
622266601 リュープロレリン酢酸塩注射用キット３．７５ｍｇ「あすか」
622272001 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「トーワ」
622272101 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「トーワ」
622272801 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ファイザー」
622272901 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ファイザー」
622282901 シタラビン点滴静注液４００ｍｇ「テバ」
622283001 シタラビン点滴静注液１ｇ「テバ」
622283101 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「テバ」
622283201 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「テバ」
622285201 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／２ｍＬ「ホスピーラ」
622285301 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／８ｍＬ「ホスピーラ」
622285401 ドセタキセル点滴静注液１２０ｍｇ／１２ｍＬ「ホスピーラ」
622290401 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ＨＫ」
622290501 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ＨＫ」
622294901 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ケミファ」
622295001 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ケミファ」
622295501 ドセタキセル点滴静注用２０ｍｇ「サワイ」　０．５ｍＬ（溶解液付）
622295601 ドセタキセル点滴静注用８０ｍｇ「サワイ」　２ｍＬ（溶解液付）
622298401 リュープロレリン酢酸塩注射用キット３．７５ｍｇ「ＮＰ」
622335601 アドセトリス点滴静注用５０ｍｇ
622337201 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「ヤクルト」
622337301 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「ヤクルト」
622338001 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「トーワ」
622342601 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「テバ」
622342701 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「テバ」
622344201 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／５ｍＬ「ファイザー」
622344301 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「ファイザー」
622351301 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「Ｆ」
622351401 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「サノフィ」
622352101 サンドスタチンＬＡＲ筋注用キット１０ｍｇ　（溶解液付）
622352201 サンドスタチンＬＡＲ筋注用キット２０ｍｇ　（溶解液付）
622352301 サンドスタチンＬＡＲ筋注用キット３０ｍｇ　（溶解液付）
622354601 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「ＮＫ」
622354701 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」
622354801 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「ＮＫ」
622354901 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「ＮＫ」
622355401 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「サンド」
622356301 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／５ｍＬ「サワイ」
622356401 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「サワイ」
622356501 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「サワイ」
622358301 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「ニプロ」
622358401 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「ニプロ」
622360301 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「日医工」
622360401 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「日医工」
622364601 ジェブタナ点滴静注６０ｍｇ　１．５ｍＬ（溶解液付）
622364801 オプジーボ点滴静注２０ｍｇ　２ｍＬ
622364901 オプジーボ点滴静注１００ｍｇ　１０ｍＬ
622371101 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＤＳＥＰ」　１０ｍＬ
622371201 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「ＤＳＥＰ」　２０ｍＬ
622371801 オキサリプラチン点滴静注５０ｍｇ「トーワ」　１０ｍＬ
622371901 オキサリプラチン点滴静注１００ｍｇ「トーワ」　２０ｍＬ
622373201 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＦＦＰ」　１０ｍＬ
622373301 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「ＦＦＰ」　２０ｍＬ
622374501 ザノサー点滴静注用１ｇ
622374801 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ／１０ｍＬ「ホスピーラ」
622374901 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ／２０ｍＬ「ホスピーラ」
622375001 パクリタキセル点滴静注液３０ｍｇ／５ｍＬ「ホスピーラ」
622375101 パクリタキセル点滴静注液１００ｍｇ／１６．７ｍＬ「ホスピーラ」
622381301 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ／１０ｍＬ「ファイザー」
622381401 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ／２０ｍＬ「ファイザー」
622383201 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ／１０ｍＬ「サンド」
622383301 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ／２０ｍＬ「サンド」
622385701 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＮＫ」　１０ｍＬ
622385801 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「ＮＫ」　２０ｍＬ
622385901 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／５ｍＬ「アクタビス」
622388101 マブキャンパス点滴静注３０ｍｇ　１ｍＬ
622388201 ゾレドロン酸点滴静注４ｍｇ／５ｍＬ「ＳＮ」
622388601 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ／１０ｍＬ「ケミファ」
622388701 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ／２０ｍＬ「ケミファ」
622389801 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「サワイ」　１０ｍＬ
622389901 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「サワイ」　２０ｍＬ
622391001 ゾレドロン酸点滴静注液４ｍｇ／１００ｍＬバッグ「サワイ」
622392001 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ニプロ」　１０ｍＬ
622392101 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「ニプロ」　２０ｍＬ
622393001 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「日医工」
622393101 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「日医工」
622393201 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「日医工」　１０ｍＬ
622393301 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「日医工」　２０ｍＬ
622394701 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ「テバ」　１０ｍＬ
622394801 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ「テバ」　２０ｍＬ
622408501 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ヤクルト」
622408601 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ヤクルト」
622411901 オキサリプラチン点滴静注２００ｍｇ「トーワ」　４０ｍＬ
622412501 フルオロウラシル注２５０ｍｇ「トーワ」
622412601 フルオロウラシル注１０００ｍｇ「トーワ」　１，０００ｍｇ
622414601 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「ＦＦＰ」　４０ｍＬ
622417601 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「ファイザー」
622417701 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「ファイザー」
622417801 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ／４０ｍＬ「ファイザー」
622417901 サイラムザ点滴静注液１００ｍｇ　１０ｍＬ
622418001 サイラムザ点滴静注液５００ｍｇ　５０ｍＬ
622426801 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「ＤＳＥＰ」　４０ｍＬ
622428001 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ／４０ｍＬ「ケミファ」
622429301 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ＥＥ」
622429401 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ＥＥ」
622431101 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「サワイ」　４０ｍＬ
622432401 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「テバ」　４０ｍＬ
622434901 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「ＮＫ」　４０ｍＬ
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622435002 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ニプロ」
622435102 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ニプロ」
622437001 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「日医工」　４０ｍＬ
622437201 オキサリプラチン点滴静注液５０ｍｇ／１０ｍＬ「ＫＣＣ」
622437301 オキサリプラチン点滴静注液１００ｍｇ／２０ｍＬ「ＫＣＣ」
622437401 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ／４０ｍＬ「ＫＣＣ」
622439101 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ「ニプロ」　４０ｍＬ
622440501 ヤーボイ点滴静注液５０ｍｇ　１０ｍＬ
622444901 リュープリンＰＲＯ注射用キット２２．５ｍｇ
622449301 ヨンデリス点滴静注用０．２５ｍｇ
622449401 ヨンデリス点滴静注用１ｍｇ
622460401 ゲムシタビン点滴静注液２００ｍｇ／５．３ｍＬ「ホスピーラ」
622460501 ゲムシタビン点滴静注液１ｇ／２６．３ｍＬ「ホスピーラ」
622460601 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ／４０ｍＬ「ホスピーラ」
622461701 オキサリプラチン点滴静注液２００ｍｇ／４０ｍＬ「サンド」
622470401 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ハンルイ」　２ｍＬ
622470501 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ハンルイ」　５ｍＬ
622476900 オキサリプラチン１００ｍｇ２０ｍＬ注射液
622487701 ゲムシタビン点滴静注液２００ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」
622487801 ゲムシタビン点滴静注液１ｇ／２５ｍＬ「ＮＫ」
622489201 ゾーフィゴ静注
622509501 カイプロリス点滴静注用１０ｍｇ
622509601 カイプロリス点滴静注用４０ｍｇ
640407072 アクプラ静注用１０ｍｇ
640407073 アクプラ静注用５０ｍｇ
640407074 アクプラ静注用１００ｍｇ
640432004 ナベルビン注１０　１０ｍｇ１ｍＬ
640432005 ナベルビン注４０　４０ｍｇ４ｍＬ
640451006 アルケラン静注用５０ｍｇ　（溶解液付）
640451030 リツキサン注１０ｍｇ／ｍＬ　１００ｍｇ１０ｍＬ
640451031 リツキサン注１０ｍｇ／ｍＬ　５００ｍｇ５０ｍＬ
640453024 イムノマックス－γ注５０　５０万国内標準単位（溶解液付）
640453025 イムノマックス－γ注１００　１００万国内標準単位（溶解液付）
640453027 イントロンＡ注射用３００　３００万国際単位（溶解液付）
640453028 イントロンＡ注射用６００　６００万国際単位（溶解液付）
640453029 イントロンＡ注射用１，０００　１，０００万国際単位（溶解液付）
640453101 注射用エンドキサン１００ｍｇ
640454006 オンコビン注射用１ｍｇ
640454012 ジェムザール注射用１ｇ
640454013 ジェムザール注射用２００ｍｇ
640454023 セロイク注射用４０　４０万国内標準単位（溶解液付）
640454032 ノバントロン注２０ｍｇ　１０ｍＬ
640462004 ゾラデックスＬＡ１０．８ｍｇデポ　（ゴセレリンとして）
640462007 ロイスタチン注８ｍｇ　８ｍＬ
640462038 カルセド注射用２０ｍｇ
640462039 カルセド注射用５０ｍｇ
642490105 ゾラデックス３．６ｍｇデポ　（ゴセレリンとして）
644210020 ニドラン注射用２５ｍｇ
644210021 ニドラン注射用５０ｍｇ
644210037 注射用エンドキサン５００ｍｇ
644210046 注射用フトラフール４００　４００ｍｇ
644210048 注射用メソトレキセート５０ｍｇ
644210049 注射用メソトレキセート５ｍｇ
644210058 注射用イホマイド１ｇ
644210059 注射用フィルデシン１ｍｇ
644210060 注射用フィルデシン３ｍｇ
644210065 注射用サイメリン５０ｍｇ
644210066 注射用サイメリン１００ｍｇ
644240002 注射用ビンブラスチン硫酸塩　１０ｍｇ
644290005 ノバントロン注１０ｍｇ　５ｍＬ
646390065 イムネース注３５　３５万単位（溶解液付）
622513101 ピノルビン注射用３０ｍｇ
622514701 エムプリシティ点滴静注用３００ｍｇ
622514801 エムプリシティ点滴静注用４００ｍｇ
622517201 ゴナックス皮下注用８０ｍｇ
622517301 ゴナックス皮下注用１２０ｍｇ
622518501 トレアキシン点滴静注用２５ｍｇ
621385201 ﾍﾞﾀﾌｪﾛﾝ皮下注(960万/V){用事}･外来/退院用
621385201 ﾍﾞﾀﾌｪﾛﾝ皮下注ｼﾘﾝｼﾞ(960万/筒){用事}外来
130007510 抗悪性腫瘍剤局所持続注入
130010410 肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入

Ａ 7 専門的な治療・処置(②抗悪性腫瘍剤の内服の管理) 610407022 フェアストン錠４０　４０ｍｇ
610407023 フェアストン錠６０　６０ｍｇ
610407122 メチルテストステロン錠　１０ｍｇ
610433122 プロゲストン錠２００　２００ｍｇ
610461132 クロルマジノン酢酸エステル２５ｍｇ錠
610461179 テガフール２００ｍｇカプセル
610461237 フルオロウラシル５０ｍｇ１ｇシロップ用
610462026 アロマシン錠２５ｍｇ
610462027 イレッサ錠２５０　２５０ｍｇ
610463172 フルタミド錠１２５「ＫＮ」　１２５ｍｇ
610470009 ゼローダ錠３００　３００ｍｇ
612460005 メチルテストステロン錠　２５ｍｇ
612470008 エチニルエストラジオール錠　０．５ｍｇ
612470037 プロスタール錠２５　２５ｍｇ
612490039 オペプリム　５００ｍｇ
614210003 ５－ＦＵ錠１００協和　１００ｍｇ
614210004 ５－ＦＵ錠５０協和　５０ｍｇ
614210098 メソトレキセート錠２．５ｍｇ
614210128 フルツロンカプセル１００　１００ｍｇ
614210129 フルツロンカプセル２００　２００ｍｇ
614220010 ハイドレアカプセル５００ｍｇ
614220011 スタラシドカプセル５０　５０ｍｇ
614220012 スタラシドカプセル１００　１００ｍｇ
620001885 タモキシフェンクエン酸塩１０ｍｇ錠
620002491 アムノレイク錠２ｍｇ
620002511 グリベック錠１００ｍｇ
620002680 塩酸プロカルバジンカプセル５０ｍｇ「中外」
620003467 フェマーラ錠２．５ｍｇ
620003507 アリミデックス錠１ｍｇ
620003534 カソデックス錠８０ｍｇ
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620003593 ノルバデックス錠１０ｍｇ
620003594 ノルバデックス錠２０ｍｇ
620003642 ラステットＳカプセル２５ｍｇ
620003643 ラステットＳカプセル５０ｍｇ
620004006 トレミフェン錠４０ｍｇ「サワイ」
620004353 テモダールカプセル２０ｍｇ
620004354 テモダールカプセル１００ｍｇ
620004493 サキオジール錠２５ｍｇ
620004566 フトラフールカプセル２００ｍｇ
620004570 プレストロン錠２５ｍｇ
620004573 プロスタット錠２５ｍｇ
620004870 フルダラ錠１０ｍｇ
620004939 エストラサイトカプセル１５６．７ｍｇ
620005087 フトラフール腸溶顆粒５０％
620005101 ベサノイドカプセル１０ｍｇ
620005890 タルセバ錠２５ｍｇ
620005891 タルセバ錠１００ｍｇ
620005892 タルセバ錠１５０ｍｇ
620005912 アルケラン錠２ｍｇ
620005941 エンドキサン錠５０ｍｇ
620006119 ベプシドカプセル２５ｍｇ
620006120 ベプシドカプセル５０ｍｇ
620006565 エナルモン錠２５ｍｇ
620006778 ネクサバール錠２００ｍｇ
620006801 スーテントカプセル１２．５ｍｇ
620006876 オダイン錠１２５ｍｇ
620006975 チオデロンカプセル５ｍｇ
620007080 ベスタチンカプセル１０ｍｇ
620007081 ベスタチンカプセル３０ｍｇ
620007083 ペラゾリン細粒４００ｍｇ
620007084 ペラゾリン細粒８００ｍｇ
620008558 サレドカプセル１００　１００ｍｇ
620008594 エフミン錠２５ｍｇ
620008689 ビアセチルカプセル１５６．７ｍｇ
620008693 ヒスロンＨ錠２００ｍｇ
620008778 ロイケリン散１０％
620009095 スプリセル錠２０ｍｇ
620009096 スプリセル錠５０ｍｇ
620009097 タシグナカプセル２００ｍｇ
620009249 プロセキソール錠０．５ｍｇ
620009353 ティーエスワン配合顆粒Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
620009354 ティーエスワン配合顆粒Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
620009409 ビカルタミド錠８０ｍｇ「あすか」
620009410 ビカルタミド錠８０ｍｇ「アメル」
620009411 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＳＮ」
620009412 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＮＫ」
620009413 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＮＰ」
620009414 ビカルタミド錠８０ｍｇ「Ｆ」
620009415 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＫＮ」
620009416 ビカルタミド錠８０ｍｇ「サワイ」
620009417 ビカルタミド錠８０ｍｇ「サンド」
620009420 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＴＣＫ」
620009421 ビカルタミド錠８０ｍｇ「日医工」
620009422 ビカルタミド錠８０ｍｇ「マイラン」
620009423 ビカルタミド錠８０ｍｇ「明治」
620536509 クロルマジノン酢酸エステル錠２５ｍｇ「日医工」
620536512 クロルマジノン酢酸エステル錠２５ｍｇ「タイヨー」
620536524 クロルマジノン酢酸エステル錠２５ｍｇ「ＫＮ」
620536526 クロルマジノン酢酸エステル錠２５ｍｇ「ＹＤ」
620537001 ロンステロン錠２５ｍｇ
620904101 マブリン散１％
620915001 ユーエフティ配合カプセルＴ１００　１００ｍｇ（テガフール相当量）
620915501 ティーエスワン配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
620915601 ティーエスワン配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
620920504 タモキシフェン錠１０ｍｇ「日医工」
620921003 タモキシフェン錠１０ｍｇ「バイエル」
620921501 タモキシフェン錠１０ｍｇ「明治」
620921701 タモキシフェン錠１０ｍｇ「サワイ」
620921903 タモキシフェン錠２０ｍｇ「バイエル」
620925701 クレスチン細粒
621484703 フルタミド錠１２５ｍｇ「ファイザー」
621897501 ビカルタミド錠８０ｍｇ「テバ」
621911601 タイケルブ錠２５０ｍｇ
621912301 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ケミファ」
621927301 ビカルタミド錠８０ｍｇ「オーハラ」
621927401 レブラミドカプセル５ｍｇ
621929901 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ１００　１００ｍｇ（テガフール相当量）
621930001 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ１５０　１５０ｍｇ（テガフール相当量）
621930101 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ２００　２００ｍｇ（テガフール相当量）
621938701 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＪＧ」
621979301 ビカルタミド錠８０ｍｇ「トーワ」
621980901 アフィニトール錠５ｍｇ
621984001 サレドカプセル５０　５０ｍｇ
621997701 レナデックス錠４ｍｇ
622041701 タモキシフェン錠２０ｍｇ「明治」
622048101 タシグナカプセル１５０ｍｇ
622053001 タモキシフェン錠２０ｍｇ「サワイ」
622075101 タモキシフェン錠２０ｍｇ「日医工」
622087401 ゾリンザカプセル１００ｍｇ
622087501 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ファイザー」
622098003 ビカルタミド錠８０ｍｇ「ＴＹＫ」
622115801 エキセメスタン錠２５ｍｇ「ＮＫ」
622118801 エキセメスタン錠２５ｍｇ「マイラン」
622149601 ザーコリカプセル２００ｍｇ
622149701 ザーコリカプセル２５０ｍｇ
622158301 エキセメスタン錠２５ｍｇ「テバ」
622169001 トレミフェン錠６０ｍｇ「サワイ」
622180501 アナストロゾール錠１ｍｇ「明治」
622181601 経口用エンドキサン原末１００ｍｇ
622183301 インライタ錠１ｍｇ
622183401 インライタ錠５ｍｇ
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622192601 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＥＥ」
622195001 アナストロゾール錠１ｍｇ「トーワ」
622195501 アナストロゾール錠１ｍｇ「テバ」
622198501 アナストロゾール錠１ｍｇ「ケミファ」
622201801 ヴォトリエント錠２００ｍｇ
622202701 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＫＮ」
622204401 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＪＧ」
622208401 アナストロゾール錠１ｍｇ「日医工」
622208701 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＮＫ」
622211201 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＮＰ」
622213401 アナストロゾール錠１ｍｇ「Ｆ」
622215501 アナストロゾール錠１ｍｇ「サンド」
622216801 アフィニトール錠２．５ｍｇ
622218301 アナストロゾール錠１ｍｇ「サワイ」
622220301 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＳＮ」
622222601 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＦＦＰ」
622222701 アナストロゾール錠１ｍｇ「マイラン」
622225801 スチバーガ錠４０ｍｇ
622226301 アフィニトール分散錠２ｍｇ
622226401 アフィニトール分散錠３ｍｇ
622238501 アナストロゾール錠１ｍｇ「アメル」
622243001 ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622243101 ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622254901 エヌケーエスワン配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622255001 エヌケーエスワン配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622256001 エスエーワン配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622256101 エスエーワン配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622265601 カソデックスＯＤ錠８０ｍｇ
622266701 テノックス配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622266801 テノックス配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622267801 サレドカプセル２５　２５ｍｇ
622275701 テメラール配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622275801 テメラール配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622285701 エスワンメイジ配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622285801 エスワンメイジ配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622287101 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＮＫ」
622291501 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＥＥ」
622292801 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＫＮ」
622294601 エスワンエヌピー配合カプセルＴ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622294701 エスワンエヌピー配合カプセルＴ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622298801 イマチニブ錠１００ｍｇ「ヤクルト」
622306801 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＮＳＫＫ」
622307101 ジオトリフ錠２０ｍｇ
622307201 ジオトリフ錠３０ｍｇ
622307301 ジオトリフ錠４０ｍｇ
622307401 ジオトリフ錠５０ｍｇ
622309400 アナストロゾール１ｍｇ錠
622317900 タモキシフェンクエン酸塩２０ｍｇ錠
622335901 イクスタンジカプセル４０ｍｇ
622336001 ロンサーフ配合錠Ｔ１５　１５ｍｇ（トリフルリジン相当量）
622336101 ロンサーフ配合錠Ｔ２０　２０ｍｇ（トリフルリジン相当量）
622340201 イマチニブ錠１００ｍｇ「明治」
622340301 イマチニブ錠２００ｍｇ「明治」
622348701 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＤＳＥＰ」
622357601 イマチニブ錠１００ｍｇ「ニプロ」
622357701 イマチニブ錠２００ｍｇ「ニプロ」
622359201 アレセンサカプセル２０ｍｇ
622359301 アレセンサカプセル４０ｍｇ
622363701 ラパリムス錠１ｍｇ
622363801 ザイティガ錠２５０ｍｇ
622365001 ジャカビ錠５ｍｇ
622374701 ボシュリフ錠１００ｍｇ
622375401 イマチニブ錠２００ｍｇ「ヤクルト」
622380201 イマチニブ錠１００ｍｇ「オーハラ」
622388501 イマチニブ錠１００ｍｇ「ケミファ」
622389601 イマチニブ錠１００ｍｇ「サワイ」
622394901 ゼルボラフ錠２４０ｍｇ
622397101 ＥＥエスワン配合錠Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622397201 ＥＥエスワン配合錠Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622397301 エスワンケーケー配合錠Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622397401 エスワンケーケー配合錠Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622411401 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ヤクルト」
622411601 イマチニブ錠１００ｍｇ「トーワ」
622411701 イマチニブ錠２００ｍｇ「トーワ」
622412801 レトロゾール錠２．５ｍｇ「トーワ」
622413201 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＦＦＰ」
622414301 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＪＧ」
622415001 ポマリストカプセル１ｍｇ
622415101 ポマリストカプセル２ｍｇ
622415201 ポマリストカプセル３ｍｇ
622415301 ポマリストカプセル４ｍｇ
622416001 レンビマカプセル４ｍｇ
622416101 レンビマカプセル１０ｍｇ
622417401 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ファイザー」
622417501 イマチニブ錠１００ｍｇ「ファイザー」
622418401 レトロゾール錠２．５ｍｇ「アメル」
622420001 レトロゾール錠２．５ｍｇ「明治」
622422101 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＪＧ」
622427401 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＤＳＥＰ」
622427901 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ケミファ」
622429201 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＥＥ」
622429901 レトロゾール錠２．５ｍｇ「Ｆ」
622430801 エスエーワン配合顆粒Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622430901 エスエーワン配合顆粒Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622431001 レトロゾール錠２．５ｍｇ「サワイ」
622432001 レトロゾール錠２．５ｍｇ「テバ」
622433901 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＫＮ」
622434701 エヌケーエスワン配合顆粒Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622434801 エヌケーエスワン配合顆粒Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622435201 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＮＫ」
622436501 イマチニブ錠１００ｍｇ「日医工」
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622436601 イマチニブ錠２００ｍｇ「日医工」
622436701 レトロゾール錠２．５ｍｇ「日医工」
622437501 イマチニブ錠１００ｍｇ「ＴＣＫ」
622438901 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ニプロ」
622441001 カプレルサ錠１００ｍｇ
622441601 ファリーダックカプセル１０ｍｇ
622441701 ファリーダックカプセル１５ｍｇ
622443801 アレセンサカプセル１５０ｍｇ
622456401 レブラミドカプセル２．５ｍｇ
622457401 イマチニブ錠２００ｍｇ「サワイ」
622472001 タグリッソ錠４０ｍｇ
622472101 タグリッソ錠８０ｍｇ
622475600 レトロゾール２．５ｍｇ錠
622482001 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「ケミファ」
622483501 タルグレチンカプセル７５ｍｇ
622484901 タフィンラーカプセル５０ｍｇ
622485001 タフィンラーカプセル７５ｍｇ
622485101 メキニスト錠０．５ｍｇ
622485201 メキニスト錠２ｍｇ
622485301 ジカディアカプセル１５０ｍｇ
622487201 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「ＮＫ」
622487301 エヌケーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622487401 エヌケーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622487901 イムブルビカカプセル１４０ｍｇ
622492601 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「ＫＮ」
622496001 イマチニブ錠１００ｍｇ「テバ」
622497901 エスエーワン配合ＯＤ錠Ｔ２０　２０ｍｇ（テガフール相当量）
622498001 エスエーワン配合ＯＤ錠Ｔ２５　２５ｍｇ（テガフール相当量）
622498101 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「サワイ」
622501501 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「日医工」
622502701 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「明治」
622502901 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「あすか」
622507101 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「ニプロ」
620921005 タモキシフェン錠１０ｍｇ「ＭＹＬ」
620921905 タモキシフェン錠２０ｍｇ「ＭＹＬ」
622483401 アイクルシグ錠１５ｍｇ
622513701 ビカルタミドＯＤ錠８０ｍｇ「トーワ」
610407137 癌） アフェマ錠(1mg)｛緊急｝

Ａ 7 専門的な治療・処置(③麻薬の使用 注射剤のみ） 620001370 塩酸モルヒネ注射液１０ｍｇ「タナベ」　１％１ｍＬ
620001371 塩酸モルヒネ注射液「タケダ」１０ｍｇ　１％１ｍＬ
620001372 塩酸モルヒネ注射液「タケダ」５０ｍｇ　１％５ｍＬ
620001373 アンペック注２００ｍｇ　４％５ｍＬ
620001375 塩酸モルヒネ注射液「シオノギ」２００ｍｇ　４％５ｍＬ
620001376 塩酸モルヒネ注射液「タケダ」２００ｍｇ　４％５ｍＬ
620001377 塩酸モルヒネ注射液２００ｍｇ「タナベ」　４％５ｍＬ
620003067 アンペック注１０ｍｇ　１％１ｍＬ
620003068 アンペック注５０ｍｇ　１％５ｍＬ
620004180 プレペノン注５０ｍｇシリンジ　１％５ｍＬ
620004181 プレペノン注１００ｍｇシリンジ　１％１０ｍＬ
620004422 アルチバ静注用２ｍｇ
620004423 アルチバ静注用５ｍｇ
620008363 オピアル皮下注２０ｍｇ「タナベ」　２％１ｍＬ
620009261 オピアト皮下注「第一三共」　１ｍＬ
620009272 パンオピン皮下注２０ｍｇ　２％１ｍＬ
620009277 モルヒネ塩酸塩注射液１０ｍｇ「シオノギ」　１％１ｍＬ
620009278 モルヒネ塩酸塩注射液５０ｍｇ「シオノギ」　１％５ｍＬ
620009279 モルヒネ塩酸塩注射液２００ｍｇ「第一三共」　４％５ｍＬ
620009577 フェンタニル注射液０．１ｍｇ「ヤンセン」　０．００５％２ｍＬ
620009578 フェンタニル注射液０．２５ｍｇ「ヤンセン」　０．００５％５ｍＬ
620009579 フェンタニル注射液０．５ｍｇ「ヤンセン」　０．００５％１０ｍＬ
621208101 フェンタニル注射液０．１ｍｇ「第一三共」　０．００５％２ｍＬ
621208201 タラモナール静注　２ｍＬ
621627101 フェンタニル注射液０．２５ｍｇ「第一三共」　０．００５％５ｍＬ
622135601 オキファスト注１０ｍｇ　１％１ｍＬ
622135701 オキファスト注５０ｍｇ　１％５ｍＬ
628503501 オピアル皮下注２０ｍｇ「第一三共」　２％１ｍＬ
628504000 モルヒネ塩酸塩注射液１０ｍｇ「第一三共」　１％１ｍＬ
628504304 モルヒネ塩酸塩注射液１０ｍｇ「タケダ」　１％１ｍＬ
628504405 モルヒネ塩酸塩注射液１０ｍｇ「タナベ」　１％１ｍＬ
628504500 モルヒネ塩酸塩注射液５０ｍｇ「第一三共」　１％５ｍＬ
628504804 モルヒネ塩酸塩注射液５０ｍｇ「タケダ」　１％５ｍＬ
628504905 モルヒネ塩酸塩注射液５０ｍｇ「タナベ」　１％５ｍＬ
628505102 モルヒネ塩酸塩注射液２００ｍｇ「シオノギ」　４％５ｍＬ
628505304 モルヒネ塩酸塩注射液２００ｍｇ「タケダ」　４％５ｍＬ
628505405 モルヒネ塩酸塩注射液２００ｍｇ「タナベ」　４％５ｍＬ
628509501 オピスコ皮下注「第一三共」　１ｍＬ
628510001 弱オピスコ皮下注「第一三共」　１ｍＬ
628511001 モヒアト皮下注「第一三共」　１ｍＬ
628511405 モヒアト注射液タナベ　１ｍＬ
628512804 ペチジン塩酸塩注射液３５ｍｇ「タケダ」　３．５％１ｍＬ
628513304 ペチジン塩酸塩注射液５０ｍｇ「タケダ」　５％１ｍＬ
640407022 モルヒネ塩酸塩注射液　１％５ｍＬ
640408051 塩酸モルヒネ注射液「シオノギ」５０ｍｇ　１％５ｍＬ
640421026 塩酸モルヒネ注射液「シオノギ」１０ｍｇ　１％１ｍＬ
640431016 塩酸モルヒネ注射液５０ｍｇ「タナベ」　１％５ｍＬ
640453051 モルヒネ塩酸塩注射液　４％５ｍＬ
648110001 アヘンアルカロイド・アトロピン注射液　１ｍＬ
648110002 アヘンアルカロイド・スコポラミン注射液　１ｍＬ
648110006 モルヒネ・アトロピン注射液　１ｍＬ
648110008 アヘンアルカロイド塩酸塩注射液　２％１ｍＬ
648110009 モルヒネ塩酸塩注射液　１％１ｍＬ
648110010 弱アヘンアルカロイド・スコポラミン注射液　１ｍＬ
648110012 複方オキシコドン・アトロピン注射液　１ｍＬ
648110014 複方オキシコドン注射液　１ｍＬ
648110018 オピアト注射液タナベ　１ｍＬ
648110021 パンアト注　１ｍＬ
648110022 オピスコ注射液タナベ　１ｍＬ
648110024 パンスコ注　１ｍＬ
648110025 弱オピスコ注射液タナベ　１ｍＬ
648110027 弱パンスコ注　１ｍＬ
648110028 パビナール注「タケダ」　１ｍＬ
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648110031 モヒアト注射液　１ｍＬ
648110032 パビナール・アトロピン注　１ｍＬ
648210004 ペチロルファン注射液　１ｍＬ
648210005 ペチジン塩酸塩注射液　３．５％１ｍＬ
648210006 ペチジン塩酸塩注射液　５％１ｍＬ
648210007 弱ペチロルファン注射液　１ｍＬ
648210008 オピスタン注射液３５ｍｇ　３．５％１ｍＬ
622486801 レミフェンタニル静注用２ｍｇ「第一三共」
622486901 レミフェンタニル静注用５ｍｇ「第一三共」
648210009 オピスタン注射液５０ｍｇ　５％１ｍＬ
130000310 麻薬注射加算

Ａ 7 専門的な治療・処置(④ 麻薬の内服、貼付、坐剤の管理) 610406378 ＭＳコンチン錠６０ｍｇ
610408596 リン酸コデイン散１０％「タナベ」
610431099 塩酸モルヒネ「シオノギ」
610431101 リン酸コデイン散１０％「シオノギ」
610432049 カディアンカプセル２０ｍｇ
610432050 カディアンカプセル３０ｍｇ
610432051 カディアンカプセル６０ｍｇ
610453027 ＭＳツワイスロンカプセル１０ｍｇ
610453028 ＭＳツワイスロンカプセル３０ｍｇ
610453029 ＭＳツワイスロンカプセル６０ｍｇ
610453130 モルペス細粒２％
610453131 モルペス細粒６％
610462035 コデインリン酸塩散１０％
610462037 ジヒドロコデインリン酸塩散１０％
610470005 オキシコンチン錠５ｍｇ
610470006 オキシコンチン錠１０ｍｇ
610470007 オキシコンチン錠２０ｍｇ
610470008 オキシコンチン錠４０ｍｇ
610470010 オプソ内服液５ｍｇ　２．５ｍＬ
610470011 オプソ内服液１０ｍｇ　５ｍＬ
618110001 アヘン・トコン散
618110002 アヘンチンキ　１０％
618110004 アヘン散　１０％
618110006 アヘン末
618110009 コデインリン酸塩水和物
618110011 コデインリン酸塩錠　２０ｍｇ
618110012 ジヒドロコデインリン酸塩
618110014 アヘンアルカロイド塩酸塩
618110015 エチルモルヒネ塩酸塩水和物
618110016 モルヒネ塩酸塩水和物
618110017 モルヒネ塩酸塩錠　１０ｍｇ
618110023 ＭＳコンチン錠１０ｍｇ
618110024 ＭＳコンチン錠３０ｍｇ
618110025 パンオピン「タケダ」
618110027 ドーフル散
618110031 リン酸コデイン錠「シオノギ」　２０ｍｇ
618210001 ペチジン塩酸塩
620001267 アヘン散「三共」　１０％
620001270 アヘンチンキ「三共」　１０％
620001291 リン酸コデイン散１０％「タケダ」
620001299 リン酸ジヒドロコデイン散１０％「タケダ」
620002002 カディアンスティック粒３０ｍｇ
620002003 カディアンスティック粒６０ｍｇ
620002004 カディアンスティック粒１２０ｍｇ
620002425 ピーガード錠２０ｍｇ
620002426 ピーガード錠３０ｍｇ
620002427 ピーガード錠６０ｍｇ
620002428 ピーガード錠１２０ｍｇ
620003165 パシーフカプセル３０ｍｇ
620003166 パシーフカプセル６０ｍｇ
620003167 パシーフカプセル１２０ｍｇ
620003630 メテバニール錠２ｍｇ
620004393 リン酸コデイン錠２０ｍｇ「タケダ」
620006578 コデインリン酸塩散１０％「ＤＳＰ」
620006579 コデインリン酸塩錠２０ｍｇ「ＤＳＰ」
620008346 モルヒネ塩酸塩水和物「第一三共」原末
620009215 オピスタン原末
620009225 コデインリン酸塩散１０％「タケダ」
620009226 コデインリン酸塩錠２０ｍｇ「第一三共」
620009227 コデインリン酸塩水和物「タケダ」原末
620009228 コデインリン酸塩「タナベ」原末
620009255 モルヒネ塩酸塩錠１０ｍｇ「ＤＳＰ」
620009256 モルヒネ塩酸塩水和物「タケダ」原末
622016901 オキノーム散２．５ｍｇ
622017001 オキノーム散５ｍｇ
622017101 オキノーム散１０ｍｇ
622212701 メサペイン錠５ｍｇ
622212801 メサペイン錠１０ｍｇ
622264901 イーフェンバッカル錠５０μｇ
622265001 イーフェンバッカル錠１００μｇ
622265101 イーフェンバッカル錠２００μｇ
622265201 イーフェンバッカル錠４００μｇ
622265301 イーフェンバッカル錠６００μｇ
622265401 イーフェンバッカル錠８００μｇ
622293501 アブストラル舌下錠１００μｇ
622293601 アブストラル舌下錠２００μｇ
622293701 アブストラル舌下錠４００μｇ
622303501 オキシコドン徐放カプセル５ｍｇ「テルモ」
622303601 オキシコドン徐放カプセル１０ｍｇ「テルモ」
622303701 オキシコドン徐放カプセル２０ｍｇ「テルモ」
622303801 オキシコドン徐放カプセル４０ｍｇ「テルモ」
622303901 オキノーム散２０ｍｇ
622350501 タペンタ錠２５ｍｇ
622350601 タペンタ錠５０ｍｇ
622350701 タペンタ錠１００ｍｇ
628500001 アヘン末「第一三共」
628500501 アヘン散「第一三共」　１０％
628501001 アヘンチンキ「第一三共」　１０％
628502001 エチルモルヒネ塩酸塩水和物「第一三共」原末
628503102 モルヒネ塩酸塩水和物「シオノギ」原末
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628505602 コデインリン酸塩錠２０ｍｇ「シオノギ」
628505804 コデインリン酸塩錠２０ｍｇ「タケダ」
628506001 コデインリン酸塩水和物「第一三共」原末
628506102 コデインリン酸塩水和物「シオノギ」原末
628506500 コデインリン酸塩散１０％「第一三共」
628506602 コデインリン酸塩散１０％「シオノギ」
628506905 コデインリン酸塩散１０％「タナベ」
628507001 ジヒドロコデインリン酸塩「第一三共」原末
628507102 ジヒドロコデインリン酸塩「シオノギ」原末
628507304 ジヒドロコデインリン酸塩「タケダ」原末
628507405 ジヒドロコデインリン酸塩「タナベ」原末
628507501 ジヒドロコデインリン酸塩散１０％「第一三共」
628507602 ジヒドロコデインリン酸塩散１０％「シオノギ」
628507804 ジヒドロコデインリン酸塩散１０％「タケダ」
618120001 コカイン塩酸塩
620007678 デュロテップＭＴパッチ２．１ｍｇ
620007679 デュロテップＭＴパッチ４．２ｍｇ
620007680 デュロテップＭＴパッチ８．４ｍｇ
620007681 デュロテップＭＴパッチ１２．６ｍｇ
620007682 デュロテップＭＴパッチ１６．８ｍｇ
620009281 コカイン塩酸塩「タケダ」原末
621988502 フェントステープ１ｍｇ
621988602 フェントステープ２ｍｇ
621988702 フェントステープ４ｍｇ
621988802 フェントステープ６ｍｇ
621988902 フェントステープ８ｍｇ
622041901 ワンデュロパッチ０．８４ｍｇ
622042001 ワンデュロパッチ１．７ｍｇ
622042101 ワンデュロパッチ３．４ｍｇ
622042201 ワンデュロパッチ５ｍｇ
622042301 ワンデュロパッチ６．７ｍｇ
622177901 フェンタニル３日用テープ２．１ｍｇ「ＨＭＴ」
622178001 フェンタニル３日用テープ４．２ｍｇ「ＨＭＴ」
622178101 フェンタニル３日用テープ８．４ｍｇ「ＨＭＴ」
622178201 フェンタニル３日用テープ１２．６ｍｇ「ＨＭＴ」
622178301 フェンタニル３日用テープ１６．８ｍｇ「ＨＭＴ」
622228201 フェンタニル３日用テープ２．１ｍｇ「明治」
622228301 フェンタニル３日用テープ４．２ｍｇ「明治」
622228401 フェンタニル３日用テープ８．４ｍｇ「明治」
622228501 フェンタニル３日用テープ１２．６ｍｇ「明治」
622228601 フェンタニル３日用テープ１６．８ｍｇ「明治」
622305201 フェンタニル３日用テープ２．１ｍｇ「テルモ」
622305301 フェンタニル３日用テープ４．２ｍｇ「テルモ」
622305401 フェンタニル３日用テープ８．４ｍｇ「テルモ」
622305501 フェンタニル３日用テープ１２．６ｍｇ「テルモ」
622305601 フェンタニル３日用テープ１６．８ｍｇ「テルモ」
622505001 フェンタニル１日用テープ０．８４ｍｇ「明治」
622505101 フェンタニル１日用テープ１．７ｍｇ「明治」
622505201 フェンタニル１日用テープ３．４ｍｇ「明治」
622505301 フェンタニル１日用テープ５ｍｇ「明治」
622505401 フェンタニル１日用テープ６．７ｍｇ「明治」
628511602 コカイン塩酸塩「シオノギ」原末
660432005 アンペック坐剤３０ｍｇ
668110001 アンペック坐剤１０ｍｇ
622521701 オキシコドン徐放錠５ｍｇ「第一三共」
622521801 オキシコドン徐放錠１０ｍｇ「第一三共」
622521901 オキシコドン徐放錠２０ｍｇ「第一三共」
622522001 オキシコドン徐放錠４０ｍｇ「第一三共」
668110002 アンペック坐剤２０ｍｇ
622549801 麻)　ナルサス錠 (2mg)
622549901 麻)　ナルサス錠 (6mg)
622550201 麻)　ナルラピド錠 (1mg)
622550301 麻)　ナルラピド錠 (2mg)

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑤ 放射線治療) 180008810 体外照射（エックス線表在治療）（１回目）
180019410 体外照射（エックス線表在治療）（２回目）
180020710 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（１門照射）
180020810 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（対向２門照射）
180020910 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（非対向２門照射）
180021010 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（３門照射）
180021110 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（４門以上の照射）
180021210 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（運動照射）
180021310 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（原体照射）
180021410 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（１門照射）
180021510 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（対向２門照射）
180021610 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（非対向２門照射）
180021710 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（３門照射）
180021810 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（４門以上の照射）
180021910 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（運動照射）
180022010 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（原体照射）
180031910 体外照射（ＩＭＲＴ）（１回目）
180032010 体外照射（ＩＭＲＴ）（２回目）
180025270 施設基準不適合減算（放射線）（１００分の７０）
180043270 １回線量増加加算
180009270 術中照射療法加算
180016970 体外照射用固定器具加算
180033770 画像誘導放射線治療加算
180035270 体外照射呼吸性移動対策加算
180018910 ガンマナイフによる定位放射線治療
180019710 直線加速器による放射線治療（定位放射線治療）
180035310 直線加速器による放射線治療（１以外）
180026750 直線加速器による放射線治療（定位放射線治療・体幹部に対する）
180035470 定位放射線治療呼吸性移動対策加算（動体追尾法）
180035570 定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他）
180046610 粒子線治療（重粒子線治療）
180046710 粒子線治療（陽子線治療）
180046870 粒子線治療患者加算
180046970 粒子線治療適応判定加算
180047070 粒子線治療医学管理加算
180012710 全身照射
180009410 密封小線源治療（外部照射）
180017010 密封小線源治療（腔内照射）（高線量率イリジウム照射）
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180032110 密封小線源治療（腔内照射）（新型コバルト小線源治療装置）
180009510 密封小線源治療（腔内照射）（その他）
180027110 密封小線源治療（組織内照射）（前立腺癌に対する永久挿入療法）
180018610 密封小線源治療（組織内照射）（高線量率イリジウム照射）
180032310 密封小線源治療（組織内照射）（新型コバルト小線源治療装置）
180009610 密封小線源治療（組織内照射）（その他）
180009710 密封小線源治療（放射性粒子照射）
180027270 線源使用加算（前立腺癌に対する永久挿入療法）
180018770 食道用アプリケーター加算
180018870 気管、気管支用アプリケーター加算
180047170 画像誘導密封小線源治療加算

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑥ 免疫抑制剤の管理) 620004279 アザニン錠５０ｍｇ
620006560 イムラン錠５０ｍｇ
620004854 サーティカン錠０．２５ｍｇ
620004855 サーティカン錠０．５ｍｇ
620004856 サーティカン錠０．７５ｍｇ
620008850 スパニジン点滴静注用１００ｍｇ
613990085 サンディミュンカプセル２５ｍｇ
613990086 サンディミュンカプセル５０ｍｇ
620882601 サンディミュン内用液１０％
620894001 サンディミュン点滴静注用２５０ｍｇ　５％５ｍＬ
610443018 ネオーラル１０ｍｇカプセル
610443019 ネオーラル２５ｍｇカプセル
610443020 ネオーラル５０ｍｇカプセル
621326201 ネオーラル内用液１０％
620005941 エンドキサン錠５０ｍｇ
622181601 経口用エンドキサン原末１００ｍｇ
640453101 注射用エンドキサン１００ｍｇ
644210037 注射用エンドキサン５００ｍｇ
622363701 ラパリムス錠１ｍｇ
610409342 プログラフカプセル０．５ｍｇ
610443059 プログラフカプセル５ｍｇ
610451009 プログラフ顆粒０．２ｍｇ
610451010 プログラフ顆粒１ｍｇ
613990096 プログラフカプセル１ｍｇ
622047401 プログラフ注射液２ｍｇ　０．４ｍＬ
643990141 プログラフ注射液５ｍｇ　１ｍＬ
620008437 グラセプターカプセル０．５ｍｇ
620008438 グラセプターカプセル１ｍｇ
620008439 グラセプターカプセル５ｍｇ
620008445 シムレクト小児用静注用１０ｍｇ　（溶解液付）
620008829 シムレクト静注用２０ｍｇ　（溶解液付）
610432045 セルセプトカプセル２５０　２５０ｍｇ
622440801 セルセプト懸濁用散３１．８％　２００ｍｇ（懸濁後の内用液として）
613990069 ブレディニン錠２５　２５ｍｇ
613990070 ブレディニン錠５０　５０ｍｇ
610432016 リウマトレックスカプセル２ｍｇ
620000416 アラバ錠１０ｍｇ
620000417 アラバ錠２０ｍｇ
620000418 アラバ錠１００ｍｇ
621483603 シクロスポリンカプセル２５ｍｇ「ファイザー」
621483703 シクロスポリンカプセル５０ｍｇ「ファイザー」
621637802 シクロスポリンカプセル１０ｍｇ「ファイザー」
621674701 シクロスポリンカプセル２５ｍｇ「日医工」
621674801 シクロスポリンカプセル５０ｍｇ「日医工」
621677601 シクロスポリンカプセル２５ｍｇ「ＴＣ」
621677701 シクロスポリンカプセル５０ｍｇ「ＴＣ」
621685602 シクロスポリン細粒１７％「ファイザー」
621732201 シクロスポリンカプセル１０ｍｇ「日医工」
621738001 シクロスポリンカプセル１０ｍｇ「ＴＣ」
621743306 シクロスポリンカプセル２５ｍｇ「ＢＭＤ」
621743406 シクロスポリンカプセル５０ｍｇ「ＢＭＤ」
622043804 シクロスポリンカプセル１０ｍｇ「ＢＭＤ」
622056201 シクロスポリンカプセル１０ｍｇ「トーワ」
622056301 シクロスポリンカプセル２５ｍｇ「トーワ」
622056401 シクロスポリンカプセル５０ｍｇ「トーワ」
622145501 タクロリムス軟膏０．１％「タカタ」
622146301 タクロリムス軟膏０．１％「ＰＰ」
622166001 タクロリムス軟膏０．１％「ＮＰ」
622181801 タクロリムス軟膏０．１％「イワキ」
622232201 タクロリムスカプセル０．５ｍｇ「ファイザー」
622232301 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ファイザー」
622232401 タクロリムスカプセル５ｍｇ「ファイザー」
622270501 タクロリムス錠０．５ｍｇ「日医工」
622270601 タクロリムス錠１ｍｇ「日医工」
622270701 タクロリムス錠５ｍｇ「日医工」
622280901 タクロリムス錠０．５ｍｇ「トーワ」
622281001 タクロリムス錠１ｍｇ「トーワ」
622281101 タクロリムス錠１．５ｍｇ「トーワ」
622281201 タクロリムス錠３ｍｇ「トーワ」
622281301 タクロリムス錠５ｍｇ「トーワ」
622370001 タクロリムスカプセル０．５ｍｇ「ＪＧ」
622370101 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ＪＧ」
622370201 タクロリムスカプセル５ｍｇ「ＪＧ」
622384301 タクロリムス錠０．５ｍｇ「参天」
622384303 タクロリムス錠０．５ｍｇ「あゆみ」
622384401 タクロリムス錠１ｍｇ「参天」
622384403 タクロリムス錠１ｍｇ「あゆみ」
622384501 タクロリムス錠１．５ｍｇ「参天」
622384503 タクロリムス錠１．５ｍｇ「あゆみ」
622384601 タクロリムス錠３ｍｇ「参天」
622384603 タクロリムス錠３ｍｇ「あゆみ」
622384701 タクロリムス錠５ｍｇ「参天」
622384703 タクロリムス錠５ｍｇ「あゆみ」
622437901 タクロリムスカプセル０．５ｍｇ「サンド」
622438001 タクロリムスカプセル１ｍｇ「サンド」
622438101 タクロリムスカプセル５ｍｇ「サンド」
622438601 タクロリムスカプセル０．５ｍｇ「ニプロ」
622438701 タクロリムスカプセル１ｍｇ「ニプロ」
622438801 タクロリムスカプセル５ｍｇ「ニプロ」
622272501 ミコフェノール酸モフェチルカプセル２５０ｍｇ「ファイザー」
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622283901 ミコフェノール酸モフェチルカプセル２５０ｍｇ「テバ」
621993201 ミゾリビン錠２５ｍｇ「サワイ」
621993301 ミゾリビン錠５０ｍｇ「サワイ」
622008902 ミゾリビン錠２５ｍｇ「ファイザー」
622009002 ミゾリビン錠５０ｍｇ「ファイザー」
620004082 メトトレキサートカプセル２ｍｇ「サワイ」
620004083 メトトレキサートカプセル２ｍｇ「トーワ」
620004084 メトトレキサート錠２ｍｇ「タナベ」
621642203 メトトレキサートカプセル２ｍｇ「サンド」
621734801 メトトレキサートカプセル２ｍｇ「ＳＮ」
610431117 プレドニゾロン錠 (1mg)  旭化成
610454071 プレドニゾロン散 (10mg/g)
612450096 プレドニゾロン末
612450118 プレドニン錠 (5mg) {緊急}
620000695 プレドニゾロン錠 (5mg)
620002614 リンデロン注 (4mg/1mL/A)
620003832 リメタゾン静注 (2.5mg/1mL/A)
620004578  ベタメタゾン錠 (0.5mg)｛ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ｝
620004660 ケナコルト－Ａ筋注用 (40mg/1mL/V)
620005126 メドロール錠 (4mg)
620005134 リンデロン錠 (0.5mg)
620006276 ハイコート注 (4mg/1mL/A) {ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ}
620006903 コートリル錠 (10mg)
620006985 デカドロンエリキシル (0.1mg/mL)
620006986 デカドロン錠 (0.5mg)
620007333 ソル・コーテフ静注用 (500mg/V){ｻｸｼｿﾞﾝ}
620007335 ソル・コーテフ注射用 (100mg/V){ｻｸｼｿﾞﾝ}
620007357 ソル・メドロール静注用 (125mg/V)
620007358 ソル・メドロール静注用 (500mg/V)
620007381 デポ・メドロール水懸注 (20mg/1mL/V)
620008816 サクシゾン静注用 (500mg/V)
620008818 サクシゾン注射用 (100mg/V)
620009011 ステロネマ注腸 (100mL/個) {用事}
620525001 デカドロン注射液 (2mg/0.5mL/A)
620525301 デカドロン注射液 (4mg/1mL/A)　外来のみ
620528502 ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ注射用(125mg/V){ｿﾙ･ﾒﾄﾞﾛｰﾙ｝
620528901 ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ注射用(500mg/V){ｿﾙ･ﾒﾄﾞﾛｰﾙ}
642450087 リンデロン懸濁注 (2.5mg/0.5mL/A)
642450169 水溶性プレドニン (10mg/A)
642450170 水溶性プレドニン (20mg/A)
662450002 リンデロン坐剤 (0.5mg) {用事}
662450003 リンデロン坐剤 (1.0mg)

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑦ 昇圧剤の使用 注射剤のみ) 620002593 ネオシネジンコーワ注１ｍｇ　０．１％１ｍＬ
620002594 ネオシネジンコーワ注５ｍｇ　０．５％１ｍＬ
620002174 イノバン注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
620002175 イノバン注１００ｍｇ　５ｍＬ
620002176 イノバン注２００ｍｇ　１０ｍＬ
620002179 塩酸ドパミン注キット２００　０．１％２００ｍＬ
620002180 塩酸ドパミン注キット６００　０．３％２００ｍＬ
620002181 塩酸ドブタミン注１００ｍｇ
620003194 イノバン注０．１％シリンジ　５０ｍＬ
620003195 イノバン注０．３％シリンジ　５０ｍＬ
620003205 カコージンＤ注０．１％　２００ｍＬ
620003207 カコージンＤ注０．３％　２００ｍＬ
620003208 カタボンＨｉ注６００ｍｇ　０．３％２００ｍＬ
620003209 カタボンＬｏｗ注２００ｍｇ　０．１％２００ｍＬ
620003225 ドブポン注０．１％シリンジ　５０ｍＬ
620003226 ドブポン注０．３％シリンジ　５０ｍＬ
620003427 カコージン注１００ｍｇ　５ｍＬ
620003769 ドミニン点滴静注４０ｍｇ　２ｍＬ
620003770 ドミニン点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620003771 ドミニン点滴静注２００ｍｇ　１０ｍＬ
620004105 イノバン注０．６％シリンジ　５０ｍＬ
620004160 ドパミン液６００「トーワ」　０．３％２００ｍＬ
620004161 ドブポン注０．６％シリンジ　５０ｍＬ
620004410 マートバーン静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620005187 ドブタミン点滴静注１００ｍｇ「アイロム」
620005188 ドブトレックスキット点滴静注用２００ｍｇ　０．１％２００ｍＬ
620005189 ドブトレックスキット点滴静注用６００ｍｇ　０．３％２００ｍＬ
620005804 ドパミン塩酸塩点滴静注１００ｍｇ「アイロム」　５ｍＬ
620005858 ドパミン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「タイヨー」　５ｍＬ
620006754 ドブタミン塩酸塩１００ｍｇ注射液
620008380 ドパミン塩酸塩点滴静注５０ｍｇ「ＫＮ」　２．５ｍＬ
620008381 ドパミン塩酸塩点滴静注１００ｍｇ「ＫＮ」　５ｍＬ
620008382 ドパミン塩酸塩点滴静注２００ｍｇ「ＫＮ」　１０ｍＬ
620008384 ノルアドリナリン注１ｍｇ　０．１％１ｍＬ
620008402 ヤエリスタ点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620008805 エホチール注１０ｍｇ　１％１ｍＬ
620009260 イブタント点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620244711 クリトパン点滴静注液１００ｍｇ　５ｍＬ
620244718 ドパミン塩酸塩点滴静注１００ｍｇ「ＮＰ」　５ｍＬ
620244722 ツルドパミ点滴静注１００ｍｇ　５ｍＬ
620244732 ドパミン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ファイザー」　５ｍＬ
620245102 ツルドパミ点滴静注２００ｍｇ　１０ｍＬ
620246104 ドパミン塩酸塩点滴２００ｍｇキットファイザー　０．１％２００ｍＬ
620246404 ドパミン塩酸塩点滴６００ｍｇキットファイザー　０．３％２００ｍＬ
620247903 ドブタミン点滴静注２００ｍｇキットファイザー　０．１％２００ｍＬ
620248003 ドブタミン点滴静注６００ｍｇキットファイザー　０．３％２００ｍＬ
621365306 ドブタミン点滴静注１００ｍｇ「ＡＦＰ」
621365314 ドブタミン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「サワイ」
621365316 ドブタミン点滴静注液１００ｍｇ「Ｆ」
621365317 ドブタミン塩酸塩点滴静注１００ｍｇ「ＫＮ」
621365321 ドブタミン点滴静注液１００ｍｇ「ファイザー」
621371901 アドレナリン注０．１％シリンジ「テルモ」　１ｍＬ
621399003 クリトパン点滴静注液５０ｍｇ　２．５ｍＬ
621399005 イブタント点滴静注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
621399006 ドパミン塩酸塩点滴静注５０ｍｇ「アイロム」　２．５ｍＬ
621399007 ヤエリスタ点滴静注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
621399008 ドパミン塩酸塩点滴静注液５０ｍｇ「タイヨー」　２．５ｍＬ
621399009 マートバーン静注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
621399010 カコージン注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
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621399011 ツルドパミ点滴静注５０ｍｇ　２．５ｍＬ
621399013 ドパミン塩酸塩点滴静注５０ｍｇ「ＮＰ」　２．５ｍＬ
621958101 クリトパン点滴静注液２００ｍｇ　１０ｍＬ
622014401 イブタント点滴静注２００ｍｇ　１０ｍＬ
622033602 ドパミン塩酸塩点滴静注２００ｍｇ「ＮＰ」　１０ｍＬ
622043701 ドパミン塩酸塩点滴静注２００ｍｇ「アイロム」　１０ｍＬ
622051801 ヤエリスタ点滴静注２００ｍｇ　１０ｍＬ
622060501 ドパミン塩酸塩点滴静注液２００ｍｇ「タイヨー」　１０ｍＬ
622067301 マートバーン静注２００ｍｇ　１０ｍＬ
622084701 カコージン注２００ｍｇ　１０ｍＬ
640461007 ドパミン塩酸塩５０ｍｇ２．５ｍＬ注射液
640461008 ドパミン塩酸塩１００ｍｇ５ｍＬ注射液
640461010 ドパミン塩酸塩２００ｍｇ１０ｍＬ注射液
642110084 ドブトレックス注射液１００ｍｇ
642450005 アドレナリン注射液　０．１％１ｍＬ
642450071 ノルアドレナリン注射液　０．１％１ｍＬ

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑧ 抗不整脈剤の使用 注射剤のみ) 620004876 アンカロン注１５０　１５０ｍｇ３ｍＬ
621958501 ヘルベッサー注射用１０　１０ｍｇ
621958601 ヘルベッサー注射用５０　５０ｍｇ
620002584 シンビット静注用５０ｍｇ
620005243 ワソラン静注５ｍｇ　０．２５％２ｍＬ
620003707 塩酸ジルチアゼム注射用１０「日医工」　１０ｍｇ
620003708 塩酸ジルチアゼム注射用５０「日医工」　５０ｍｇ
620333501 ジルチアゼム塩酸塩注射用１０ｍｇ「サワイ」
620333601 ジルチアゼム塩酸塩注射用５０ｍｇ「サワイ」
620002610 リドカイン静注用２％シリンジ「テルモ」
620004636 アスペノン静注用１００
620004782 リスモダンＰ静注５０ｍｇ
620007361 タンボコール静注５０ｍｇ
620008227 ピルシカイニド塩酸塩静注５０ｍｇ「イセイ」
620008228 ピルシカイニド塩酸塩静注５０ｍｇ「ＹＤ」
620008355 アミサリン注１００ｍｇ
620008356 アミサリン注２００ｍｇ
620008940 メキシチール点滴静注１２５ｍｇ
620262301 シベノール静注７０ｍｇ
621494801 オノアクト点滴静注用５０ｍｇ
622094701 コアベータ静注用１２．５ｍｇ
622422801 オノアクト点滴静注用１５０ｍｇ
640443003 サンリズム注射液５０
640462042 ブレビブロック注１００ｍｇ
642120006 インデラル注射液２ｍｇ
642120014 プロカインアミド塩酸塩注射液
642120015 プロカインアミド塩酸塩注射液
620009200 ベラパミル塩酸塩静注５ｍｇ「タイヨー」　０．２５％２ｍＬ
641210105 静注用キシロカイン２％ (100mg/5mL/A)

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑨ 抗血栓塞栓薬の持続点滴の使用) 620002948 スロンノンＨＩ注１０ｍｇ／２ｍＬ
620002974 ノバスタンＨＩ注１０ｍｇ／２ｍＬ
620002252 チトラミン液「フソー」－４％　５００ｍＬ
620006789 リコモジュリン点滴静注用１２８００　１２，８００単位
620003192 アルガトロバン注シリンジ１０ｍｇ「ＮＰ」　２０ｍＬ
621734701 アルガトロバン注１０ｍｇシリンジ「ＳＮ」　２０ｍＬ
643950056 アクチバシン注６００万　６００万国際単位（溶解液付）
643950057 アクチバシン注１２００万　１，２００万国際単位（溶解液付）
643950058 アクチバシン注２４００万　２，４００万国際単位（溶解液付）
643950059 グルトパ注６００万　６００万国際単位（溶解液付）
643950060 グルトパ注１２００万　１，２００万国際単位（溶解液付）
643950061 グルトパ注２４００万　２，４００万国際単位（溶解液付）
620006203 ウロナーゼ静注用６万単位　６０，０００単位
620006204 ウロナーゼ静注用２４万単位　２４０，０００単位
620007270 クリアクター静注用４０万　４０万国際単位
620007271 クリアクター静注用８０万　８０万国際単位
620007272 クリアクター静注用１６０万　１６０万国際単位
620002282 ヘパフラッシュ１０単位／ｍＬシリンジ５ｍＬ　５０単位
620002283 ヘパフラッシュ１０単位／ｍＬシリンジ１０ｍＬ　１００単位
620002284 ヘパフラッシュ１００単位／ｍＬシリンジ５ｍＬ　５００単位
620002285 ヘパフラッシュ１００単位／ｍＬシリンジ１０ｍＬ　１，０００単位
620006202 ウロナーゼ冠動注用１２万単位　１２０，０００単位
620006328 リザルミン静注５０００単位／５ｍＬ　５千低分子ヘパリン国際単位
620006725 ヘパリンナトリウム注射液　５，０００単位５ｍＬ
620006728 ヘパリンナトリウム注射液　１０，０００単位１０ｍＬ
620006734 ヘパリンナトリウム注射液　５０，０００単位５０ｍＬ
620006739 ヘパリンナトリウム注射液　１００，０００単位１００ｍＬ
620007360 ダルテパリンＮａ静注５千単位／５ｍＬシリンジＨＫ　５千低ヘパＩＵ
620008392 ヘパリンＮａ注５千単位／５ｍＬ「Ｆ」　５，０００単位
620008393 ヘパリンＮａ注５万単位／５０ｍＬ「Ｆ」　５０，０００単位
620008394 ヘパリンＮａ注１０万単位／１００ｍＬ「Ｆ」　１００，０００単位
620812504 ヘパリンナトリウム注Ｎ５千単位／５ｍＬ「ＡＹ」　５，０００単位
620812701 フラグミン静注５千単位／５ｍＬ　５千低分子ヘパリン国際単位
621267001 アルガトロバン注射液１０ｍｇ「日医工」　２０ｍＬ
621373901 オルガラン静注１２５０単位　１，２５０抗第Ｘａ因子活性単位１ｍＬ
621405904 アルガトロバン注射液１０ｍｇ「ＳＮ」　２０ｍＬ
621406001 アルガトロバン注射液１０ｍｇ「サワイ」　２０ｍＬ
621671901 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「タイヨー」　５千低ヘパＩＵ
621673102 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「ＡＦＰ」　５千低分子ヘパＩＵ
621673901 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「日医工」　５千低ヘパＩＵ
621699702 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「ＫＣＣ」　５千低ヘパＩＵ
621701902 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「日新」　５千低ヘパＩＵ
621702702 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「サワイ」　５千低ヘパＩＵ
621757301 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「ＨＫ」　５千低ヘパＩＵ
621757401 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ／５ｍＬ「日本臓器」　５千低ヘパＩＵ
621824702 ヘパリンカルシウム注１万単位／１０ｍＬ「ＡＹ」　１０，０００単位
621824802 ヘパリンＣａ注射液２万単位／２０ｍＬ「サワイ」　２０，０００単位
621824902 ヘパリンＣａ注射液５万単位／５０ｍＬ「サワイ」　５０，０００単位
621825002 ヘパリンカルシウム注５万単位／５０ｍＬ「ＡＹ」　５０，０００単位
621825102 ヘパリンＣａ注射液１０万単位／１００ｍＬ「サワイ」　１０万単位
621825302 ヘパリンＮａ注５千単位／５ｍＬ「モチダ」　５，０００単位
621825502 ヘパリンＮａ注１万単位／１０ｍＬ「モチダ」　１０，０００単位
621825602 ヘパリンナトリウム注Ｎ１万単位／１０ｍＬ「ＡＹ」　１万単位
621825704 ヘパリンナトリウム注１万単位／１０ｍＬ「ニプロ」　１万単位
621825802 ヘパリンナトリウム注１万単位／１０ｍＬ「ＡＹ」　１０，０００単位
621826004 ヘパリンナトリウム注５万単位／５０ｍＬ「ニプロ」　５万単位
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621826102 ヘパリンナトリウム注５万単位／５０ｍＬ「ＡＹ」　５０，０００単位
621826402 ヘパリンナトリウム注１０万単位／１００ｍＬ「ＡＹ」　１０万単位
621994801 ダルテパリンＮａ静注２５００Ｕ１０ｍＬシリンジニプロ　低ヘパＩＵ
621994901 ダルテパリンＮａ静注３千Ｕ１２ｍＬシリンジニプロ　３千低ヘパＩＵ
621995001 ダルテパリンＮａ静注４千Ｕ１６ｍＬシリンジニプロ　４千低ヘパＩＵ
621995101 ダルテパリンＮａ静注５千Ｕ２０ｍＬシリンジニプロ　５千低ヘパＩＵ
640463026 ウロキナーゼ注「フジ」６０，０００　６０，０００単位
640463027 ウロキナーゼ注「フジ」２４万　２４０，０００単位
643330011 ヘパリンナトリウム注射液
620006267 デフィブラーゼ点滴静注液１０単位

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑩ ドレナージの管理) 140032310 ドレーン法（ドレナージ）（持続的吸引）
140032410 ドレーン法（ドレナージ）（その他）
140051810 局所陰圧閉鎖処置（入院）（１００ｃｍ２未満）
140051910 局所陰圧閉鎖処置（入院）（１００ｃｍ２以上）
140052010 局所陰圧閉鎖処置（入院）（２００ｃｍ２以上）
140052170 局所陰圧閉鎖処置初回加算（入院）（１００ｃｍ２未満）
140052270 局所陰圧閉鎖処置初回加算（入院）（１００ｃｍ２以上）
140052370 局所陰圧閉鎖処置初回加算（入院）（２００ｃｍ２以上）
140004110 持続的胸腔ドレナージ
140004310 胃持続ドレナージ
140004510 持続的腹腔ドレナージ
140052710 持続的難治性下痢便ドレナージ
140007010 イレウス用ロングチューブ挿入法

Ａ 7 専門的な治療・処置(⑪ 無菌治療室での治療) 190106570 無菌治療室管理加算１
190146510 無菌治療室管理加算２

Ａ 8 救急搬送後の入院（２日間） 190171910 救急医療管理加算１
114003010 救急搬送診療料
114020070 長時間加算（救急搬送診療料）

Ｃ 16 開頭手術（７日間） 150067010 頭蓋開溝術
150067210 試験開頭術
150335610 減圧開頭術（キアリ奇形、脊髄空洞症）
150067410 減圧開頭術（その他）
150067510 脳膿瘍排膿術
150291010 広範囲頭蓋底腫瘍切除・再建術
150068010 機能的定位脳手術（片側）
150314910 機能的定位脳手術（両側）
150291110 顕微鏡使用によるてんかん手術（焦点切除術）
150291210 顕微鏡使用によるてんかん手術（側頭葉切除術）
150291310 顕微鏡使用によるてんかん手術（脳梁離断術）
150068310 脳切截術（開頭）
150068910 脳神経手術（開頭）
150069050 頭蓋内微小血管減圧術
150069110 頭蓋骨腫瘍摘出術
150069210 頭皮、頭蓋骨悪性腫瘍手術
150069410 頭蓋骨膜下血腫摘出術
150069510 頭蓋内血腫除去術（開頭）（硬膜外）
150069610 頭蓋内血腫除去術（開頭）（硬膜下）
150069710 頭蓋内血腫除去術（開頭）（脳内）
150069850 脳血管塞栓摘出術
150069950 脳血管血栓摘出術
150070010 脳内異物摘出術
150070110 脳膿瘍全摘術
150070210 頭蓋内腫瘤摘出術
150070310 脳切除術
150070510 頭蓋内腫瘍摘出術（松果体部腫瘍）
150284510 頭蓋内腫瘍摘出術（その他）
150372470 脳腫瘍覚醒下マッピング加算
150370470 原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
150071110 脳動静脈奇形摘出術
150071310 脳・脳膜脱手術
150243410 脳動脈瘤被包術（１箇所）
150243510 脳動脈瘤被包術（２箇所以上）
150243610 脳動脈瘤流入血管クリッピング（開頭）（１箇所）
150243710 脳動脈瘤流入血管クリッピング（開頭）（２箇所以上）
150243810 脳動脈瘤頸部クリッピング（１箇所）
150243910 脳動脈瘤頸部クリッピング（２箇所以上）
150344370 バイパス術併用加算
150072010 髄液漏閉鎖術
150072210 頭蓋骨形成手術（硬膜形成を伴う）
150335810 頭蓋骨形成手術（骨移動を伴う）
150067710 耳性頭蓋内合併症手術
150067850 耳科的硬脳膜外膿瘍切開術
150068410 延髄における脊髄視床路切截術
150068510 三叉神経節後線維切截術
150068610 視神経管開放術
150068710 顔面神経減圧手術（乳様突起経由）
150068850 顔面神経管開放術
150150310 動脈形成術、吻合術（頭蓋内動脈）
150150310 動脈形成術、吻合術（頭蓋内動脈）
150299250 脳新生血管造成術
150152510 血管移植術、バイパス移植術（頭、頸部動脈）
150152510 血管移植術、バイパス移植術（頭、頸部動脈）

Ｃ 17 開胸手術（７日間） 150123810 胸壁悪性腫瘍摘出術（胸壁形成手術を併施）
150123910 胸壁悪性腫瘍摘出術（その他）
150124150 胸骨悪性腫瘍摘出術（胸壁形成手術を併施）
150124250 胸骨悪性腫瘍摘出術（その他）
150124310 胸壁腫瘍摘出術
150124410 胸壁瘻手術
150124510 漏斗胸手術（胸骨挙上法）
150124610 漏斗胸手術（胸骨翻転法）
150124710 試験開胸術
150127350 試験的開胸開腹術
150125910 胸腔内（胸膜内）血腫除去術
150126610 醸膿胸膜、胸膜胼胝切除術（１肺葉に相当する範囲以内）
150126710 醸膿胸膜、胸膜胼胝切除術（１肺葉に相当する範囲を超える）
150316810 胸膜外肺剥皮術（１肺葉に相当する範囲以内）
150316910 胸膜外肺剥皮術（１肺葉に相当する範囲を超える）
150127210 膿胸腔有茎筋肉弁充填術
150357110 膿胸腔有茎大網充填術
150127510 胸郭形成手術（膿胸手術）（肋骨切除を主とする）
150127610 胸郭形成手術（膿胸手術）（胸膜胼胝切除を併施する）
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150127810 胸郭形成手術（肺切除後遺残腔を含む）
150128210 乳糜胸手術
150260550 胸腔・腹腔シャントバルブ設置術
150128310 縦隔腫瘍、胸腺摘出術
150292710 縦隔切開術（経胸腔）
150294710 縦隔切開術（経腹）
150374110 拡大胸腺摘出術
150128510 縦隔郭清術
150128610 縦隔悪性腫瘍手術（単純摘出）
150357410 縦隔悪性腫瘍手術（広汎摘出）
150129010 肺膿瘍切開排膿術
150129310 気管支異物除去術（開胸手術）
150374410 気管支瘻孔閉鎖術
150129710 肺切除術（楔状部分切除）
150129810 肺切除術（区域切除（１肺葉に満たない））
150129910 肺切除術（肺葉切除）
150130010 肺切除術（複合切除（１肺葉を超える））
150130110 肺切除術（１側肺全摘）
150317110 肺切除術（気管支形成を伴う肺切除）
150357810 肺悪性腫瘍手術（部分切除）
150357910 肺悪性腫瘍手術（区域切除）
150358010 肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える）
150358110 肺悪性腫瘍手術（肺全摘）
150358210 肺悪性腫瘍手術（隣接臓器合併切除を伴う肺切除）
150358310 肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）
150358410 肺悪性腫瘍手術（気管分岐部切除を伴う肺切除）
150358510 肺悪性腫瘍手術（気管分岐部再建を伴う肺切除）
150374510 肺悪性腫瘍手術（胸膜肺全摘）
150386610 肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除、横隔膜心膜合併切除を伴う）
150317510 同種死体肺移植術
150317670 両側肺移植加算
150336510 移植用部分肺採取術（生体）
150336610 生体部分肺移植術
150336710 生体部分肺移植術（提供者の療養上の費用）加算
150131210 肺剥皮術
150131310 気管支瘻閉鎖術
150131610 肺縫縮術
150131710 気管支形成手術（楔状切除術）
150131810 気管支形成手術（輪状切除術）
150253410 先天性気管狭窄症手術
150132210 食道縫合術（穿孔、損傷）（開胸手術）
150132410 食道周囲膿瘍切開誘導術（開胸手術）
150132510 食道周囲膿瘍切開誘導術（胸骨切開）
150132610 食道周囲膿瘍切開誘導術（その他）
150346310 食道空置バイパス作成術
150133110 食道異物摘出術（開胸手術）
150133710 食道憩室切除術（開胸）
150133810 食道切除再建術（頸部、胸部、腹部の操作）
150133910 食道切除再建術（胸部、腹部の操作）
150253610 食道腫瘍摘出術（開胸又は開腹手術）
150134110 食道悪性腫瘍手術（単に切除のみ）（頸部食道）
150134210 食道悪性腫瘍手術（単に切除のみ）（胸部食道）
150135010 先天性食道閉鎖症根治手術
150359010 先天性食道狭窄症根治手術
150135110 食道悪性腫瘍手術（消化管再建手術併施）（頸部、胸部、腹部の操作）
150135210 食道悪性腫瘍手術（消化管再建手術併施）（胸部、腹部の操作）
150136610 横隔膜縫合術（経胸）
150136810 横隔膜縫合術（経胸及び経腹）
150136950 横隔膜レラクサチオ手術（経胸）
150137150 横隔膜レラクサチオ手術（経胸及び経腹）
150137210 胸腹裂孔ヘルニア手術（経胸）
150137410 胸腹裂孔ヘルニア手術（経胸及び経腹）
150137910 食道裂孔ヘルニア手術（経胸）
150138110 食道裂孔ヘルニア手術（経胸及び経腹）
150138210 心膜縫合術
150138310 心筋縫合止血術（外傷性）
150138410 心膜切開術
150138510 心膜嚢胞、心膜腫瘍切除術
150138710 収縮性心膜炎手術
150140510 試験開心術
150140610 心腔内異物除去術
150140710 心房内血栓除去術
150140810 心腫瘍摘出術（単独）
150318010 心腔内粘液腫摘出術（単独）
150317810 心腫瘍摘出術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150318110 心腔内粘液腫摘出術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150317910 心腫瘍摘出術（冠動脈血行再建術（２吻合以上））
150318210 心腔内粘液腫摘出術（冠動脈血行再建術（２吻合以上））
150140010 開胸心臓マッサージ
150145710 冠動脈形成術（血栓内膜摘除）（１箇所）
150145810 冠動脈形成術（血栓内膜摘除）（２箇所以上）
150145910 冠動脈、大動脈バイパス移植術（１吻合）
150146010 冠動脈、大動脈バイパス移植術（２吻合以上）
150302770 冠動脈形成術（血栓内膜摘除）併施加算
150318410 冠動脈、大動脈バイパス移植術（人工心肺不使用）（１吻合）
150318510 冠動脈、大動脈バイパス移植術（人工心肺不使用）（２吻合以上）
150302770 冠動脈形成術（血栓内膜摘除）併施加算
150143010 心室瘤切除術（単独）
150143110 心室瘤切除術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150318610 心室瘤切除術（冠動脈血行再建術（２吻合以上）を伴う）
150318710 左室形成術（単独）
150319010 心室中隔穿孔閉鎖術（単独）
150319310 左室自由壁破裂修復術（単独）
150318810 左室形成術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150319110 心室中隔穿孔閉鎖術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150319410 左室自由壁破裂修復術（冠動脈血行再建術（１吻合）を伴う）
150318910 左室形成術（冠動脈血行再建術（２吻合以上）を伴う）
150319210 心室中隔穿孔閉鎖術（冠動脈血行再建術（２吻合以上）を伴う）
150319510 左室自由壁破裂修復術（冠動脈血行再建術（２吻合以上）を伴う）
150141010 弁形成術（１弁）
150279510 弁形成術（２弁）
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150279610 弁形成術（３弁）
150141410 弁置換術（１弁）
150141610 弁置換術（２弁）
150141710 弁置換術（３弁）
150359470 心臓弁再置換術加算（弁置換術）
150359470 心臓弁再置換術加算（弁置換術）
150359470 心臓弁再置換術加算（弁置換術）
150387210 経カテーテル大動脈弁置換術（経心尖大動脈弁置換術）
150143610 大動脈弁狭窄直視下切開術
150143710 大動脈弁上狭窄手術
150143810 大動脈弁下狭窄切除術
150141510 弁輪拡大術を伴う大動脈弁置換術
150375570 心臓弁再置換術加算（弁輪拡大術を伴う大動脈弁置換術）（１弁）
150375670 心臓弁再置換術加算（弁輪拡大術を伴う大動脈弁置換術）（２弁）
150375770 心臓弁再置換術加算（弁輪拡大術を伴う大動脈弁置換術）（３弁）
150319610 ＤＫＳ吻合を伴う大動脈狭窄症手術
150292910 ロス手術（自己肺動脈弁組織による大動脈基部置換術）
150139310 閉鎖式僧帽弁交連切開術
150244910 大動脈瘤切除術（上行）（弁置換術又は形成術）
150359510 大動脈瘤切除術（上行）（人工弁置換を伴う基部置換術）
150359610 大動脈瘤切除術（上行）（自己弁温存型基部置換術）
150245010 大動脈瘤切除術（上行）（その他）
150150010 大動脈瘤切除術（弓部）
150359710 大動脈瘤切除術（上行・弓部同時）（弁置換術又は形成術）
150359810 大動脈瘤切除術（上行・弓部同時）（人工弁置換を伴う基部置換術）
150359910 大動脈瘤切除術（上行・弓部同時）（自己弁温存型基部置換術）
150275910 大動脈瘤切除術（上行・弓部同時）（その他）
150150110 大動脈瘤切除術（下行）
150264810 大動脈瘤切除術（胸腹部大動脈）
150375870 心臓弁再置換術加算（大動脈瘤切除術（吻合又は移植含む））（１弁）
150375970 心臓弁再置換術加算（大動脈瘤切除術（吻合又は移植含む））（２弁）
150376070 心臓弁再置換術加算（大動脈瘤切除術（吻合又は移植含む））（３弁）
150381550 オープン型ステントグラフト内挿術（弓部）
150381650 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁置換・形成）
150381750 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁・基部置換）
150381850 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁温存置換術）
150381950 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、その他）
150382050 オープン型ステントグラフト内挿術（下行）
150151810 動脈管開存症手術（動脈管開存閉鎖術（直視下））
150139110 肺動脈絞扼術
150319810 血管輪又は重複大動脈弓離断手術
150319910 巨大側副血管手術（肺内肺動脈統合術）
150138810 体動脈肺動脈短絡手術（ブラロック手術、ウォーターストン手術）
150151910 大動脈縮窄（離断）症手術（単独）
150320010 大動脈縮窄（離断）症手術（心室中隔欠損症手術を伴う）
150320110 大動脈縮窄（離断）症手術（複雑心奇形手術を伴う）
150144110 大動脈肺動脈中隔欠損症手術（単独）
150320210 大動脈肺動脈中隔欠損症手術（心内奇形手術を伴う）
150320310 三尖弁手術（エプスタイン氏奇形、ウール氏病手術）
150139410 肺動脈狭窄症手術（肺動脈弁切開術（単独））
150320410 純型肺動脈弁閉鎖症手術（肺動脈弁切開術（単独））
150142910 肺動脈狭窄症手術（右室流出路形成又は肺動脈形成を伴う）
150320510 純型肺動脈弁閉鎖症手術（右室流出路形成又は肺動脈形成を伴う）
150145110 肺静脈還流異常症手術（部分肺静脈還流異常）
150376210 肺静脈還流異常症手術（総肺静脈還流異常）（心臓型）
150376310 肺静脈還流異常症手術（総肺静脈還流異常）（その他）
150144910 肺静脈形成術
150142410 心房中隔欠損作成術（心房中隔欠損作成術）
150141810 心房中隔欠損閉鎖術（単独）
150141910 心房中隔欠損閉鎖術（肺動脈弁狭窄を合併する）
150142050 三心房心手術
150142110 心室中隔欠損閉鎖術（単独）
150142210 心室中隔欠損閉鎖術（肺動脈絞扼術後肺動脈形成を伴う）
150142310 心室中隔欠損閉鎖術（大動脈弁形成を伴う）
150142810 心室中隔欠損閉鎖術（右室流出路形成を伴う）
150144010 バルサルバ洞動脈瘤手術（単独）
150320710 バルサルバ洞動脈瘤手術（大動脈閉鎖不全症手術を伴う）
150144550 右室二腔症手術
150147410 不完全型房室中隔欠損症手術（心房中隔欠損パッチ閉鎖術（単独））
150147510 不完全型房室中隔欠損症手術（心房中隔欠損パッチ閉鎖及び弁形成術）
150320810 完全型房室中隔欠損症手術（心房及び心室中隔欠損パッチ閉鎖術）
150320910 完全型房室中隔欠損症手術（ファロー四徴症手術を伴う）
150146510 ファロー四徴症手術（右室流出路形成術を伴う）
150146610 ファロー四徴症手術（末梢肺動脈形成術を伴う）
150321010 肺動脈閉鎖症手術（単独）
150321110 肺動脈閉鎖症手術（ラステリ手術を伴う）
150376470 人工血管等再置換術加算（肺動脈閉鎖症手術）
150321210 肺動脈閉鎖症手術（巨大側副血管術を伴う）
150146910 両大血管右室起始症手術（単独）
150146810 両大血管右室起始症手術（右室流出路形成を伴う）
150321310 両大血管右室起始症手術（タウシッヒ・ビング奇形手術）
150142510 大血管転位症手術（マスタード・セニング手術）
150145310 大血管転位症手術（ジャテーン手術）
150139510 大血管転位症手術（心室中隔欠損閉鎖術を伴う）
150147010 大血管転位症手術（ラステリ手術を伴う）
150376570 人工血管等再置換術加算（大血管転位症手術）
150321410 修正大血管転位症手術（心室中隔欠損パッチ閉鎖術）
150321510 修正大血管転位症手術（根治手術（ダブルスイッチ手術））
150376670 人工血管等再置換術加算（修正大血管転位症手術）
150147310 総動脈幹症手術
150321810 単心室症手術（両方向性グレン手術）
150141310 三尖弁閉鎖症手術（両方向性グレン手術）
150321910 単心室症手術（フォンタン手術）
150376770 人工血管等再置換術加算（単心室症又は三尖弁閉鎖症手術）
150321610 三尖弁閉鎖症手術（フォンタン手術）
150376770 人工血管等再置換術加算（単心室症又は三尖弁閉鎖症手術）
150146710 単心室症手術（心室中隔造成術）
150321710 三尖弁閉鎖症手術（心室中隔造成術）
150293010 左心低形成症候群手術（ノルウッド手術）
150145510 冠動静脈瘻開胸的遮断術
150145410 冠動脈起始異常症手術
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150322010 心室憩室切除術
150322110 心臓脱手術
150144310 肺動脈塞栓除去術
150346610 肺動脈血栓内膜摘除術
150144810 肺静脈血栓除去術
150253810 不整脈手術（副伝導路切断術）
150253910 不整脈手術（心室頻拍症手術）
150275610 不整脈手術（メイズ手術）
150322310 移植用心採取術
150322410 同種心移植術
150322510 移植用心肺採取術
150322610 同種心肺移植術
150387710 骨格筋由来細胞シート心表面移植術
150175810 肝膿瘍切開術（開胸）
150107210 気管異物除去術（開胸手術）
150109910 気管形成手術（開胸又は胸骨正中切開）
150109910 気管形成手術（開胸又は胸骨正中切開）
150287750 肺縫縮術（肺気腫に対する正中切開）（楔状部分切除）
150147610 人工心肺（初日）
150266110 補助人工心臓（初日）
150360110 植込型補助人工心臓（非拍動流型）（初日）
150148310 血管結紮術（開胸を伴う）
150149010 動脈塞栓除去術（開胸を伴う）
150150410 動脈形成術、吻合術（胸腔内動脈）（大動脈を除く）
150150410 動脈形成術、吻合術（胸腔内動脈）（大動脈を除く）
150152210 血管移植術、バイパス移植術（大動脈）
150152210 血管移植術、バイパス移植術（大動脈）
150152310 血管移植術、バイパス移植術（胸腔内動脈）
150152310 血管移植術、バイパス移植術（胸腔内動脈）
150154610 胸管内頸静脈吻合術
150154710 静脈形成術、吻合術（胸腔内静脈）
150154710 静脈形成術、吻合術（胸腔内静脈）

Ｃ 18 開腹手術（５日間） 150158010 腹壁瘻手術（腹腔に通ずる）
150158410 腹壁瘢痕ヘルニア手術
150158510 半月状線ヘルニア手術
150158610 白線ヘルニア手術
150158710 腹直筋離開手術
150158810 臍ヘルニア手術
150158910 臍帯ヘルニア手術
150159010 鼠径ヘルニア手術
150159110 大腿ヘルニア手術
150159210 腰ヘルニア手術
150159310 閉鎖孔ヘルニア手術
150251110 坐骨ヘルニア手術
150251210 会陰ヘルニア手術
150159410 内ヘルニア手術
150160010 試験開腹術
150347410 ダメージコントロール手術
150160110 限局性腹腔膿瘍手術（横隔膜下膿瘍）
150160210 限局性腹腔膿瘍手術（ダグラス窩膿瘍）
150160310 限局性腹腔膿瘍手術（虫垂周囲膿瘍）
150160410 限局性腹腔膿瘍手術（その他）
150160610 骨盤腹膜外膿瘍切開排膿術
150160810 急性汎発性腹膜炎手術
150160950 結核性腹膜炎手術
150161110 腸間膜損傷手術（縫合、修復のみ）
150161310 腸間膜損傷手術（腸管切除を伴う）
150161410 大網切除術
150161510 大網、腸間膜、後腹膜腫瘍摘出術（腸切除を伴わない）
150161610 大網、腸間膜、後腹膜腫瘍摘出術（腸切除を伴う）
150162310 後腹膜悪性腫瘍手術
150162610 臍腸管瘻手術（腸管切除を伴わない）
150162710 臍腸管瘻手術（腸管切除を伴う）
150245310 骨盤内臓全摘術
150162910 胃血管結紮術（急性胃出血手術）
150163010 胃縫合術（大網充填術又は被覆術を含む）
150163110 胃切開術
150163710 胃吊上げ固定術（胃下垂症手術）
150164110 胃捻転症手術
150164210 胃、十二指腸憩室切除術・ポリープ切除術（開腹）
150323210 胃局所切除術
150165210 胃切除術（単純切除術）
150168010 胃切除術（悪性腫瘍手術）
150347770 有茎腸管移植加算
150165650 十二指腸窓（内方）憩室摘出術
150337210 噴門側胃切除術（単純切除術）
150337310 噴門側胃切除術（悪性腫瘍切除術）
150347770 有茎腸管移植加算
150165910 胃縮小術
150166110 胃全摘術（単純全摘術）
150168110 胃全摘術（悪性腫瘍手術）
150347770 有茎腸管移植加算
150170110 食道下部迷走神経切除術（幹迷切）（単独）
150170210 食道下部迷走神経切除術（幹迷切）（ドレナージを併施）
150170310 食道下部迷走神経切除術（幹迷切）（胃切除術を併施）
150170610 食道下部迷走神経選択的切除術（単独）
150170710 食道下部迷走神経選択的切除術（ドレナージを併施）
150170810 食道下部迷走神経選択的切除術（胃切除術を併施）
150171210 胃冠状静脈結紮及び切除術
150171310 胃腸吻合術（ブラウン吻合を含む）
150171510 十二指腸空腸吻合術
150171810 幽門形成術（粘膜外幽門筋切開術を含む）
150171910 噴門形成術
150172010 胃横断術（静脈瘤手術）
150172110 胆管切開術
150172210 胆嚢切開結石摘出術
150296610 胆管切開結石摘出術（胆嚢摘出を含む）
150172310 胆管切開結石摘出術（胆嚢摘出を含まない）
150172410 胆嚢摘出術
150173110 胆管形成手術（胆管切除術を含む）
150173210 総胆管拡張症手術
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150169950 胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢に限局するもの（リンパ節郭清を含む））
150362210 胆嚢悪性腫瘍手術（肝切除（亜区域切除以上））
150324010 胆嚢悪性腫瘍手術（肝切除（葉以上）を伴う）
150324110 胆嚢悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除を伴う）
150324210 胆嚢悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴う）
150388410 胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴う）
150388510 胆管悪性腫瘍手術（その他）
150347810 肝門部胆管悪性腫瘍手術（血行再建あり）
150347910 肝門部胆管悪性腫瘍手術（血行再建なし）
150173710 胆嚢胃（腸）吻合術
150173910 総胆管胃（腸）吻合術
150174110 胆嚢外瘻造設術
150174210 胆管外瘻造設術（開腹）
150174810 先天性胆道閉鎖症手術
150175610 肝縫合術
150175710 肝膿瘍切開術（開腹）
150175910 肝嚢胞切開又は縫縮術
150176110 肝内結石摘出術（開腹）
150176210 肝嚢胞、肝膿瘍摘出術
150362610 肝切除術（部分切除）
150362710 肝切除術（亜区域切除）
150362810 肝切除術（外側区域切除）
150362910 肝切除術（１区域切除（外側区域切除を除く））
150363010 肝切除術（２区域切除）
150363110 肝切除術（３区域切除以上）
150363210 肝切除術（２区域切除以上で血行再建）
150177210 肝内胆管（肝管）胃（腸）吻合術
150177310 肝内胆管外瘻造設術（開腹）
150284410 移植用部分肝採取術（生体）
150284810 生体部分肝移植術
150284910 生体部分肝移植術（提供者の療養上の費用）加算
150324410 同種死体肝移植術
150348210 急性膵炎手術（感染性壊死部切除を伴う）
150277310 急性膵炎手術（その他）
150177810 膵結石手術（膵切開）
150177910 膵結石手術（経十二指腸乳頭）
150348310 膵中央切除術
150389110 膵腫瘍摘出術
150296810 膵破裂縫合術
150178110 膵体尾部腫瘍切除術（膵尾部切除術）（脾同時切除）
150348410 膵体尾部腫瘍切除術（膵尾部切除術）（脾温存）
150178210 膵体尾部腫瘍切除術（リンパ節・神経叢郭清等を伴う腫瘍切除術）
150277410 膵体尾部腫瘍切除術（周辺臓器の合併切除を伴う腫瘍切除術）
150277510 膵体尾部腫瘍切除術（血行再建を伴う腫瘍切除術）
150178410 膵頭部腫瘍切除術（膵頭十二指腸切除術）
150296910 膵頭部腫瘍切除術（リンパ節・神経叢郭清等を伴う腫瘍切除術）
150297010 膵頭部腫瘍切除術（十二指腸温存膵頭切除術）
150297110 膵頭部腫瘍切除術（周辺臓器の合併切除を伴う腫瘍切除術）
150297210 膵頭部腫瘍切除術（血行再建を伴う腫瘍切除術）
150178710 膵全摘術
150179010 膵嚢胞胃（腸）吻合術
150179110 膵管空腸吻合術
150179310 膵嚢胞外瘻造設術（開腹）
150179410 膵管外瘻造設術
150179550 膵管誘導手術
150179610 膵瘻閉鎖術
150324610 同種死体膵移植術
150324810 同種死体膵腎移植術
150179710 脾縫合術（部分切除を含む）
150179810 脾摘出術
150180010 破裂腸管縫合術
150180110 腸切開術
150180210 腸管癒着症手術
150181110 腸重積症整復術（観血的）
150181210 小腸切除術（悪性腫瘍手術以外の切除術）
150297310 小腸切除術（悪性腫瘍手術）
150181310 小腸腫瘍、小腸憩室摘出術（メッケル憩室炎手術を含む）
150181610 虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴わないもの）
150337510 虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴うもの）
150181710 結腸切除術（小範囲切除）
150181810 結腸切除術（結腸半側切除）
150181910 結腸切除術（全切除、亜全切除又は悪性腫瘍手術）
150363810 全結腸・直腸切除嚢肛門吻合術
150183110 結腸腫瘍摘出術（回盲部腫瘍摘出術を含む）
150297410 結腸憩室摘出術
150183510 結腸ポリープ切除術（開腹）
150184110 腸吻合術
150184310 腸瘻造設術
150184410 虫垂瘻造設術
150184510 人工肛門造設術
150184610 腹壁外腸管前置術
150184710 腸狭窄部切開縫合術
150184810 腸閉鎖症手術（腸管切除を伴わない）
150184910 腸閉鎖症手術（腸管切除を伴う）
150364110 多発性小腸閉鎖症手術
150185210 小腸瘻閉鎖術（腸管切除を伴わない）
150185310 小腸瘻閉鎖術（腸管切除を伴う）
150185410 結腸瘻閉鎖術（腸管切除を伴わない）
150185510 結腸瘻閉鎖術（腸管切除を伴う）
150185610 人工肛門閉鎖術（腸管切除を伴わない）
150185710 人工肛門閉鎖術（腸管切除を伴う）
150185810 盲腸縫縮術
150185910 腸回転異常症手術
150186010 先天性巨大結腸症手術
150186110 人工肛門形成術（開腹を伴う）
150186710 直腸異物除去術（開腹）
150187010 直腸腫瘍摘出術（経腹及び経肛）
150187110 直腸切除・切断術（切除術）
150245410 直腸切除・切断術（低位前方切除術）
150297510 直腸切除・切断術（超低位前方切除術）（経肛門的結腸嚢肛門吻合）
150187210 直腸切除・切断術（切断術）
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150187510 直腸狭窄形成手術
150187710 直腸脱手術（直腸挙上固定）
150187810 直腸脱手術（骨盤底形成）
150187910 直腸脱手術（腹会陰（腸切除を含む））
150264010 肛門悪性腫瘍手術（直腸切断を伴うもの）
150191610 鎖肛手術（腹会陰式）
150191710 鎖肛手術（腹仙骨式）
150192310 副腎摘出術
150245510 副腎腫瘍摘出術（皮質腫瘍）
150245610 副腎腫瘍摘出術（髄質腫瘍（褐色細胞腫））
150192810 副腎悪性腫瘍手術
150193010 腎破裂縫合術
150193150 腎破裂手術
150193210 腎周囲膿瘍切開術
150193410 腎切半術
150193510 癒合腎離断術
150193610 腎被膜剥離術
150193710 腎固定術
150193810 腎切石術
150194410 腎盂切石術
150194610 腎部分切除術
150194810 腎嚢胞切除縮小術
150195010 腎摘出術
150195210 腎（尿管）悪性腫瘍手術
150195910 腎（腎盂）皮膚瘻閉鎖術
150196010 腎（腎盂）腸瘻閉鎖術
150196110 腎盂形成手術
150196210 移植用腎採取術（生体）
150196310 同種死体腎移植術
150196570 死体腎移植加算
150338610 生体腎移植術
150196410 生体腎移植術（提供者の療養上の費用）加算
150196810 尿管切石術（上部及び中部）
150196910 尿管切石術（膀胱近接部）
150197110 残存尿管摘出術
150248950 尿管剥離術
150197210 尿管膀胱吻合術
150197310 尿管尿管吻合術
150197410 尿管腸吻合術
150197510 尿管腸膀胱吻合術
150197810 尿管皮膚瘻造設術
150197910 尿管皮膚瘻閉鎖術
150198010 尿管腸瘻閉鎖術
150198110 尿管腟瘻閉鎖術
150198310 尿管口形成手術
150198410 膀胱破裂閉鎖術
150198510 膀胱周囲膿瘍切開術
150198610 膀胱内凝血除去術
150198810 膀胱結石摘出術（膀胱高位切開術）
150199010 膀胱異物摘出術（膀胱高位切開術）
150199210 膀胱壁切除術
150199310 膀胱憩室切除術
150199510 膀胱単純摘除術（腸管利用の尿路変更を行う）
150199610 膀胱単純摘除術（その他）
150245810 膀胱腫瘍摘出術
150348910 膀胱脱手術（メッシュ使用）
150200450 膀胱脱手術（その他）
150162150 膀胱後腫瘍摘出術（腸管切除を伴わない）
150162250 膀胱後腫瘍摘出術（腸管切除を伴う）
150200510 膀胱悪性腫瘍手術（切除）
150200610 膀胱悪性腫瘍手術（全摘（尿路変更を行わない））
150245910 膀胱悪性腫瘍手術（全摘（尿管Ｓ状結腸吻合利用で尿路変更を行う））
150246010 膀胱悪性腫瘍手術（全摘（回腸又は結腸導管利用で尿路変更を行う））
150246110 膀胱悪性腫瘍手術（全摘（代用膀胱利用で尿路変更を行う））
150201010 尿膜管摘出術
150201510 膀胱皮膚瘻閉鎖術
150201610 膀胱腟瘻閉鎖術
150201710 膀胱腸瘻閉鎖術
150201810 膀胱子宮瘻閉鎖術
150201950 膀胱尿管逆流手術
150202010 ボアリー氏手術
150202110 腸管利用膀胱拡大術
150264310 回腸（結腸）導管造設術
150349010 排泄腔外反症手術（外反膀胱閉鎖術）
150349110 排泄腔外反症手術（膀胱腸裂閉鎖術）
150246310 尿道悪性腫瘍摘出術（摘出）
150246510 尿道悪性腫瘍摘出術（尿路変更を行う場合）
150206010 尿失禁手術（恥骨固定式膀胱頸部吊上術を行うもの）
150365610 人工尿道括約筋植込・置換術
150214810 子宮位置矯正術（アレキサンダー手術）
150214910 子宮位置矯正術（開腹による位置矯正術）
150215010 子宮位置矯正術（癒着剥離矯正術）
150215410 子宮脱手術（腟壁形成手術及び子宮全摘術）（腟式、腹式）
150216910 子宮筋腫摘出（核出）術（腹式）
150217050 痕跡副角子宮手術（腹式）
150217410 子宮腟上部切断術
150217510 子宮全摘術
150217610 広靱帯内腫瘍摘出術
150217710 子宮悪性腫瘍手術
150218210 腹壁子宮瘻手術
150219410 子宮附属器癒着剥離術（両側）（開腹）
150219710 卵巣部分切除術（開腹）
150219850 卵管結紮術（両側）（開腹）
150219650 卵管口切開術（開腹）
150220010 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（開腹）
150220150 卵管全摘除術（両側）（開腹）
150220250 卵管腫瘤全摘除術（両側）（開腹）
150220450 子宮卵管留血腫手術（両側）（開腹）
150220710 子宮附属器悪性腫瘍手術（両側）
150220910 卵管形成手術（卵管・卵巣移植、卵管架橋等）
150222110 帝王切開術（緊急帝王切開）
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150222210 帝王切開術（選択帝王切開）
150222810 子宮破裂手術（子宮全摘除を行う）
150222910 子宮破裂手術（子宮腟上部切断を行う）
150223010 子宮破裂手術（その他）
150223110 妊娠子宮摘出術（ポロー手術）
150223310 子宮内反症整復手術（腹式）（観血的）
150224510 子宮外妊娠手術（開腹）
150132310 食道縫合術（穿孔、損傷）（開腹手術）
150133210 食道異物摘出術（開腹手術）
150134010 食道切除再建術（腹部の操作）
150271050 胸壁外皮膚管形成吻合術（腹部操作）
150267550 胸壁外皮膚管形成吻合術（バイパスのみ作成）
150374610 非開胸食道抜去術（消化管再建手術を併施）
150135310 食道悪性腫瘍手術（消化管再建手術併施）（腹部の操作）
150328650 有茎腸管移植加算（食道悪性腫瘍手術）
150386970 血行再建加算（食道悪性腫瘍手術）
150135510 食道アカラシア形成手術
150135710 食道切除後２次的再建術（皮弁形成）
150135810 食道切除後２次的再建術（消化管利用）
150136110 食道・胃静脈瘤手術（血行遮断術を主とする）
150136210 食道・胃静脈瘤手術（食道離断術を主とする）
150136350 食道静脈瘤手術（開腹）
150136710 横隔膜縫合術（経腹）
150137050 横隔膜レラクサチオ手術（経腹）
150137310 胸腹裂孔ヘルニア手術（経腹）
150137810 後胸骨ヘルニア手術
150138010 食道裂孔ヘルニア手術（経腹）
150245110 大動脈瘤切除術（腹部大動脈（分枝血管の再建））
150245210 大動脈瘤切除術（腹部大動脈（その他））
150148410 血管結紮術（開腹を伴う）
150148910 動脈塞栓除去術（開腹を伴う）
150150510 動脈形成術、吻合術（腹腔内動脈）（大動脈を除く）
150150510 動脈形成術、吻合術（腹腔内動脈）（大動脈を除く）
150152410 血管移植術、バイパス移植術（腹腔内動脈）
150152410 血管移植術、バイパス移植術（腹腔内動脈）
150154210 静脈血栓摘出術（開腹を伴う）
150154810 静脈形成術、吻合術（腹腔内静脈）
150154810 静脈形成術、吻合術（腹腔内静脈）
150156910 リンパ節群郭清術（後腹膜）
150306650 先天性胆管拡張症に対する手術（胃切除、総胆管切除等併施）
150165850 胆嚢摘出術と十二指腸空腸吻合術
150180350 腸閉塞症手術（腸管癒着症手術）
150180550 腸閉塞症手術（腸重積症整復術）（観血的）
150180650 腸閉塞症手術（小腸切除術）（悪性腫瘍手術以外の切除術）
150299350 腸閉塞症手術（小腸切除術）（悪性腫瘍手術）
150180750 腸閉塞症手術（結腸切除術）（小範囲切除）
150180850 腸閉塞症手術（結腸切除術）（結腸半側切除）
150180950 腸閉塞症手術（結腸切除術）（全切除、亜全切除又は悪性腫瘍手術）
150197750 腎部分切除術（腎空洞切開術・腎盂尿管移行部形成術併施）
150208810 前立腺膿瘍切開術
150209010 前立腺被膜下摘出術
150209310 前立腺悪性腫瘍手術
150326910 腟断端挙上術（腟式、腹式）
150218310 重複子宮手術
150218410 双角子宮手術
150219010 奇形子宮形成手術（ストラスマン手術）
150349310 性腺摘出術（開腹）

Ｃ 19 骨の手術（５日間） 150014750 骨関節結核瘻孔摘出術（肩甲骨）
150014850 骨関節結核瘻孔摘出術（上腕）
150014950 骨関節結核瘻孔摘出術（大腿）
150015050 骨関節結核瘻孔摘出術（前腕）
150015150 骨関節結核瘻孔摘出術（下腿）
150015250 骨関節結核瘻孔摘出術（鎖骨）
150015350 骨関節結核瘻孔摘出術（膝蓋骨）
150015450 骨関節結核瘻孔摘出術（手）
150015550 骨関節結核瘻孔摘出術（足その他）
150015650 骨髄炎手術（骨結核手術）（肩甲骨）
150015750 骨髄炎手術（骨結核手術）（上腕）
150015850 骨髄炎手術（骨結核手術）（大腿）
150015950 骨髄炎手術（骨結核手術）（前腕）
150016050 骨髄炎手術（骨結核手術）（下腿）
150016150 骨髄炎手術（骨結核手術）（鎖骨）
150016250 骨髄炎手術（骨結核手術）（膝蓋骨）
150016350 骨髄炎手術（骨結核手術）（手）
150016450 骨髄炎手術（骨結核手術）（足その他）
150019410 骨折観血的手術（下腿）
150019610 骨折観血的手術（膝蓋骨）
150019810 骨折観血的手術（足）
150352210 観血的整復固定術（インプラント周囲骨折）（大腿）
150352410 観血的整復固定術（インプラント周囲骨折）（下腿）
150352610 観血的整復固定術（インプラント周囲骨折）（足）
150021410 骨部分切除術（肩甲骨）
150021510 骨部分切除術（上腕）
150021610 骨部分切除術（大腿）
150021710 骨部分切除術（前腕）
150021810 骨部分切除術（下腿）
150021910 骨部分切除術（鎖骨）
150022010 骨部分切除術（膝蓋骨）
150022110 骨部分切除術（手）
150022210 骨部分切除術（足）
150289410 骨部分切除術（その他）
150022510 腐骨摘出術（肩甲骨）
150022610 腐骨摘出術（上腕）
150022710 腐骨摘出術（大腿）
150022810 腐骨摘出術（前腕）
150022910 腐骨摘出術（下腿）
150023010 腐骨摘出術（鎖骨）
150023110 腐骨摘出術（膝蓋骨）
150023210 腐骨摘出術（手）
150023310 腐骨摘出術（足その他）
150023410 骨全摘術（肩甲骨）
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150023510 骨全摘術（上腕）
150023610 骨全摘術（大腿）
150023710 骨全摘術（前腕）
150023810 骨全摘術（下腿）
150023910 骨全摘術（鎖骨）
150024010 骨全摘術（膝蓋骨）
150024110 骨全摘術（手）
150024210 骨全摘術（足その他）
150024710 骨腫瘍切除術（肩甲骨）
150024810 骨腫瘍切除術（上腕）
150024910 骨腫瘍切除術（大腿）
150025010 骨腫瘍切除術（前腕）
150025110 骨腫瘍切除術（下腿）
150025210 骨腫瘍切除術（鎖骨）
150025310 骨腫瘍切除術（膝蓋骨）
150025410 骨腫瘍切除術（手）
150025510 骨腫瘍切除術（足）
150289510 骨腫瘍切除術（その他）
150025650 多発性軟骨性外骨腫摘出術（肩甲骨）
150025750 多発性軟骨性外骨腫摘出術（上腕）
150025850 多発性軟骨性外骨腫摘出術（大腿）
150025950 多発性軟骨性外骨腫摘出術（前腕）
150026050 多発性軟骨性外骨腫摘出術（下腿）
150026150 多発性軟骨性外骨腫摘出術（鎖骨）
150026250 多発性軟骨性外骨腫摘出術（膝蓋骨）
150026350 多発性軟骨性外骨腫摘出術（手）
150026450 多発性軟骨性外骨腫摘出術（足）
150289650 多発性軟骨性外骨腫摘出術（その他）
150334410 多発性骨腫摘出術（肩甲骨）
150334510 多発性骨腫摘出術（上腕）
150334610 多発性骨腫摘出術（大腿）
150334710 多発性骨腫摘出術（前腕）
150334810 多発性骨腫摘出術（下腿）
150334910 多発性骨腫摘出術（鎖骨）
150335010 多発性骨腫摘出術（膝蓋骨）
150335110 多発性骨腫摘出術（手）
150335210 多発性骨腫摘出術（足）
150335410 多発性骨腫摘出術（その他）
150026510 骨悪性腫瘍手術（肩甲骨）
150026610 骨悪性腫瘍手術（上腕）
150026710 骨悪性腫瘍手術（大腿）
150026810 骨悪性腫瘍手術（前腕）
150026910 骨悪性腫瘍手術（下腿）
150027010 骨悪性腫瘍手術（鎖骨）
150027110 骨悪性腫瘍手術（膝蓋骨）
150027210 骨悪性腫瘍手術（手）
150027310 骨悪性腫瘍手術（足その他）
150027510 骨切り術（肩甲骨）
150027610 骨切り術（上腕）
150027710 骨切り術（大腿）
150027810 骨切り術（前腕）
150027910 骨切り術（下腿）
150028010 骨切り術（鎖骨）
150028110 骨切り術（膝蓋骨）
150028210 骨切り術（手）
150028310 骨切り術（足）
150289710 骨切り術（その他）
150372170 患者適合型変形矯正ガイド加算（骨切り術）
150308810 大腿骨頭回転骨切り術
150308910 大腿骨近位部（転子間を含む）骨切り術
150028610 偽関節手術（肩甲骨）
150028710 偽関節手術（上腕）
150028810 偽関節手術（大腿）
150028910 偽関節手術（前腕）
150029010 偽関節手術（下腿）
150309010 偽関節手術（手舟状骨）
150029110 偽関節手術（鎖骨）
150029210 偽関節手術（膝蓋骨）
150029310 偽関節手術（手（舟状骨を除く））
150029410 偽関節手術（足）
150289810 偽関節手術（その他）
150029810 変形治癒骨折矯正手術（大腿）
150030010 変形治癒骨折矯正手術（下腿）
150030210 変形治癒骨折矯正手術（膝蓋骨）
150030410 変形治癒骨折矯正手術（足）
150031410 骨長調整手術（骨端軟骨発育抑制術）
150031510 骨長調整手術（骨短縮術）
150031610 骨長調整手術（骨延長術）（指以外）
150295010 骨移植術（軟骨移植術を含む、自家骨移植）
150031710 骨移植術（軟骨移植術を含む、同種骨移植、生体）
150383710 骨移植術（軟骨移植術を含む、同種骨移植、非生体、特殊）
150383810 骨移植術（軟骨移植術を含む、同種骨移植、非生体、その他）
150369450 骨移植術（軟骨移植術を含む）（自家培養軟骨移植術）
150353110 関節鏡下自家骨軟骨移植術
150041710 関節切除術（肩）
150041810 関節切除術（股）
150041910 関節切除術（膝）
150042010 関節切除術（胸鎖）
150042110 関節切除術（肘）
150042210 関節切除術（手）
150042310 関節切除術（足）
150042410 関節切除術（肩鎖）
150042710 関節内骨折観血的手術（股）
150042810 関節内骨折観血的手術（膝）
150043210 関節内骨折観血的手術（足）
150048210 関節形成手術（肩）
150048310 関節形成手術（股）
150048410 関節形成手術（膝）
150048510 関節形成手術（胸鎖）
150048610 関節形成手術（肘）
150048710 関節形成手術（手）
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150048810 関節形成手術（足）
150048910 関節形成手術（肩鎖）
150049410 人工骨頭挿入術（肩）
150049510 人工骨頭挿入術（股）
150049810 人工骨頭挿入術（肘）
150049910 人工骨頭挿入術（手）
150050010 人工骨頭挿入術（足）
150050210 人工骨頭挿入術（指）
150050310 人工関節置換術（肩）
150050410 人工関節置換術（股）
150050510 人工関節置換術（膝）
150050610 人工関節置換術（胸鎖）
150050710 人工関節置換術（肘）
150050810 人工関節置換術（手）
150050910 人工関節置換術（足）
150051010 人工関節置換術（肩鎖）
150051110 人工関節置換術（指）
150300210 人工関節抜去術（肩）
150300310 人工関節抜去術（股）
150300410 人工関節抜去術（膝）
150300510 人工関節抜去術（胸鎖）
150300610 人工関節抜去術（肘）
150300710 人工関節抜去術（手）
150300810 人工関節抜去術（足）
150300910 人工関節抜去術（肩鎖）
150301010 人工関節抜去術（指）
150255910 人工関節再置換術（肩）
150256010 人工関節再置換術（股）
150256110 人工関節再置換術（膝）
150256210 人工関節再置換術（胸鎖）
150256310 人工関節再置換術（肘）
150256410 人工関節再置換術（手）
150256510 人工関節再置換術（足）
150256610 人工関節再置換術（肩鎖）
150256710 人工関節再置換術（指）
150051210 四肢切断術（肩甲帯）
150051310 四肢切断術（上腕）
150051410 四肢切断術（前腕）
150051510 四肢切断術（手）
150051610 四肢切断術（大腿）
150051710 四肢切断術（下腿）
150051810 四肢切断術（足）
150052110 四肢関節離断術（肩）
150052210 四肢関節離断術（股）
150052310 四肢関節離断術（膝）
150052410 四肢関節離断術（肘）
150052510 四肢関節離断術（手）
150052610 四肢関節離断術（足）
150053810 断端形成術（骨形成を要する）（その他）
150053910 切断四肢再接合術（四肢）
150059310 脊椎骨掻爬術
150059410 骨盤骨掻爬術
150059810 脊椎、骨盤脱臼観血的手術
150060210 仙腸関節脱臼観血的手術
150060310 恥骨結合離開観血的手術
150060810 腸骨翼骨折観血的手術
150384510 寛骨臼骨折観血的手術
150060910 骨盤骨折観血的手術（腸骨翼及び寛骨臼骨折観血的手術を除く）
150314210 内視鏡下椎弓切除術
150063710 脊椎腫瘍切除術
150063810 骨盤腫瘍切除術
150063910 脊椎悪性腫瘍手術
150064010 骨盤悪性腫瘍手術
150354810 腫瘍脊椎骨全摘術
150064210 骨盤切断術
150064610 脊椎骨切り術
150064710 骨盤骨切り術
150064810 臼蓋形成手術
150314510 寛骨臼移動術
150354910 脊椎制動術
150282510 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（前方椎体固定）
150368870 多椎間又は多椎弓実施加算（前方椎体固定）
150282610 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（後方又は後側方固定）
150368970 多椎間又は多椎弓実施加算（後方又は後側方固定）
150314610 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（後方椎体固定）
150369070 多椎間又は多椎弓実施加算（後方椎体固定）
150314710 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（前方後方同時固定）
150369170 多椎間又は多椎弓実施加算（前方後方同時固定）
150355010 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（椎弓切除）
150369270 多椎間又は多椎弓実施加算（椎弓切除）
150355110 脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術（椎弓形成）
150369370 多椎間又は多椎弓実施加算（椎弓形成）
150282750 脊椎側彎症手術（固定術）
150343910 脊椎側彎症手術（矯正術）（初回挿入）
150344010 脊椎側彎症手術（矯正術）（交換術）
150344110 脊椎側彎症手術（矯正術）（伸展術）
150314810 内視鏡下脊椎固定術（胸椎又は腰椎前方固定）
150066110 仙腸関節固定術
150095010 中耳、側頭骨腫瘍摘出術
150095210 中耳悪性腫瘍手術（切除）
150095310 中耳悪性腫瘍手術（側頭骨摘出術）
150096210 アブミ骨摘出術
150096350 アブミ骨可動化手術
150104210 咽頭悪性腫瘍手術
150344810 副咽頭間隙腫瘍摘出術（経側頭下窩（下顎離断を含む））
150345010 副咽頭間隙悪性腫瘍摘出術（経側頭下窩（下顎離断を含む））
150111510 頬粘膜悪性腫瘍手術
150113610 口腔、顎、顔面悪性腫瘍切除術
150115410 顎骨腫瘍摘出術（長径３ｃｍ未満）
150115510 顎骨腫瘍摘出術（長径３ｃｍ以上）
150115610 下顎骨部分切除術
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150115710 下顎骨離断術
150115810 下顎骨悪性腫瘍手術（切除）
150115910 下顎骨悪性腫瘍手術（切断）
150116110 上顎骨切除術
150116210 上顎骨全摘術
150116310 上顎骨悪性腫瘍手術（掻爬）
150116410 上顎骨悪性腫瘍手術（切除）
150116510 上顎骨悪性腫瘍手術（全摘）
150123610 胸骨切除術

Ｃ 20 胸腔鏡・腹腔鏡の手術（３日間） 150356910 胸腔鏡下試験開胸術
150357010 胸腔鏡下試験切除術
150292410 胸腔鏡下醸膿胸膜又は胸膜胼胝切除術
150317010 胸腔鏡下膿胸腔掻爬術
150357210 胸腔鏡下胸管結紮術（乳糜胸手術）
150357310 胸腔鏡下縦隔切開術
150374210 胸腔鏡下拡大胸腺摘出術
150374310 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術
150266610 胸腔鏡下肺切除術（肺嚢胞手術（楔状部分切除））
150357710 胸腔鏡下肺切除術（その他）
150270750 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術
150270850 胸腔鏡下良性胸壁腫瘍手術
150298750 胸腔鏡下肺縫縮術
150358610 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（部分切除）
150358710 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除）
150358810 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える）
150358910 胸腔鏡下食道憩室切除術
150386710 胸腔鏡下先天性食道閉鎖症根治手術
150374710 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（頸部、胸部、腹部の操作）
150374810 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（胸部、腹部の操作）
150387070 有茎腸管移植加算（胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術）
150296310 腹腔鏡下食道アカラシア形成手術
150366910 腹腔鏡下食道静脈瘤手術（胃上部血行遮断術）
150359110 胸腔鏡下（腹腔鏡下を含む）横隔膜縫合術
150275110 腹腔鏡下食道裂孔ヘルニア手術
150359210 胸腔鏡下心膜開窓術
150376110 胸腔鏡下動脈管開存閉鎖術
150361110 腹腔鏡下骨盤内リンパ節群郭清術
150377010 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術
150377110 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術
150361210 腹腔鏡下ヘルニア手術（腹壁瘢痕ヘルニア）
150361310 腹腔鏡下ヘルニア手術（大腿ヘルニア）
150388010 腹腔鏡下ヘルニア手術（半月状線ヘルニア、白線ヘルニア）
150388110 腹腔鏡下ヘルニア手術（臍ヘルニア）
150388210 腹腔鏡下ヘルニア手術（閉鎖孔ヘルニア）
150263610 腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術（両側）
150361410 腹腔鏡下試験開腹術
150361510 腹腔鏡下試験切除術
150361710 腹腔鏡下大網、腸間膜、後腹膜腫瘍摘出術
150377210 腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術
150377310 腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術
150271650 腹腔鏡下胃、十二指腸潰瘍穿孔縫合術
150377410 腹腔鏡下胃吊上げ固定術（胃下垂症手術）
150377510 腹腔鏡下胃捻転症手術
150377610 腹腔鏡下胃局所切除術（内視鏡処置を併施）
150377710 腹腔鏡下胃局所切除術（その他）
150323410 腹腔鏡下胃切除術（単純切除術）
150323510 腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）
150377810 腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術）
150377910 腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍切除術）
150378010 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除）
150323610 腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術）
150323710 腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）
150361910 腹腔鏡下食道下部迷走神経切断術（幹迷切）
150170610 食道下部迷走神経選択的切除術（単独）
150276610 腹腔鏡下食道下部迷走神経選択的切除術
150362010 腹腔鏡下胃腸吻合術
150323810 腹腔鏡下幽門形成術
150276710 腹腔鏡下噴門形成術
150323910 腹腔鏡下食道噴門部縫縮術
150276810 腹腔鏡下胆管切開結石摘出術（胆嚢摘出を含む）
150276910 腹腔鏡下胆管切開結石摘出術（胆嚢摘出を含まない）
150254110 腹腔鏡下胆嚢摘出術
150388310 腹腔鏡下総胆管拡張症手術
150277710 腹腔鏡下肝嚢胞切開術
150348010 腹腔鏡下肝切除術（部分切除）
150348110 腹腔鏡下肝切除術（外側区域切除）
150388710 腹腔鏡下肝切除術（亜区域切除）
150388810 腹腔鏡下肝切除術（１区域切除（外側区域切除を除く））
150388910 腹腔鏡下肝切除術（２区域切除）
150389010 腹腔鏡下肝切除術（３区域切除以上）
150389210 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（脾同時切除）
150389310 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（脾温存）
150271850 腹腔鏡下脾摘出術
150271950 腹腔鏡下小腸切除術（悪性腫瘍手術以外の切除術）
150363710 腹腔鏡下小腸切除術（悪性腫瘍手術）
150337610 腹腔鏡下虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴わないもの）
150272050 腹腔鏡下虫垂切除術（虫垂周囲膿瘍を伴うもの）
150277810 腹腔鏡下結腸切除術（小範囲切除、結腸半側切除）
150337710 腹腔鏡下結腸切除術（全切除、亜全切除）
150324910 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術
150364010 腹腔鏡下腸瘻、虫垂瘻造設術
150389610 腹腔鏡下人工肛門造設術
150364210 腹腔鏡下腸閉鎖症手術
150364310 腹腔鏡下腸回転異常症手術
150325110 腹腔鏡下先天性巨大結腸症手術
150325210 腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術）
150337810 腹腔鏡下直腸切除・切断術（低位前方切除術）
150337910 腹腔鏡下直腸切除・切断術（切断術）
150279210 腹腔鏡下副腎摘出術
150338110 腹腔鏡下小切開副腎摘出術
150378910 腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）
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150364710 腹腔鏡下副腎悪性腫瘍手術
150325710 腹腔鏡下腎部分切除術
150338210 腹腔鏡下小切開腎部分切除術
150325810 腹腔鏡下腎嚢胞切除縮小術
150364810 腹腔鏡下腎嚢胞切除術
150325910 腹腔鏡下腎摘出術
150338310 腹腔鏡下小切開腎摘出術
150326010 腹腔鏡下腎（尿管）悪性腫瘍手術
150338410 腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術
150389910 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる）
150326110 腹腔鏡下腎盂形成手術
150338510 腹腔鏡下移植用腎採取術（生体）
150379010 腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術
150379110 腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術
150379210 腹腔鏡下膀胱部分切除術
150379310 腹腔鏡下膀胱脱手術
150365210 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術
150379410 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術
150379510 腹腔鏡下尿膜管摘出術
150365310 腹腔鏡下膀胱内手術
150326510 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
150338810 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術
150390310 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる）
150264510 腹腔鏡下子宮内膜症病巣除去術
150390410 腹腔鏡下仙骨腟固定術
150294110 腹腔鏡下子宮筋腫摘出（核出）術
150366010 腹腔鏡下子宮腟上部切断術
150272250 腹腔鏡下腟式子宮全摘術
150327210 腹腔鏡下広靱帯内腫瘍摘出術
150379810 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がん）
150299850 腹腔鏡下多嚢胞性卵巣焼灼術
150366110 腹腔鏡下卵管形成術
150273810 胸腔鏡下交感神経節切除術（両側）
150336310 漏斗胸手術（胸腔鏡）
150274710 食道腫瘍摘出術（腹腔鏡下）
150317710 食道腫瘍摘出術（胸腔鏡下）
150361610 腹腔鏡下汎発性腹膜炎手術
150389410 腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術
150271550 腹腔鏡下腸管癒着剥離術
150389510 腹腔鏡下腸重積症整復術
150365510 腹腔鏡下尿失禁手術
150264610 子宮附属器癒着剥離術（両側）（腹腔鏡）
150264710 卵巣部分切除術（腹腔鏡）
150267650 卵管結紮術（両側）（腹腔鏡）
150270010 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（腹腔鏡）
150268250 子宮卵管留血腫手術（両側）（腹腔鏡）
150268150 卵管腫瘤全摘除術（両側）（腹腔鏡）
150268050 卵管全摘除術（両側）（腹腔鏡）

Ｃ 21 全身麻酔・脊椎麻酔の手術（２日間） 150232910 脊椎麻酔
150332510 閉鎖循環式全身麻酔１（麻酔困難な患者）
150332610 閉鎖循環式全身麻酔１
150332710 閉鎖循環式全身麻酔２（麻酔困難な患者）
150332810 閉鎖循環式全身麻酔２
150332910 閉鎖循環式全身麻酔３（麻酔困難な患者）
150333010 閉鎖循環式全身麻酔３
150333110 閉鎖循環式全身麻酔４（麻酔困難な患者）
150333210 閉鎖循環式全身麻酔４
150328210 閉鎖循環式全身麻酔５（麻酔困難な患者）
150233410 閉鎖循環式全身麻酔５
150247470 硬膜外麻酔（頸・胸部）併施加算
150247570 硬膜外麻酔（腰部）併施加算
150247670 硬膜外麻酔（仙骨部）併施加算
150342470 術中経食道心エコー連続監視加算
150350670 臓器移植術加算
150391070 神経ブロック併施加算
150391170 非侵襲的血行動態モニタリング加算

Ｃ 22 救命等に係る内科的治療（２日間）（①経皮的血管内治療） 190126810 超急性期脳卒中加算
150254910 脳血管内手術（１箇所）
150344410 脳血管内手術（２箇所以上）
150355410 脳血管内手術（脳血管内ステント）
150273510 経皮的脳血管形成術
150301110 経皮的選択的脳血栓・塞栓溶解術（頭蓋内脳血管）
150301210 経皮的選択的脳血栓・塞栓溶解術（頸部脳血管）（内頸、椎骨動脈）
150372510 経皮的脳血栓回収術
150380850 経皮的脳血管ステント留置術
150374910 経皮的冠動脈形成術（急性心筋梗塞）
150375010 経皮的冠動脈形成術（不安定狭心症）
150375110 経皮的冠動脈形成術（その他）
150260350 経皮的冠動脈粥腫切除術
150284310 経皮的冠動脈形成術（高速回転式経皮経管アテレクトミーカテーテル）
150359310 経皮的冠動脈形成術（エキシマレーザー血管形成用カテーテル）
150375210 経皮的冠動脈ステント留置術（急性心筋梗塞）
150375310 経皮的冠動脈ステント留置術（不安定狭心症）
150375410 経皮的冠動脈ステント留置術（その他）
160107550 冠動脈内血栓溶解療法
150318310 経皮的冠動脈血栓吸引術
150381550 オープン型ステントグラフト内挿術（弓部）
150381650 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁置換・形成）
150381750 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁・基部置換）
150381850 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、弁温存置換術）
150381950 オープン型ステントグラフト内挿術（上行・弓部同時、その他）
150382050 オープン型ステントグラフト内挿術（下行）
150301310 ステントグラフト内挿術（胸部大動脈）
150301410 ステントグラフト内挿術（腹部大動脈）
150301510 ステントグラフト内挿術（腸骨動脈）
150360610 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（止血術）
150376810 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（選択的動脈化学塞栓術）
150360710 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（その他）
150387310 経カテーテル大動脈弁置換術（経皮的大動脈弁置換術）

Ｃ 22 救命等に係る内科的治療（２日間）（②経皮的心筋焼灼術等の治療） 150253810 不整脈手術（副伝導路切断術）
150253910 不整脈手術（心室頻拍症手術）
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150275610 不整脈手術（メイズ手術）
150346710 経皮的カテーテル心筋焼灼術（心房中隔穿刺、心外膜アプローチ）
150262810 経皮的カテーテル心筋焼灼術（その他）
150346870 三次元カラーマッピング加算
150370050 磁気ナビゲーション加算
150303310 経皮的中隔心筋焼灼術
150267310 体外ペースメーキング術
150140110 ペースメーカー移植術（心筋電極）
150140210 ペースメーカー移植術（経静脈電極）
150346910 植込型心電図記録計移植術
150347010 植込型心電図記録計摘出術
150303210 両心室ペースメーカー移植術
150387410 植込型除細動器移植術（経静脈リード）
150383250 植込型除細動器移植術（皮下植込型リード）
150336910 両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術
150347210 経皮的大動脈遮断術

Ｃ 22 救命等に係る内科的治療（２日間）（③侵襲的な消化器治療） 150336810 内視鏡的食道粘膜切除術（早期悪性腫瘍粘膜下層剥離術）
150323010 内視鏡的胃、十二指腸ポリープ・粘膜切除術（早期悪性腫瘍粘膜下層）
150362310 内視鏡的経鼻胆管ドレナージ術（ＥＮＢＤ）
150174910 内視鏡的胆道結石除去術（胆道砕石術を伴うもの）
150362510 内視鏡的胆道結石除去術（その他）
150175310 内視鏡的胆道拡張術
150175410 内視鏡的乳頭切開術（乳頭括約筋切開のみ）
150296710 内視鏡的乳頭切開術（胆道砕石術を伴う）
150254410 内視鏡的胆道ステント留置術
150363610 内視鏡的膵管ステント留置術
150378410 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍ以内）（腹腔鏡）
150378510 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍ以内）（その他）
150378610 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍを超える）（腹腔鏡）
150378710 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍを超える）（その他）
150363910 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
150164850 内視鏡的消化管止血術
150263950 小腸結腸内視鏡的止血術
150341450 内視鏡的乳頭拡張術

28
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入院医療等の調査・評価分科会における検討結果 報告（案） 

平成 29 年 11 月○日 

入院医療等の調査・評価分科会 

分科会長 武藤正樹 

I.概要

 診療報酬調査専門組織の一つである「入院医療等の調査・評価分科会」（以下「分科会」

という。）は、平成 28 年度診療報酬改定に係る答申書附帯意見のうち、入院医療に関連

する事項及び平成28年 12月から平成29年 5月までに中央社会保険医療協議会総会にお

いて議論された入院医療に関する事項について、平成 28 年度診療報酬改定後の状況の調

査・検証を行い、平成 30 年度診療報酬改定に向けた評価・検討に資することを目的とし

て「平成 28 年度入院医療等における実態調査」及び「平成 29 年度入院医療等における

実態調査」を実施し、以下の項目について、調査結果の分析及び技術的課題に関する検

討を行った。 

１．急性期入院医療について【別添資料ｐ７-ｐ67】 

１－１．一般病棟入院基本料の算定病床の動向 

１－２－１．７対１、10 対１一般病棟入院基本料の平成 28 年度の改定の影響 

１－２－２．７対１、10 対１一般病棟入院基本料の評価手法 

１－３．13 対１、15 対１一般病棟入院基本料 

１－４．短期滞在手術等基本料 

１－５．特定集中治療室管理料等 

１－６．総合入院体制加算 

１－７．救急医療管理加算 

２．地域包括ケア病棟入院料【別添資料ｐ68-ｐ87】 

２－１．算定病床の動向 

２－２．入棟前の居場所別の分析 

３．回復期リハビリテーション病棟入院料【別添資料ｐ88-ｐ107】 

３－１．算定病床の動向 

３－２．リハビリテーションの提供状況 

４．慢性期入院医療について【別添資料ｐ108-ｐ162】 

４－１．療養病棟入院基本料の算定病床の動向 

４－２．医療区分別の分析 

４－３．療養病棟入院基本料に関するその他の事項 

４－４．障害者施設等入院基本料及び特殊疾患病棟入院料 

５．有床診療所入院基本料【別添資料ｐ163-ｐ176】 

診 調 組  入 － ２

２ ９ ． １ １ ． ２
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５－１．有床診療所入院基本料の区分別の分析 

５－２．診療科別の医療の提供状況 

６．横断的事項について【別添資料ｐ177-ｐ200】 

６－１．入退院支援 

６－２．在宅復帰に関する評価 

６－３．データ提出加算 

７．入院時食事療養等に関する事項 

  ７－１．病院の給食部門における収支の状況 

  ７－２．経腸栄養用製品の使用及び食材費等の状況 

 

 

II.検討結果の概要 

 

○ 医療を取り巻く現状 

入院医療では、65 歳以上の入院患者が 70％を超えており、今後も高齢者向けの医療ニー

ズが増加する事が予想される。一方で、医療・介護の支え手の減少が見込まれる中で、限ら

れた医療資源に配慮しつつ、より質の高い入院医療を提供でき、医療ニーズの変化にも対応

しうるような効果的・効率的なサービス提供や、患者の状態に応じた入院医療の提供といっ

た視点について、調査結果の評価・検討を行う前提として認識を共有した。 

 

１． 急性期入院医療について 

１－１．一般病棟入院基本料の算定病床の動向 

・ ７対１一般病棟入院基本料の届出病床数は、約 38 万床をピークに近年は減少傾向であ

り、平成 29 年 4 月時点では約 35.4 万床となっている。その病床利用率も減少しており、

算定回数については平成 25 年をピークに減少している。都道府県別に７対１から 15 対１

までの区分別届出病床数の構成割合をみると、地域によってばらついている。 

・ ７対１一般病棟入院基本料を届け出ている医療機関及び届出病床数を開設者別にみると、

その他の一般病棟に比べ、「国立、公立、公的・組合」の割合が多くなっている。 

・ ７対１一般病棟の入院患者をみると、その他の一般病棟に比べ、65 歳未満の患者の割

合が多い。疾病別にみると、７対１一般病棟では、悪性腫瘍等の入院患者の割合が最も多

いが、その他の一般病棟では、骨折や肺炎等の入院患者の割合の方が多かった。 

・ 病棟群単位の届出状況をみると、平成 28 年度調査結果では、調査対象の中で現に病棟

群単位の届出を行っている医療機関は８施設であり、調査対象施設の 1.2％であった。届

け出ていない医療機関に、現行の病棟群単位の取扱いを前提として、今後の届出の意向を

聞くと、10 対１一般病棟への変更を予定していないとの回答が 96％、10 対１一般病棟へ

の変更を予定しているが段階的変更は不要のためとの回答が２％、病棟群での届出につい

て検討中/準備中との回答が１％であった。 
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・ 病棟群単位の届出状況の平成 29 年度調査結果では、病棟群単位の届出を行なっている医

療機関は 14 施設あり、調査対象施設の約 2％であった。病棟群単位を届け出ていない理

由には、現状で７対１一般病棟の基準をみたしているとの回答が最も多かった。一方、

届出要件が満たせないとの回答もあり、具体的には、病床数の削減に係る要件が満たせ

ないとの回答であった。

・ ７対１と 10 対１一般病棟の平均在院日数と重症度、医療・看護必要度該当患者割合の

関係をみると、調査対象期間に限定した結果であるが、10 対１一般病棟であっても、該

当患者割合が 25％以上で、平均在院日数が 18 日以下となっている医療機関が一定数存在

する。 

・ ７対１と 10 対１一般病棟の病棟単位での看護職員配置の状況をみると、病床利用率

80％と仮定した必要配置数に比べ、看護職員を 115％以上手厚く配置している病棟が一定

数存在すると推計された。そのうち、10 対１一般病棟では、該当患者割合が 25％以上の

病棟や、平均在院日数が 18 日以下の病棟が一定数存在すると推計された。 

・ 重症度、医療・看護必要度の該当患者割合は、平成 28 年度診療報酬改定で C項目を導

入する等の見直しが行われ、平成 27 年の同時期と比較して７対１一般病棟で 9.6 ポイン

ト、10 対１一般病棟で 4.7 ポイント増加している。

・ 該当患者割合別の医療機関の分布をみると、7対１一般病棟では施設基準の基準値であ

る 25％以上の病棟が最も多いが、10 対１一般病棟では全体にばらついている。 

・ 重症度、医療・看護必要度の在院日数別の該当患者割合は、在院２日目が最も高くなり、

その後 11 日目まで漸減している。

・ ７対１一般病棟の重症度、医療・看護必要度の判定基準は、A 得点２点以上かつ B得点

３点以上、A得点３点以上又は C得点１点以上であるが、非該当の患者は約 75％となって

いる。非該当患者のうち、A 項目・B 項目ともに０点の患者は約 4 割弱存在する一方で、

その他の患者は全ていずれかの項目に該当しており、該当項目の内訳をみると、A項目で

は「専門的な医療処置」に該当する患者が多く、B項目では「衣服の着脱（１点、２点）」、

「口腔清潔」に該当する患者が多かった。なお、A項目・B項目ともに０点の患者につい

て詳細なデータを提示すべきとの指摘がある一方で、急性期の病棟には手術前の患者や退

院前の患者も一定数存在するため非該当の患者は０％にはならないとの指摘があった。 

・ ７対１一般病棟の診療科別の重症度、医療・看護必要度の該当患者割合をみると、「呼

吸器外科」が 40.3%と高く、次いで「救急医学科」、「心臓血管外科」であり、外科系が比

較的高い割合であった。なお、内科系の疾患における重症な患者についての分析が必要で

はないかとの指摘があった。 

１―２―１． ７対１、10 対１一般病棟入院基本料の平成 28 年度改定の影響 

（今回の議論） 
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１－２―２．７対１、10 対１一般病棟入院基本料の評価手法 

・ 入院基本料は、平成 12 年度の診療報酬改定で、従前の医学的な管理に関する費用であ

る入院時医学管理料、看護職員の配置数に応じた評価である看護料、療養環境の提供の評

価としての入院環境料を統合して創設され、入院の際に行われる医学的な管理、看護、療

養環境の提供を含む基本的な一連の診療を評価している。 

・ 現行の一般病棟入院基本料（７対１、10 対１）の施設基準は、入院基本料に含まれる

上記の要素を適切に評価するため、複数の指標で基準が設定されている。指標のうち、

重症度、医療・看護必要度、平均在院日数、在宅復帰率について、それぞれの項目の診

療実績や算定状況等について調査結果を分析した。 

（１）重症度、医療・看護必要度

（導入の経緯と現状） 

・ 現行の一般病棟入院基本料（７対１、10 対１）等の施設基準に導入されている「重症

度、医療・看護必要度」は、急性期の入院医療における患者の状態に応じた医療及び看護

の提供量の必要性を適切に反映するための指標として開発され、より医療ニーズや手厚い

看護の必要性が高い患者の状態や医療処置、看護の提供量等に着目した評価指標となって

いる。 

・ 平成 14 年度改定の特定集中治療室管理料において、集中治療室での管理を必要とする

重症患者を評価する指標として「重症度」が導入され、判断基準と患者割合が設定された。 

・ 平成 16 年度改定では、ハイケアユニット入院医療管理料の創設において、集中治療室

での管理は要しないが、一般病棟よりも手厚い体制の治療室で診療を評価する指標として、

「重症度・看護必要度」が導入され、判定基準と患者割合が設定された。 

・ その後、平成 18 年度改定で７対１入院基本料が創設された際、手厚い看護が必要な患

者を受け入れる病棟であることからハイケアユニットの「重症度・看護必要度」を参考と

して患者の状態に係る評価を行い、実情に合わせた適正な配置となるよう管理するという

基本的な考え方を示した。 

・ 平成 20 年度改定で、平成 19 年度の中央社会保険医療協議会の建議をふまえ、急性期等

の手厚い看護が必要な入院患者が多い病院等に限って届出を可能とするために、より医療

ニーズや手厚い看護が必要な患者の状態に着目した評価として、一般病棟での調査結果を

基に一般病棟用の「重症度・看護必要度」を新たに開発し、これを用いた判定基準と患者

割合が、７対１入院基本料の施設基準として導入された。 

・ 平成 22 年度改定では、10 対１一般病棟入院基本料でも、基準値はないが測定すること

が要件となった。 

・ 平成 26 年度改定では、一般病棟用の「重症度・看護必要度」について、急性期の患者

の特性を評価する項目と基準に見直され、名称も「重症度、医療・看護必要度」と改め

られた。

・ 平成 28 年度改定では更に、急性期に密度の高い医療を必要とする状態が適切に評価さ

れるよう、専門的な医療処置や手術等の項目（C項目）の追加等の見直しが行われた。
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・ 現行の「重症度、医療・看護必要度」の評価項目の内訳は、モニタリングや専門的な処

置の有無でみた A項目、ADL の状況等をみた B項目、手術等の密度の高い医療の提供をみ

た C項目といった複合的な項目で構成されている。 

（評価手法等） 

・ 重症度、医療・看護必要度を用いた評価手法としては、７対 1一般病棟入院基本料では

基準値（カットオフ値）による施設基準での評価であるのに対し、10 対 1 一般病棟入院

基本料では診療実績に応じた段階的な加算での評価となっている。

・ 該当患者割合別の医療機関の分布については、７対１一般病棟の分布は基準値の 25％

以上に集中していて、10 対１一般病棟で分布がばらついているのは、評価手法の違いが

影響していると分析された。 

・ 評価手法の選択に当たっては、指標の性質や指標が着目した項目と結果との相関などを

分析しつつ、簡便であることや客観性が確保されていること等も踏まえて選択されること

が望ましいと考えられた。

・ なお、他の指標も含めて、指標自体の妥当性や合理性について十分に検証する必要があ

るとの指摘があった。 

（測定方法等） 

・ 前述の経緯から、現行の「重症度、医療・看護必要度」は、その開発・導入で活用され

た「重症度・看護必要度」の測定・評価方法が用いられてきた。測定は、日々の状態変化

や日内変動を入院患者ごとに各評価項目を用いて病棟において毎日測定し、毎月平均値を

算出している。これによって明らかにされた、入院患者に必要とされる医学的な管理やよ

り正確な看護の必要性を、適正な看護師の配置管理にも活用することで医療や看護の質の

向上につながる有用な評価指標としての運用がなされている。 

・ 他方、一般病棟入院基本料の「重症度、医療・看護必要度」は本来、急性期の医学的な

管理や患者の状態に応じた看護の必要性について“入院基本料の報酬算定に反映させる”

ために実施するものであり、日々の診療の中でより適切に各病棟の看護師の配置を管理す

るために実施するものとは異なる視点から導入されてきたとの指摘がある。 

・ また、報酬算定の事務手続として考えれば、入院基本料の施設基準における指標の測定・

評価は診療報酬の請求のためのものであり、患者の状態に応じた医学的な管理や看護の提

供量の正確な測定の反映とは別であるという視点からは、現場では負担であるとの指摘や、

経営的な観点からは患者の状態に応じた医療の提供よりも基準値をクリアすることに重

点が置かれてしまうのではないかとの指摘、さらに、新たに追加された C項目が負担であ

るとの指摘等もあり、配慮が必要と考えられた。

・ 平成 28 年度調査結果では、重症度、医療・看護必要度の見直しの影響に関する質問で

は、新規項目の追加による入力作業の増加と新規項目についての研修が一定の負担になっ

たとの回答が概ね半数以上であった。 
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・ 平成 28 年度診療報酬改定で、データ提出の様式に重症度、医療・看護必要度の項目を

反映した Hファイルが導入された。当該提出データには、診療報酬請求区分の情報（EF

ファイル）も含まれている。

・ 重症度、医療・看護必要度の評価項目のうち A項目と C項目について、診療報酬請求区

分と関連しているものがある。A項目は、臨床現場のプロセスを評価するものであり、診

療報酬の請求区分とは異なるため、仮に診療報酬請求区分を用いた分析で該当患者割合を

算出するとしても、その結果を解釈するのは困難ではないかという指摘があった一方で、

診療報酬の請求のための指標として活用できる可能性を分析することは意味があり検証

すべきとの指摘があった。 

・ 重症度、医療・看護必要度の評価項目と関連性が高い診療報酬の請求区分とで、各項

目の該当性をみると、一定程度重なる部分があることから、複数の診療報酬請求区分の

項目を組み合わせることや、評価の該当期間に関する情報を追加した上で、報酬算定の

事務手続の合理化の観点も含めてまずは現行の該当患者割合と前述の診療報酬請求区分

を使った分析による該当患者割合との分布や相関などを検証すべきではないかと考えら

れた。 

（分析結果） 

（今回の議論） 

（２）平均在院日数

・ 平均在院日数は、1入院当たりの在院期間に着目して効率的な入院医療の提供を評価す

る指標であるが、７対１一般病棟は 18 日以内、10 対１一般病棟は 21 日以内が基準値と

なっている。平成 28 年度の調査結果では、７対１一般病棟の平均値は 12.5 日、10 対１

一般病棟の平均値は 15.9 日となっており、基準値と比較すると短い。また、10 対１一般

病棟に比べ、７対１一般病棟では短い。 

・ 平成 28 年度の調査結果を用いて、平均在院日数を年齢階級別にみると、７対１一般病

棟では全体の平均値が 16.5 日であるが、75 歳以上の患者では全体の平均より上回ってお

り、95 歳以上では 20.6 日となっている。 

・ 平均在院日数の推移をみると、近年は横ばいでほとんど変化していないが、長期的には

平均在院日数が短縮されており、結果として病床利用率が下がっているとの指摘があった。 

（３）在宅復帰率

・ 在宅復帰率は、患者の退院先に着目して医療機関における在宅復帰に向けた取組や連携

を評価する指標であるが、７対１一般病棟では 8割以上が基準値となっており、10 対１

一般病棟では基準値はない。
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・ 在宅復帰率別に医療機関の分布をみると、７対１一般病棟では、90％を超える医療機関

が全体の約 75％をしめ、ほぼ全ての医療機関が基準値を超えている。 

・ 在宅復帰率については、一般病棟の施設基準の評価項目の一つとなっているが、急性期

の入院医療については、他の評価項目で十分に評価できているのではないかとの指摘もあ

った。 

１－３．13 対１、15 対１一般病棟入院基本料 

（医療の提供体制） 

・ 13 対１、15 対１一般病棟入院基本料の届出病床数及び平均在院日数は近年横ばい。

・ 13 対１、15 対１一般病棟入院基本料の病棟を有している医療機関の病床規模は、100

床未満の医療機関が大半であった。 

（患者の状態） 

・ 患者の年齢階級別分布をみると、75 歳以上の患者の占める割合は、７対１一般病棟よ

り多く、13 対１一般病棟入院基本料では 76.0％、15 対１一般病棟入院基本料では 67.0％

であった。 

・ 疾患別の患者割合をみると、13 対１、15 対１一般病棟入院基本料ともに、「骨折・外傷

（脊髄損傷以外）」、「肺炎」の患者の占める割合が、その他の疾患に比べて多い。 

・ 13 対１、15 対１一般病棟入院基本料を算定する患者について、調査月の 1日当たりの

平均点数と認知症患者数の割合は、いずれも、地域包括ケア病棟入院料・回復期リハビリ

テーション病棟入院料と、療養病棟入院基本料との間の値であった。

（医療機能の取扱い） 

・ 病床機能報告においては、各医療機関の状況に応じて、病棟が担う機能をいずれか１つ

選択して報告することが可能であるが、13 対１、15 対１一般病床については、一般的に

は急性期機能、回復期機能、慢性期機能のいずれかの区分で報告するという整理が検討さ

れている。 

・ 13 対１、15 対１一般病床については、小規模ながら急性期から慢性期までの患者を受

け入れ、効率的に地域の医療ニーズに応えていると考えられた。また、データ提出を進め

るべきではないかとの指摘がある一方で、小規模な病院ではデータ提出に対応できる体制

をとることが難しいので配慮が必要との指摘もあった。 

１－４．特定集中治療室管理料等 

（今回の議論） 
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１－５．短期滞在手術等基本料 

・  短期滞在手術等基本料３の算定状況を見ると、平成 28 年度改定で追加・変更のあった

ものも含め、算定回数に大きな変化はなかった。 

・  現在、短期滞在手術等基本料３の対象となっていない検査や手術等のうち、平均在院

日数が平均値＋１ＳＤが５日以内、該当症例数が 100 件以上、かつ、包括範囲出来高点

数の分布のばらつきが少ないものの３つの要件にすべてに該当する手技を抽出したとこ

ろ、４つの手術等が該当した。 

・  抽出された４つの手術等を新たに短期滞在手術等基本料に追加するかどうかについて

は、分散など詳細をみながら慎重に検討すべきとの指摘や、短期滞在手術等基本料の対

象は該当するものは広めていくべきといった指摘もあった。 

 

（今回の議論） 

 

 

１－６．総合入院体制加算 

・ 総合入院体制加算の届出医療機関数をみると、平成 27 年と平成 28 年を比較すると、届

出医療機関数は増加している。特に、加算１の届出医療機関数は４件から 32 件に増加し

ており、加算１の算定要件を見直した影響と考えられた。 

 

１－７．救急医療管理加算 

・  救急医療管理加算については、平成 26 年度及び平成 28 度に改定が行われているが、算

定回数の推移を見ると、全体の算定回数はほぼ横ばいから微増であるが、内訳をみると

救急医療管理加算１は減少し、救急医療管理加算２が増加している。 

・ 医療機関ごとに救急医療管理加算算定患者のうち、加算２算定患者の占める割合の分布

をみると、加算２の算定患者割合は医療機関ごとに幅広い分布を示した。 

・ 救急車で来院し入院した患者のうちの救急医療管理加算の算定状況をみると、概ね７割

くらいの医療機関が多いが、全体の分布は多様であった。 

・ 以上のような多様性があることから、救急医療管理加算を算定している症例について、

救急現場ですでに使用されている評価指標等を用いてさらに分析する必要があると考え

られた。 

・ なお、救急医療管理加算を算定している患者の状態は様々であり、評価指標による一律

の判断になじまないが救急医療を必要とする症例も存在するので、結果の解釈には留意

が必要との指摘があった。 

 

（今回の議論） 
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２． 地域包括ケア病棟入院料 

地域包括ケア病棟入院料については、急性期治療を経過した患者や在宅において療養を行

っている患者等を受け入れ、その在宅復帰支援等を行う機能が想定されている。地域包括ケ

アシステムの構築を推進する観点から、入院患者の状態や医療の内容等に応じた適切な評価

の視点で調査結果を評価・検証した。 

２－１．算定病床の動向 

・ 地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料の届出病床数は、近年増加傾向であり、平成

28 年 10 月時点で約 5.2 万床であった。入院料の区分別に病床数をみると、地域包括ケア

病棟入院料１が最も多い。 

・ 開設者別にみると、民間が約６割で最も多い。入院料の区分別にみると、地域包括ケア

病棟入院料１では「国、公立、公的・組合」の占める割合が約３割強で、他の入院料の種

類に比べて多い。 

・ 病床規模別に医療機関数の分布をみると、100 から 199 床までの医療機関が最も多い。

国公立では 200 から 399 床までの割合が民間に比べて多い。 

・ 平成 28 年度診療報酬改定前後の１年間の動向をみると、地域包括ケア病棟入院料１を

新規に届出た医療機関では、７対１一般病棟の病床が減少した医療機関が多かった。 

２－２．入棟前の居場所別の分析 

（入棟前の居場所別の分析） 

・ 各病棟の入院患者を入棟前の居場所別に分析すると、自院の一般病棟からの受入患者が

９割以上である病棟が多いが、一定程度自宅等からも患者を受け入れている病棟もあった。 

・ 自院に一般病棟（７対１、10 対１）を有する医療機関について、入棟前の居場所が「自

院の７対 1、10 対 1 病床」である患者の割合をみると、その割合が「90％以上」の医療機

関は、いずれも約３割であった。 

・ 疾患別にみると、自宅等から入棟した患者では、骨折等の患者が多いが、肺炎等の他の

疾患の患者も多く含まれていた。自宅等以外から入棟した患者では、骨折等の患者が最も

多かった。 

・ 入院継続の医学的な理由別にみると、自宅等から入棟した患者では急性期治療の必要性

や状態が悪化する可能性などが主な理由となっていたが、自宅等以外から入棟した患者で

は、リハビリテーションの必要性が主な理由となっていた。

・ 自院の一般病棟(７対１、10 対１)から入棟した患者と、他院の一般病棟（７対１、10

対１）から入棟した患者とで、患者の疾患や医学的な理由といった患者の状態や医療内容

等について比較分析したが、明らかな違いはなかった。しかし、自院の他病棟から転棟す

る患者と他院から転院する患者とでは、受け入れる際に様々な点で異なることに留意すべ

きとの指摘があった。 

・ 一般病棟（７対１、10 対１）から入棟した患者と、自宅等から入院した患者とで、患

者の疾患や医学的な理由、検査の実施状況等について、一定程度の差がみられた。なお、
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結果の解釈に当たっては、地域包括ケア病棟入院料は、そもそもその両方の患者を受け入

れる機能を持つ病棟として位置付けられていることに留意すべきとの指摘もあった。 

（医療の内容） 

・ 調査日から７日以内の地域包括ケア病棟で提供される医療の内容の詳細をみると、検体

検査、X線単純撮影を受けた患者の割合は、生体検査、CT・MRI に比べて多かった。

・ 平成 28 年度診療報酬改定で手術と麻酔を包括範囲から除外で出来高算定できるような

ったが、平成 28 年 11 月の調査結果でみると、約 3.5％の患者で入棟中に手術が実施され

ていた。手術の内訳をみると、輸血や胃瘻造設等であった。 

・ 地域包括ケア病棟におけるリハビリテーションの実施状況をみると、平均して約７割の

患者がリハビリテーションの対象患者であり、対象者一人当たり 1日当たり実施単位数は、

平均２単位以上４単位未満が大半であった。

（在宅医療の提供状況） 

・ 地域包括ケア病棟を有する医療機関の約 3割が在宅療養支援病院であった。地域包括ケ

ア病棟を有する病院で、訪問診療を行う部門は約２割で設置していた。また、訪問看護を

行う部門は約１割であるが、併設の訪問看護ステーションが設置されている病院は約４割

であった。 

３． 回復期リハビリテーション病棟入院料 

３－１．算定病床の動向 

・ 回復期リハビリテーション病棟入院料の届出病床数については、創設当時から増加傾向

にあり、平成 27 年７月時点で約８万床であった。都道府県別の 65 才以上人口 10 万人当

たりの届出病床数をみると、地域によって病床数はばらついていた。

・ 回復期リハビリテーション病棟入院料１から３の種類別に入院患者の状況をみると、い

ずれの入院料も約６割の患者が 75 歳以上であった。患者の疾患をみると、入院料１では

脳梗塞が、入院料２・３では骨折・外傷（脊髄損傷以外）が、最も多かった。また、認知

症日常生活自立度や、ADL の改善度についても、入院料の種類別に差があった。

・ 回復期リハビリテーション病棟では、入院患者の状態や早期からのリハビリテーション

の提供等により、理学療法士等を、施設基準で定める数よりも大幅に加配していた。

・ 回復期リハビリテーション病棟の入院患者における障害高齢者の日常生活自立度につい

ては、「自立」の患者が最も多く、次いで「ランク C2」が多かった。

・ 回復期リハビリテーション病棟における平均在棟日数は、約 71 日（入院料１の場合）

で、発症から回復期リハビリテーション病棟への入棟までの期間は平均 25.6 日である。

「股関節又は膝関節の置換術後」の患者は「大腿骨等の骨折の患者」に比べて、早期に退

院していた。 
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３－２．リハビリテーションの提供状況 

・ 回復期リハビリテーション病棟の入院患者に対する疾患別リハビリテーションの提供単

位数は、患者一人当たり一日平均６単位強で、近年横ばい傾向であった。 

・ 回復期リハビリテーション病棟から自宅に退院する患者の約 65％が、退院後もリハビ

リテーション又は機能訓練が必要との回答であった。 

・ 回復期リハビリテーション病棟を有する医療機関のうち、72％が訪問リハビリを、65％

が通所リハビリを実施していると回答した。 

・ 回復期リハビリテーション病棟を退院した患者で、退院後と退院 1ヶ月後とを比較する

と、ADL が低下するとの研究結果があった。 

・ 退院直後の患者のリハビリテーションの提供状況や、患者の機能回復の経過に着目した

データについても、引き続き分析すべきと考えられた。 

 

 

４． 慢性期入院医療について 

慢性期入院医療については、今後の高齢者の増加が見込まれる中で、必要な医療が提供で

きる体制を確保できるよう、在宅で療養している患者の受け入れや高齢者の機能維持に係る

リハビリテーションの提供といった視点で、調査結果を評価・検証した。 

なお、社会保障審議会「療養病床の在り方等に関する特別部会」にて、療養病棟入院基本

料２については、より医療の必要性が高い慢性期患者に対して適切な入院医療を提供する観

点等から、中央社会保険医療協議会総会において検討することが適当とされている点も共有

した。 

 

４－１．療養病棟入院基本料の算定病床の動向 

・ 療養病棟入院基本料の届出病床数は近年横ばいだが、療養病棟入院基本料１の割合が増

えている。 

・ 医療区分２・３該当患者割合は、療養病棟入院基本料１では、平均値で約 90％となっ

ているが、療養病棟入院基本料２では、分布はばらついていた。 

・ 療養病棟入院基本料２のうち、看護職員配置 25 対１又は医療区分２・３の該当患者割

合５割の要件を満たさない場合の減算に係る届出状況をみると、医療機関数、病床数とも

に約３割が減算に係る届出を行っている。 

・ データ提出加算の算定対象病棟に療養病棟が追加されたが、療養病棟入院基本料の届出

病床のうちのデータ提出加算を届け出ている病床の割合は、約 25％であった。 

・ 医療区分別に、DPC データで入院基本料を除く全ての診療行為を出来高点数で積み上げ

た１日当たり平均点数を見ると、点数にはばらつきがあるが、医療区分２・３に比べ、医

療区分１では低い分布が多い。医療区分２と３ではあまり差はなかった。 

・  医療区分の内容についてより詳細に検証するため、データ提出を強化すべきとの指摘

がある一方で、療養病棟を有する病院は病床規模の小さい病院が多くデータ提出に対応

するのは困難ではないかとの指摘などがあった。 
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４－２．医療区分別の分析 

（医療区分の状況） 

・ 現行は、医療区分１～３と、ADL 区分１～３とで、入院基本料は９つに分類されている。

医療区分に係る評価は毎日測定し、診療報酬請求の際に毎月報告することになっているが、

導入されて以降、大きな変更は行われていない。

・ 平成 28 年度診療報酬改定で、医療区分３の項目のうち、酸素療法の程度に応じて、医

療区分２と医療区分３に定義を分ける改定を行ったが、該当患者はおおよそ半分ずつであ

った。 

・ 療養病棟入院基本料の区分別算定回数と年次推移をみると、区分 A（医療区分３）と区

分 D（医療区分２）の算定回数が多く、区分 A は増加傾向、区分 Dは減少傾向であったが、

平成 28 年では逆に、区分 Aは減少、区分 Dは増加に転じた。  

・ 医療区分２・３の該当患者割合をみると、療養病棟入院基本料１は約９割、療養病棟入

院基本料２は約６割であった。該当患者割合の分布は、療養病棟入院基本料１は基準値の

80％を超えている医療機関がほとんどであるが、療養病棟入院基本料２では、全体にばら

ついていた。 

・ 任意の２ヶ月間における入院患者の医療区分の変化をみると、約５〜７割の患者は同

じ医療区分であるが、退院、改善、又は悪化する患者も存在する。 

・ 医療区分の該当項目数別の割合をみると、医療区分２と３共に該当項目が１項目であ

る患者が７割以上である一方で、２・３項目以上に該当するような患者も約２～３割で

あった。１項目のみに該当する患者で該当項目の内訳をみると、医療区分３では中心静

脈栄養が、医療区分２では喀痰吸引（１日８回以上）が最も多かった。

（患者の状況） 

・ 医療区分別に年齢階級を比較すると、いずれの区分も 85 から 89 歳までの割合が最も多

く、約２割であった。疾患別の患者割合をみると、脳梗塞・脳出血の占める割合が最も多

く、約３割であった。

・ 療養病棟入院基本料の医療区分別に入院期間別の算定割合を見ると、いずれの区分も

180 日を超える区分が最も多く約６割を占めるが、在宅復帰機能強化加算を算定している

病棟の医療区分１の患者では、その他に比べて、180 日を超える患者の割合が少ない。 

・ 認知症ありの割合は約半数を占めるが、医療区分が上がるほど、日常生活に支障をきた

すような症状を有する患者が多い 

・ 医療区分別に医療提供の状況をみると、医療区分が上がるほど、病状が不安定で、医療

や看護の提供頻度が高い患者の割合が多い。 

・ 以上から、現行の医療区分については、概ね医療区分３において、比較的状態が不安

定で、医療の提供頻度の高い患者の割合が多く、医療区分１において、比較的状態が安

定しており、医療の提供頻度の低い患者の割合が多くなる傾向があり、医療区分による

分類と患者の医療ニーズの間には一定の相関があると考えられた。なお、DPC データなど

より詳細なデータを用いた分析も進めるべきではないかとの指摘もあった。 
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（療養病棟入院基本料２） 

・ 職員配置を見ると、看護職員、看護補助者は、病棟ごとに多様であり、療養病棟入院基

本料１相当の職員配置がある病棟も一定数存在する。 

・ 医療区分２・３該当患者割合をみると、全体にばらついているが、80％を超える病棟も

一定数存在する。 

・ 平均在院日数を退院支援加算の算定状況別にみると、療養病棟入院基本料１と同様に、

退院支援加算を算定している病棟の方が平均在院日数は短く、全体の平均在院日数をみる

と、療養病棟入院基本料１と比べて大きな差はない。 

・ このように、療養病棟入院基本料２が療養病棟入院基本料１と比べ、多様性を示してい

る理由について分析する必要があるのではないかと考えられた。 

 

４－３．療養病棟入院基本料に関するその他の事項 

・ 在宅復帰機能強化加算の算定状況を見ると、療養１で約 25％が加算を届け出ている。 

救急・在宅等支援療養病床初期加算の算定要件は入院日から 14 日を上限として算定する

加算であるが、算定件数をみると、療養病棟入院基本料１、療養病棟入院基本料２とも、

入院基本料の算定件数の約 10％程度であった。 

・ 療養病棟への入棟元は自院又は他院の急性期病棟が多いが、退院先は死亡退院が約４割

で最も高い。なお、療養病棟に入院する患者では死亡退院の割合が、その他の病棟と比べ

て高いが、看取りを目的として療養病棟に入院しているとの意味ではないことに留意すべ

きとの指摘があった。 

・ 看取りについては、「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライ

ン」がまとめられているが、医療従事者や介護職員における認知度は高くない。 

・ 医学的には外来・在宅でも良いが、他の要因のため退院予定がないと回答した患者につ

いて、退院後に最も必要な支援の内容をみると、日常生活動作に関わる介護が最も多く、

医療区分１では約４割で、他の区分に比べ多かった。また、退院できない理由をみると、

「家族の希望に適わないため」が最も多く約 35％であった。 退院に向けた目標・課題

は、「病態の安定」が最も多く、次いで「看取り」、「入所先の施設確保」が多い。 

・ 疾患別リハビリテーションについては、算定日数上限が設けられており、最大 180 日ま

でであり、181 日以降は、算定日数上限の除外患者を除き、月 13 単位までとなり、要介

護被保険者では点数も低くなる。 

・ 疾患別リハビリテーションの実施状況を見ると、１回当たりのリハビリテーションの平

均提供量は、２単位未満（平均約１単位）が最も多い。１週間あたりの平均リハビリテー

ション提供回数は、２〜４回未満と４〜６回未満とで約８割であった。 

・ リハビリテーションの提供量及び提供回数と、在宅復帰率の関係の分析については、患

者の状態に関する詳細な情報が必要と考えられた。 

 

４－４．障害者施設等入院基本料及び特殊疾患病棟入院料 

（評価の変遷） 
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・ 障害者施設等入院基本料と特殊疾患病棟入院料（以下「障害者施設等入院基本料等」と

いう。）では、包括範囲が異なるものの、患者の疾病や状態について、類似している。 

・ 障害者施設等入院基本料の届出病床数は約 67,000 床、特殊疾患病棟入院料の届出病床

数は約 13,000 床となっている。 

・ 障害者施設等入院基本料等については、平成 28 年度改定で、重度の意識障害であって

脳卒中の患者に対する評価を、療養病棟入院基本料の評価体系を踏まえた評価に見直した。 

（患者の状況） 

・ 脳卒中の患者（脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血及びその他の脳血管障害等）の割合を

入院料別にみると、療養病棟では約３割、特殊疾患病棟入院料１では約２割、障害者施設

等入院基本料では１割弱であった。 

・ 脳卒中の患者について、平成 28 年度診療報酬改定の前後を比較すると、医療区分２・

３相当の患者の割合、医療提供の頻度、急性増悪の患者の割合等が、同様かやや増えてい

る。 

・ 重度の肢体不自由とされている患者の割合をみると、障害者施設等入院基本料全体で、

半数以上含まれている。 

・ 重度の肢体不自由とされている患者について、身体障害者等級「不明」又は「非該当」

の患者が一定程度含まれており、それらの患者のうち、医療区分１に該当する患者の割合

は、療養病棟入院基本料１よりも多い。 

・ 重度の意識障害の患者の割合を病棟別にみると、全体の平均値よりもかなり高い割合の

病棟が存在している。

・ 重度の意識障害の患者について、医療区分２・３の該当患者割合をみると、療養病棟入

院基本料１よりも少ない。 

・ 重度の肢体不自由とされている患者のうち、身体障害者等級が「不明」又は「非該当」

の患者について、年齢階級別にみると、70 歳以上の高齢者が約８割であった。入院期間

別にみると、重度の肢体不自由患者全体では 1080 日以上が５割弱であるのに比べ、90 日

未満が約４割であった。 

５． 有床診療所入院基本料 

有床診療所については、地域包括ケアシステムの構築の推進や、在宅患者の療養支援等

といった役割を担うことが期待されているといった視点で、調査結果の評価・検証を行っ

た。 

５－１．有床診療所入院基本料の区分別の分析 

・ 有床診療所の施設数は約 8,000 あり、近年は減少傾向となっている。都道府県別にみる

と、ばらついている。 
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・ 有床診療所入院基本料（１～６）の区分別にみると、入院料１が最も多く、約５割を占

めていた。病床稼働率は、一般病棟入院料に比べ低く、最も高い入院料１でも 67％であ

る。 

・ 年齢階級別の入院基本料の算定割合をみると、入院基本料１～３では、65 歳以上の患

者が約 75％を占めている。 

・ 入院時の患者の状態についてみると、未回答を除き、ADL 低下や介護の必要性に関する

項目では、その他の項目に比べて多い。 

・ 在宅復帰機能強化加算の算定割合は、約１割であった。

・ 地域との連携の状況をみると、地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料１に比べ、連

携する医療機関等の数が少なかった。 

５－２．診療科別の医療の提供状況 

・ 標榜診療科別に有床診療所数をみると、内科系が最も多く、次いで、外科系、産婦人科、

整形外科、リハビリテーション科となっている。

・ 有床診療所入院基本料の評価の概要をみると、近年は、地域包括ケアシステムの推進に

資する要件を満たす場合の入院料１～３について、評価を手厚くしている。その入院料１

～３の算定状況を診療科別にみると、泌尿器科、整形外科、内科が多い。 

・ 有床診療所入院基本料を算定する入院レセプトについて、１日あたり平均点数を診療科

別にみると、眼科と耳鼻咽喉科が最も高く 8,000～9,000 点台であり、手術料が最も多く

なっているのに比べ、その他の診療科は 2,000 点前後となっており入院基本料の占める割

合が高い。

・ 平成 27 年実施の医療経済実態調査結果をみると、主たる診療科別の損益差額では、回

答数が 10 施設未満を除くと、眼科、外科、整形外科に比べ、内科、産婦人科では、損益

差額が低い。 

・ 有床診療所は、主に提供する医療の専門分野によって、地域における医療機能も異なる

と考えられた。入院基本料の区分別の分析等からは、在宅復帰支援機能や介護サービスと

の連携などといった機能を持つ有床診療所も一定程度存在すると考えられた。 

６． 横断的事項について 

６－１．入退院支援 

・ 入退院支援については、患者の状態や療養環境に応じて、入院医療と外来及び在宅医療

との円滑な移行を支援する機能が期待されているといった視点で、調査結果の評価・検証

を行った。

・ 退院支援に当たっての目標・課題等としては、疾病の治癒や病状の安定に加えて、患者

本人の日常生活活動度（身体機能）の回復が重要な要素となっていた。 
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・ 外来及び在宅で管理可能な患者が退院できない理由をみると、受け入れ先の確保のほか、

在宅における介護力及び患者本人の日常生活活動度や、家族の希望が、その大きな要素と

なっていた。

・ 退院支援を困難にしている理由・課題等をみると、相談員の人員体制の不足、支援のた

めの時間確保が困難、患者・家族等との面会日の日程調整が困難（特に日勤帯だけでは困

難）と回答した割合が多かった。 

・ 入院前から地域包括ケアの中で患者をアセスメントすることは大事であると同時に、退

院後の住まいや介護の問題等、医療側だけで解決するのは難しいため、介護等の地域との

連携が重要との指摘があった。

・ 退院支援加算の算定に当たっては、入院早期から退院困難な要因に応じて患者を抽出し

て支援が行われているが、要件に示していないものの、虐待や生活困窮といった、早期か

ら支援が必要な患者が入院していた。

・ 退院支援に当たっては、介護や福祉サービスの利用など入院前の支援状況を早期に把握

し、自治体を含む関係機関等との連携が重要であるが、要介護被保険者であっても介護支

援専門員との情報のやり取りが行われていないケースがみられた。

・ 地域連携診療計画の利用状況では、回復期リハビリテーション病棟で最も利用されてい

る。地域連携診療計画加算の算定件数を、改定前後で比較すると減少している。退院支援

加算２では地域連携診療計画加算が算定できないことがその要因のひとつと考えられた。 

６－２．在宅復帰に関する評価 

・ 在宅復帰率の定義をみると、退棟患者のうちの自宅等への退棟患者の割合であり転棟・

転院が含まれているため、評価項目の内容が分かりやすい名称がより適切ではないかと考

えられた。 

・ 在宅復帰率については、病棟の種類により、計算式の分母・分子となる退棟患者の退棟

先が異なっているため、評価の本来の目的を踏まえ、評価方法について整理する必要があ

ると考えられた。 

・ DPC データでの再入院の状況をみると、同一疾患での６週間以内の再入院が 10％未満の

医療機関が多く、疾患名を問わず１年間でみると再入院率が 30％未満の医療機関が大部

分の状況である。再入院率は、在宅復帰率と同様に指標として重要であると考えられると

いう指摘もある一方、医学的に必要な再入院があることなどから、緻密な条件設定がない

と評価が困難との指摘もあった。

６－３．データ提出加算 

（加算を算定する病院の状況） 

・ データ提出加算を算定する一般病床を有する病院数は、3,313 病院あり、一般病院の

約 45％となっている。算定対象病床は約 79 万床あり、レコード数は約 125 万件で、うち

DPC 対象病院以外のレコードは約 18％となっている。 
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・ 入院料の種類別に加算の算定状況をみると、200 床以上の病院が算定要件となっている

10 対１一般病棟入院基本料では約６割、回復期リハビリテーション病棟入院料では約６

割、療養病棟入院基本料では約３割弱が、加算の算定対象となっている。 

・ 許可病床 200 床以上の病院だけでみると、回復期リハビリテーション病棟を有する病

院の約８割、療養病棟を有する病院の約４割が、加算の算定対象となっている。 

（提出項目の概要） 

・ 提出項目の概要をみると、様式１では、主として急性期の診療内容や重症度に関する

項目となっており、主に回復期や慢性期の患者の状態を示す ADL の入院中の変化、要介

護度、医療区分に係る詳細な情報等は含まれていない。 

・ 回復期や慢性期の病棟にデータ提出の対象が広がりつつある中で、評価項目について

は、データの質に留意しつつ、回復期や慢性期の患者の特性の違いに着目した項目の追

加や重複する項目を合理化することや、測定頻度については慢性期では毎日ではなくて

もよいのではないか、介護との連携の視点も必要ではないかとの指摘があった。 

・ なお、療養病棟を有する 200 床未満の病院では、データ提出加算を算定している病院

が少なく、様式１を含む全体の提出項目の簡素化など、200 床未満の病院でもデータの提

出が可能となるような工夫が必要ではないかとの指摘があった。 

・ 患者の日常生活動作などの状態に係る項目をみると、様式１では全ての病棟で入院時

と退院時に ADL スコアを提出しており、さらに、一般病棟入院基本料では Hファイル（重

症度、医療・看護必要度）の B項目を、回復期リハビリテーション病棟入院料では様式

１の FIM スコアを、療養病棟入院基本料では EF 統合ファイルにおいて ADL 区分を、それ

ぞれ提出している。一部の項目が重複していること、一般病棟から療養病棟に患者が移

動しても状態の変化を継続的に把握できないこと等から、各項目が設定されたそれぞれ

目的を踏まえつつ、項目を統一したほうがよいのではないか、地域包括ケア病棟を含む

全ての病棟で B項目を使用すべきではないかとの指摘がある。一方で、急性期の病棟で

使用している項目や方法をそのまま回復期や慢性期の病棟に当てはめるのは無理がある

との指摘があった。 

・ なお、医療の質の向上に資するデータの利活用推進の観点からは、データの充実は重

要であるが、まずは異なる病棟間で共通で使用するのに適当な指標や手法を検討すべき

との指摘があった。 

・ データの質やその検証の観点から、異なる見方で複数のデータを提出してもらうべき

ではないかとの指摘がある一方で、データ作成に係る現場の負担を十分に配慮すべきと

の指摘があった。 

・ 様式１の ADL スコアは入院時と退院時に入力している。一方で、Hファイル（重症度、

医療・看護必要度）の B項目では ADL の状況も含まれているため、Hファイルを提出し

ている場合は、様式１の ADL スコアの提出は省略してもよいのではないかとの指摘があ

った。 
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（慢性期の入院患者に係る提出項目） 

・ 慢性期の病棟において提出を求める項目に関し、疾患名と症状・病態について、医療区

分や ADL 区分で提出を求めている項目や、介護保険の主治医意見書の様式等を踏まえて、

検討した。

・ 疾患名については、慢性期の病棟の入院患者は、複数の疾患を持つ患者が多く、４つま

でで約８割であった。また、疾患に罹患している期間をみると、181 日以上がほとんど

となっており、入院患者が受けている医療内容を考えるときには、疾患名より、症状・

病態の方がより重要と考えられた。

次に、症状・病態については、医療区分の項目と主治医意見書の様式の内容を参考に、両方

に含まれている項目や、どちらか一方にあるもので該当症例数が多い項目をみると、脱水、

褥瘡、嚥下機能の低下等といった項目が、提出を求める項目（案）としてあげられた。なお、

症状・状態の測定頻度については、月 1回では少なく、週 1回程度は測定が必要ではないか

との指摘があった。

７． 入院時食事療養費等について 

７－１．病院の給食部門の収支の状況 

・ 一般病院の給食部門の収入の状況をみると、全面委託、一部委託、完全直営のいずれの

形態でも、患者１人１日当たりの平均収入額は減少しており、約 1,800 円弱であった。

内訳をみると、平成 18 年度診療報酬改定における特別食加算の引き下げと特別管理加

算の廃止による影響と考えられた。

・ 一般病院の給食部門の支出をみると、全面委託、一部委託、完全直営のいずれの形態で

も、患者１人１日当たりの平均支出額は増加しており、2,500 円前後となっている。内

訳をみると光熱水費及び委託費の増加が大きく、前回調査では全面委託の費用は約

2,000 円弱であり、完全直営に比べて約 400 円低かったが、今回調査では全面委託と完

全直営とでの平均支出額の差はほとんど無くなっている。

・ 給食部門について、患者１人１食あたりの平均で収入と支出の差（収支）をみると、前

回調査（平成 16 年度）と比べ、今回調査では、全面委託、一部委託、完全直営のいず

れの提供形態も赤字となっていた。

・ こうした食事療養の収支状況の問題については、消費税率の引上げに対する適切な対応

はもとより、給食業務従事者の確保に苦労しているという現場の実情に鑑み、働き方改

革と合わせた対応が必要との指摘や、問題の深刻さから中医協総会で十分な議論が必要

との指摘があった。

・ 食事療養費は固定費と変動費の要素からなるが、平成 18 年度改定で食事療養費の算定

単位が「１日当たり」から「１食当たり」に変更され、固定費の回収が困難となったこ

とも、収支悪化の大きな要因ではないかとの指摘があった。
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７－２．経腸栄養用製品の使用及び食材費等の状況 

・ 食事の内容別の延べ提供数の構成比をみると、流動食以外の食事が約 92％、主として市

販の流動食が約７％、主として手製流動食が約 0.4％となっており、平成 28 年度改定前

後で大きな変動はなかった。

・ 平成 28 年度改定の影響に関して、製品価格に関する対応をみると、全体で見ると価格が

安い商品の構成を増やしたと回答した医療機関が約 14％であったが、全体で見ると製品

構成の変更をほぼ行っていないとの回答が約 81％であった。

・ 医薬品扱いの経腸栄養用製品の割合を減らし、食品扱いの市販流動食の割合を増やした

との回答が約 11％であったが、割合変更はほぼ行っていないとの回答が約 83％であった。 

・ 流動食の調達に関する対応については、市販/自院調理別の割合変更はほぼ行っていない

との回答が約 89％で最も多かった。取組についてみると、経管栄養患者が早期に経口移

行するための取組を強化したとの回答が約 17％であったが、特段の取組は実施していな

いとの回答が約 72％であった。

・ 平成 27 年６月と平成 29 年６月とで、入院患者の１食あたり平均食材費を比較すると、

平均の給食用食材費は 287.7 円から 292.7 円と変化は約５円であったが、主として市販

の流動食の提供を受けている入院患者について、１食あたり平均食材費をみると約

280.6 円から約 320.8 円と変化は約 40 円であった。
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